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2 縄文時代の尖底 土器



ダ
.、

4 川原田遺跡の中期縄文土器
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6 川原田遺跡の焼町土器
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７
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山
本
宗
補
一
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真
楽
寺

の
仁
王
尊

あ
う
ん
の
呼
吸
を
み
せ
、
日
を
開
く
阿
形
と
日
を
結
ぶ
叶
形
．

室
町
時
代

一
一．九
に
年
、
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野

一群
馬
一
の
仏
師

刑

部
公

鏡

鯛
の
作
で
あ
る

建
ｔ
費
用
は
、
佐
久
の
武
卜
や
農
民
に
よ
る

「
一
結
講
」
に
よ

「
て
賄
わ
れ
た
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発
刊
の
こ
と
ば

［
代
制
町
喘
刊
』
会
議

　

枷
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理
伴
　
　
　
董
（

浅
間
山
。
御
代
田
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
こ
の
火
の
山
の
ふ
も
と
に
は
、　
一
万
年
の
昔
か
ら
人
々
の
営
み
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
有
史
以
来
、
浅
間
は
い
く
た
び
と
な
く
噴
火
を
繰
り
返
し
、
時
に
は
山
麓
に
住
む
人
々
の
生
活
に
壊
滅
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、

い
っ
ぽ
う
で
は
こ
の
地
域
独
自
の
風
土
形
成
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
浅
間
山
麓
の
先
人
た
ち
の
歴
史
や
暮
ら
し
の
よ
う
す

を
、
旧
石
器
か
ら
縄
文

。
弥
生

。
古
墳

・
奈
良

・
平
安
時
代
、
中
世
と
つ
づ
っ
た
の
が
本
書
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
火
の
山
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

「焼
町
土
器
」
が
塩
野
川
原
田
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

土
器
は
四
五
〇
〇
年
前
の
縄
文
時
代
の
浅
間
山
麓
の
文
化
的
水
準
の
高
さ
を
私
た
ち
に
み
せ
て
く
れ
ま
す
。
川
原
田
の

「焼
町
土
器
」
は
、

日
本
を
代
表
す
る
優
れ
た
縄
文
工
芸
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
い
評
価
を
得
、　
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
海
外
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
前
、
高
冷
地
で
あ
る
御
代
田
に
な
ん
と
か
稲
作
を
根
づ
か
せ
よ
う
と
奮
闘
し
た
弥
生
人
た
ち
の
ム
ラ
の
よ
う
す
や
、
立
派

な
石
室
を
も
つ
古
墳
と
し
て
復
元
保
存
さ
れ
た
め
が
ね
塚
古
墳
に
つ
い
て
も
、
本
書
に
く
わ
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良

。
平
安
時
代
の
浅
間
山
麓
に
は
、
朝
廷
の
直
営
牧
場

「塩
野
牧
」
や

「
長
倉
牧
」
が
置
か
れ
、
朝
廷
に
献
上
す
る
駿
馬
が
生
産

。

飼
育
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
七
道
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
山
道
が
碓
氷
峠

へ
と
抜
け
、
「長
倉
駅
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
で
は
こ

う
し
た
古
代
の
要
所
で
あ
っ
た
御
代
田
に
つ
い
て
、
豊
富
な
発
掘
資
料
な
ど
を
駆
使
し
、
新
し
い
事
実
を
解
明
し
て
い
ま
す
。

一
一
〇
八
年
に
起
こ
っ
た
浅
間
山
の
大
噴
火
で
は
、
近
年
の
雲
仙
普
賢
岳
の
三
倍
に
も
お
よ
ぶ
火
砕
流
が
御
代
田

・
軽
井
沢
を
覆
い
ま



し
た
が
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
う
し
た
過
去
の
大
災
害
も
今
後
の
火
山
災
害
対
策

へ
の
道
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
監
修
者
の
桐
原
健
先
生
を
は
じ
め
、
執
筆
者

・
編
纂
委
員

・
各
方
面
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
刊
行
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
ン」う
し
た
皆
様
に
巻
頭
に
あ
た
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
雄
大
な
浅
間
山
麓
に
展
開
し
た
古
代
の
人
々
の
暮
ら
し
と
知
恵
が
本
書
か
ら
読
み
取
ら
れ
、

明
日
の
御
代
田
町
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

平
成
十
年
二
月



監
修
の
こ
と
ば

帥
艶
輻
ぜ
筍
鍵
舗
財
桐
原
　

健

信
越
線
を
利
用
し
て
い
た
時
、
私
に
と
っ
て
の

「御
代
田
」
は
通
過
駅
だ
っ
た
。
田
切
り
地
形
の
谷
間
で
視
野
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で

印
象
は
薄
く
、
こ
こ
が
浅
間
の
裾
野
の
北
佐
久
郡
御
代
田
町
で
あ
る
こ
と
程
度
は
承
知
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
知
識
は
有
し
て

い
な
か
っ
た
。

歴
史
の
知
識
の
乏
し
さ
も
同
程
度
で
、　
一
九
五
五
年
に
刊
行
を
み
た

『信
濃
史
料
』
の

「遺
跡
地
名
表
」
に

一
六
遺
跡

・
古
墳

一
〇
基

が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浮
か
ん
で
く
る
の
は
旧
伍
賀
村
豊
昇
の
宮
平
遺
跡
だ
け
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
致
し
方
の

な
い
こ
と
で
も
あ

っ
て
、
町
教
委
よ
り
三
二
遺
跡

。
古
墳
五
基
が
存
在
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
七
二
年
の
時
点
に
お
い
て
も
発
掘
調
査

を
受
け
た
遺
跡
は
宮
平
の

一
遺
跡
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
宮
平
の
調
査
は
、
軽
井
沢
に
在
住
し
た
こ
と
の
あ
る
英
国
人
医
師
で
考

古
学
者
の
Ｎ
Ｇ
マ
ン
ロ
ー
と
東
大
考
古
学
教
室
の
八
幡

一
郎
氏
が
昭
和
初
年
に
行
な
っ
た
だ
け
で
、
後
は
六
七
年
五
月
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
七
八
年
に
は
塩
野
下
藤
塚

・
草
越
南
畑

。
児
玉
池
尻
の
三
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
面
積
は
小
さ
く
大

方
の
知
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

古
代
史
の
部
門
は
ど
う
だ
ろ
う
。
明
治
十
五
年
に
県
に
提
出
し
た
、
御
代
田
村
の
書
き
上
げ
は

「古
昔
大
井
郷
。
後
、
大
井
庄
。
又
、

長
倉
郷
と
云
う
。
」
と
の
一
項
の
み
で
あ
る
。
延
喜
の
官
道
や
信
濃
御
牧
の
研
究
が
た
か
ま
っ
た
大
正
末
年
以
降
に
あ

っ
て
も
、
塩
野
牧
は

江
戸
時
代
以
来
の
塩
野
村
に
所
属
し
、
官
道
は
浅
間
山
の
山
麓
を
通
過
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
納
得
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
を
掘
り
下
げ



て
の
調
査
研
究
は
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
要
す
る
に
御
代
田
の
原
始

・
古
代
は
戦
後
三
〇
余
年
を
経
て
も
ま
だ
眠
り
続
け
て
い
た
。

御
代
田
町
の
遺
跡
が
本
格
的
に
覚
め
た
の
は
今
か
ら
わ
ず
か

一
四
年
前
の
こ
と
で
、　
一
九
八
四
年
よ
り
八
七
年
に
か
け
て
御
代
田

ｏ
小

諸

・
佐
久
に
か
か
る
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
大
発
掘
に
よ
る
。
町
教
委
が
担
当
し
た
の
は
野
火
付

・
前
田

ｏ
十
二

・
根
岸
の
四
遺
跡
で
奈
良

・

平
安
時
代
の
大
集
落
が
発
見
さ
れ
た
。
続
い
て
九
〇
年
か
ら
九
二
年
に
は
浅
間
山
山
腹
の
塩
野
西
遺
跡
群
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
縄
文
前

期

・
中
期

・
そ
し
て
弥
生
後
期

・
平
安
集
落
の
全
貌
が
判
明
し
た
。
縄
文
中
期
の
川
原
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
焼
町
土
器
と
よ
ば
れ
る
土

器
は
、
国
重
要
文
化
財
ク
ラ
ス
の
も
の
で
、
ま
た
前
期
の
尖
底
土
器
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
優
品
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
現
在
、
町
内
の
遺
跡

は
多
様
な
問
題
を
黎
み
、
す
べ
て
学
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
古
代
史
も
同
様
で
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
が
典
型
的
な
奈
良
時
代
集
落
と
し

て

『長
野
県
史
』
に
紹
介
さ
れ
、
改
め
て
御
代
田
町
内
に
お
け
る
東
山
道
の
道
筋
や
長
倉
の
駅
家
が
検
証
さ
れ
、
塩
野
牧
に
か
か
わ
る
施

設
の
探
索
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
御
代
田
の
郷
に
つ
い
て
は
、
小
沼
郷
に
属
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

御
代
田
の
遺
跡
を
目
覚
め
さ
せ
、
甦
ら
し
た
の
は
当
時
二
十
代
後
半
の
若
者
た
ち
で
、
そ
の
か
れ
ら
が
本
書
の
原
始

・
古
代

・
中
世
を

執
筆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
巻
の
特
徴
は
若
い
考
古
学
研
究
者
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
考
古
学
は
戦
後
五
〇
年
を

経
て
、
歴
史
学
の
補
助
学
を
脱
し
て
考
古
資
料
を
も
っ
て
歴
史
叙
述
が
で
き
る
力
量
を
備
え
た
。
ま
た
、
考
古
資
料
に
は
史
料
が
も
つ
指

名
権
は
求
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
土
の
中
に
遺
さ
れ
て
い
る
土
器

・
石
器
に
は
真
相
を
伝
え
る
決
定
権
が
あ
る
。
当
然
そ
の
記
述
は
、

御
代
田
の
土
地
と
結
び
つ
い
て
い
た
人
間
の
歴
史
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
町
民
の
理
解
を
願
い
た
い
点
が

一
つ
あ
る
。
歴
史
の
教
科
書
は
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
頁
数
が
多
く
な
る
富
士
山
型
だ

が
、
町
誌
は
原
始
の
縄
文
時
代
に
相
当
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
。
こ
れ
は
モ
ノ
を
通
し
て
人
の
営
み
を
描
こ
う
と
す
る
考
古
学
の
宿

命
な
の
で
、
こ
の
部
分
を
削
除
し
て
し
ま
う
と
単
な
る
オ
ハ
ナ
シ
に
堕
す
る
虞
が
あ
る
。
や
や
難
解
な
部
分
も
あ
る
が
諒

恕
さ
れ
た
い
。

歴
史
編
上
を

一
瞥
し
て
思
う
こ
と
だ
が
、
最
近
に
調
査
を
受
け
た
御
代
田
の
遺
跡
は
、
時
代
や
環
境
が
異
な
っ
て
は
い
て
も
ど
れ
も
が

佐
久
の
核
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
書
が
御
代
田
町
の
明
日
の
礎
に
な
る
こ
と
を
深
く
願

っ
て
い
る
。



夕J

口

本
書
は
御
代
田
町
誌

・
全
七
巻
中
の
第
四
巻

「歴
史
編
上
」
―
原
始

。
古
代

。
中
世
―
で
あ
る
。

本
書
の
記
述
範
囲
は
御
代
田
町
を
中
心
に
し
た
浅
間
山
麓
地
域
を
主
と
し
て
い
る
が
、
原
始

。
古
代

。
中
世
と
い
う
性
格
上
、
佐
久
地
域
全
域
、
あ
る

い
は
さ
ら
に
広
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
。

本
書
は
、
「序
章
」
と

「第

一
編
原
始
」
「第
二
編
古
代
」
「第
二
編
中
世
」
の
本
編
、
遺
跡
地
図
を
掲
載
し
た

「付
編
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
時
代
ご
と
の

歴
史
の
流
れ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
編
の
冒
頭
に
は
年
表
と
あ
ら
ま
し
を
つ
け
、
時
代
の
特
色
や
概
要
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

本
書
で
は
、
常
用
漢
字
お
よ
び
現
代
か
な
づ
か
い
を
使
用
し
、
人
名
や
簡
単
に
表
記
で
き
な
い
特
殊
な
用
語
に
は
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。

数
字
は
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
使
用
し
、
写
真

。
図

・
表
な
ど
の
横
組
み
の
場
合
に
限
り
算
用
数
字
を
用
い
た
。

写
真

。
図

・
表
な
ど
の
番
号
は
、
各
編
ご
と
に

一
連
番
号
を
付
し
た
。

年
号
は
日
本
年
号
を
用
い
、
文
明
十
六

（
一
四
八
四
）
年
の
よ
う
に
和
暦
に
は

「十
」
を
入
れ
た
。
西
暦
は

（　
）
で
漢
数
字
を
並
べ
た
。

文
中
の
著
書

・
作
品

。
資
料
名
な
ど
は
、
『　
』
で
示
し
た
。

参
考
文
献
は
、
各
執
筆
の
分
担
ご
と
に
文
末
に
載
せ
た
。

本
文
の
写
真

。
図

・
表
の
引
用
の
も
と
に
な
っ
た
、
資
料
の
所
蔵
者

・
提
供
者

。
出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
所
に
示
し
た
。

度
量
衡
は
片
仮
名
で
略
記
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
た
。

文
中
の
人
名
に
は
、
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

執
筆
者
氏
名
は
、
担
当
部
分
を
目
次
に
入
れ
、
文
章
の
責
任
を
明
確
に
し
た
。
巻
末
に
は
執
筆
者

・
協
力
者

・
資
料
提
供
者

・
教
示
者

・
刊
行
会
委
員

名
な
ど
の
名
簿
を
示
し
た
。

索
引
は
利
用
者
の
便
を
考
え
て
、
時
代
の
特
色
あ
る
内
容
、
歴
史
理
解
上
必
要
と
思
わ
れ
る
主
要
語
句
を
選
ん
で
、
五
十
音
順
に
載
せ
た
。
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承
久
の
乱
と
御
代
田

〓
一　
人
々
の
動
き
と
生
活

南
北
朝

の
内
乱
か
ら
室
町
幕
府

へ

‥
…
…

…

…
…

…
…

４８

南
北
朝
の
内
乱
と
滋
野

一
族
…
…
…
…
・…
。…
・…
。…
。…
。…
…
４８

大
塔
合
戦
と
御
代
田

‥
。…
・…
。…
。・…
・…
・…
。…
・…
。…
・…
。…
・４８

関
東
の
争
乱
と
御
代
田
…
…
。・…
・・・・…
・…
・・・・・・…
・・・・…
・・・・…
４８

人
々
の
往
来
と
信
仰

‥
…
…
・…
…
。…
。…
・…

（郷
道

・
小
山
）
４８９

（郷
道
哲
章
）
４６５

索

（郷
道

。
小
山
）
４７８

付
編
　
御
代
田
町
の
遺
跡

御
代
田
町
誌

『歴
史
編
上
』
関
係
者
名
簿

執
筆
者
名
簿

刊
行
会
名
簿

教
示
者

資
料
提
供
者

・
機
関
名
簿

あ
と
が
き

四
　
北
条

・
徳
川
氏
の
は
ざ
ま
で
…
。

第
五
節
　
中
世
の
文
化
と
信
仰

一　
鎌
倉
文
化
と
信
仰

・

（大
井
源
寿
）
５２３

（小
山
岳
夫
）
５３６

〓
一　
華
麗
な
桃
山
文
化

‥
…
…
・…
。…
。…
・…
・…
。…
・…
」…
。…
・…
…
５４

（郷
道

。
小
山
）
５０８
　
　
ｖ
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序章 御代田町の原始 。古代瞥見

べ

つ

け

ん

序
章
　
御
代
田
町
の
原
始

・
古
代
瞥
見

一　
御
代
田
の
縄
文
時
代

長
野
県
人
は
つ
ね
に
海
に
憧
れ
て
い
る
。
海
の
話
に
は
思
わ
ず
聞
き
耳
を
立
て

る
。
そ
れ
は
時
代
を
問
わ
な
い
。
今
を
去
る
こ
と
七
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
早
期
後

半
に
は
沈
線
文
土
器

・
条
痕
文
土
器
が
盛
行
し
て
い
る
が
、
海
の
貝
の
腹
縁
を
押

引
き
す
る
こ
と
で
で
き
る
そ
の
文
様
を
、
当
時
の
信
州
人
は
ど
の
よ
う
な
感
慨
で

見
つ
め
た
こ
と
か
。
土
器
を
搬
ん
で
き
た
人
、
文
様
の
飾
り
か
た
、
さ
ら
に
は
施

文
器
具
に
ま
で
強
い
好
奇
心
を
示
し
た
も
の
と
想
像
し
た
い
。

長
野
県
は
広
い
。
Ｊ
Ｒ
の

「上
り
」
で
も
信
越
線
と
中
央
西
線
と
で
は
行
き
先

は
大
き
く
異
な
る
。
佐
久
は
東
の
関
東
地
方
と
の
関
係
が
強
く
、
中
信

。
南
信
に

は
関
西
的
色
彩
が
濃
く
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
の
気
配
は
す
で
に
縄
文
早
期
に
現

れ
て
い
る
。
佐
久
地
方
で
は
押
型
文
土
器
よ
り
も
、
関
東
地
方
を
中
心
と
し
た
田

戸
上
層
式
土
器
が
主
体
的
に
分
布
し
て
お
ヶ
、
貝
殻
腹
縁
で
押
さ
れ
た
沈
線
文
土

器
が
塩
野
の
塚
田
や
下
荒
田
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
関
東
寄
り
の
傾
向
は

こ
の
後
の
時
代
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
、
佐
久
地
方
の
地
下
水
脈
と
し
て
現
在

に
ま
で
息
づ
い
て
い
る
。

塚
田
や
下
弥
堂
遺
跡
の
縄
文
前
期
初
頭
の
住
居
跡
や
土
坑
か
ら
出
土
し
た
土
器

は
、
砲
弾
型
の
尖
底
で
口
縁
に
隆
帯
が
め
ぐ
り
、
胴
部
全
面
は
羽
状
に
構
成
さ
れ

た
縄
文
で
う
め
ら
れ
て
い
る
。
器
肉
は
厚
い
方
で
、
頑
丈
で
安
心
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
広
く
県
内
に
分
布
す
る
が
核
は
東
信
で
、
東
海
系
の
色

彩
が
強
い
伊
那
谷
に
は
入

っ
て
い
な
い
。
若
い
時
、
関
東
の
土
器
を
教
え
込
ま
れ

た
筆
者
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
も
の
で
あ
る
。
関
東
色
を
帯
び
る
地
下
水
脈
は
こ

の
時
期
、
地
表
に
湧
出
し
た
。
同
じ
時
期
に
伊
那
の
中
越
や
諏
訪
の
阿
久
遺
跡
で

は
、
無
文
で
薄
手
の
尖
底
土
器
が
流
行
し
て
い
る
。
中
越
式
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ

の
東
海
的
な
土
器
を
見
慣
れ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
御
代
田
町
の
関
東
的
な
尖
底

土
器
は
異
質
に
見
え
る
。

御
代
田
町
の
大
部
分
は
浅
間
山
の
南
斜
面
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
即
座

に
連
想
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
じ
火
山
で
あ
る
八
ケ
岳
西
南
斜
面
の
諏
訪
郡
原
村
と

富
士
見
町
の
景
観
で
あ
る
。
火
山
に
降
っ
た
雨
水
は
頂
上
よ
り
放
射
状
に
谷
を
刻

み
、
地
下
に
潜
っ
て
は
中
腹
に
湧
出
し
て
短
い
流
れ
の
谷
を
造

っ
て
い
る
。
幾
筋

も
の
必
従
谷
の
間
に
は
長
峯
状
の
台
地
が
形
成
さ
れ
る
が
、
長
峯
は
途
中
で
消
え
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写 1 浅問山麓の御代田を鳥蠍する

て
は
、
ま
た
下
方
に
現
れ
る
。
か
く
し
て
生
ず
る
舌
状
台
地
の
縁
辺
は
縄
文
集
落

を
作
る
好
適
地
で
、
こ
と
に
湧
水
を
有
す
る
台
地
は
縄
文
前

・
中
期
の
大
集
落
を

載
せ
て
い
る
。

浅
間
山
と
八
ケ
岳
の
西
南
斜
面
を
重
ね
て
み
る
と
、
八
ケ
岳
の
方
が

一
回
り
大

き
い
も
の
の
両
者
は
全
く
の
相
似
形
で
、
山
頂
か
ら
刻
さ
れ
て
い
る
長

い
沢
が
縄

文
人
の
大
き
な

エ
リ
ア
を
画
し
て
い
る
。
中
腹
に
発
す
る
湧
泉
周
辺
を
集
落
の
核

に
置
い
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
御
代
田
の

縄
文
文
化
を
考
え
て
み
る
の
も
よ

い
だ
ろ
う
。

縄
文
研
究
の
メ
ッ
カ
と
よ
ば
れ
て
い
る
八
ケ
岳
山
麓
の
井
戸
尻
文
化
と
比
較
を

す
る
こ
と
で
御
代
田
の
縄
文
文
化
が
持

つ
個
性
は
浮
き
出
し
て
こ
な
い
も
の
か
。

地
域
が
違

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
土
器
の
フ
ェ
イ
ス
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
が
、
生
産
用
具
の
主
体
を
占
め
て
い
る
石
器
様
相
、
文
化
階
梯
を
反
映
し
て
い

る
と
さ
れ
る
土
器
の
構
成
、
縄
文
人
の
心
情
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
立
石

・
埋

甕

・
上
偶

・
石
棒
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

井
戸
尻
の
う
ち
で
中
期
中
葉
時

の
遺
構
か
ら
は
、
植
物
食
摂
取
の
優
位
さ
を
示

す
と
い
わ
れ
る
打
製
石
斧
の
出
上
が
第

一
位
で
、　
つ
い
で
円
石

・
磨
石
も
多

い
。

石
皿
も
日
に
つ
く
。
ま
た
、
罹
災
し
た
藤
内
９
号
住
居

（井
戸
尻
Ｈ
期
）
に
あ

っ

て
は
打
製
石
斧

。
円
石

・
石
皿
の
多
量
出
土
が
み
ら
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
黒
曜
石

剥
片
や
石
鏃
の
出
上
が
注
意
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
御
代
田
町
川
原
田
遺
跡
は
ど

う
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
石
器
組
成
は
、
打
製
右
斧
三

・
九
打
、
右
鏃
二

・
八
ｒ
、

ス
ク
レ
ー
パ
ー
ニ

。
一
言
、
石
匙

一
・
八
幹
、
磨
石

一
。
二
百
の
順
に
並
ぶ
。
打

製
石
斧
が
優
位
な
点
は
井
戸
尻
と
共
通
し
て
い
る
が
、
打
製
石
斧

一
〇
点
を
出
土

し
た
住
居
跡
は
川
原
田
の
場
合

一
軒
に
す
ぎ
ず
、
平
均
す
れ
ば

一
軒
に
三

・
四
点
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程
度
で
あ
る
。
磨
石
も
同
じ
で
三
点
出
土
が
最
高
で
あ
る
。
凹
石
に
い
た
っ
て
は
、

一
軒
の
住
居
跡
か
ら

一
点
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
石
皿
も

一
点
し
か
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
井
戸
尻
遺
跡
の
場
合
３
号
住
居
か
ら
は
四
三
点
、
４
号
住
居

か
ら
は
四
〇
点
の
打
製
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
器
構
成
に
お
い
て

は
両
者
は
似
通
っ
て
い
る
も
の
の
量
に
お
い
て
の
格
差
は
大
き
い
。

縄
文
土
器
の
中
で
主
体
を
占
め
る
器
形
は
深
鉢
で
、
煮
沸
機
能
を
有
し
て
お
り

ど
ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
深
鉢
に
も
火
熱
の
痕
跡
は
み
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
八
ケ
岳
山
麓
に
あ

っ
て
は
、
胴
回
り
の
大
さ
か
ら
石
囲
炉
に
は
掛
か
り
得
ず
、

中
に
モ
ノ
を
満
た
す
と
移
動
に
困
難
を
き
た
す
と
い
う
大
型
深
鉢
が
存
在
し
、
さ

ら
に
は
壺
形

。
有
孔
鍔
付
形

。
有
脚
の
深
鉢

・
鉢
形

。
大
型
鉢

。
高
不

・
吊
手

・

器
台
と
い
っ
た
煮
沸
以
外
の
機
能
を
も
つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
土
器
が
出
現
し
て

い
る
。
ど
の
住
居
跡
か
ら
も
出
土
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、　
こ
退
跡
か
ら

一
点
く
ら
い
は
発
見
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
川
原
田
遺
跡
で
は
、
四
六
軒
の
住
居
跡
と
多
数
の
土
坑
の
な
か
で
深

鉢
以
外
の
土
器
を
出
し
た
住
居
は

一
三
軒
、
土
坑
は
三
基
で
あ
る
。
器
形
は
浅
鉢

が

一
三
点

。
有
脚
の
深
鉢
が
五
点

・
顔
面
把
手
の
破
片
が

一
点

・
顔
面
表
現
の
あ

る
土
器
が

一
点
、
蛇
の
造
形
の
あ
る
把
手
の
破
片
が

一
点
、
有
孔
鍔
付
土
器
の
小

破
片
が

一
点
の
み
で
あ
る
。
報
告
書
に
み
ら
れ
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
、
有
孔
鍔
付
・

壺

。
高
不

・
吊
手
土
器

。
そ
れ
か
ら
蛇
の
造
形
の
あ
る
土
器
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
浅
間
山
麓
か
ら
八
キ・離
れ
た
佐
久
市
寄
山
遺
跡
群
に
あ
っ
て
は
、
中
期
の

住
居
跡
九
〇
軒
よ
り
佐
久
在
地
の
土
器
に
混
じ
っ
て
、
八
ケ
岳
西
南
麓
の
影
響
を

受
け
た
と
み
ら
れ
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
土
し
て

い
る
深
鉢
以
外
の
器
形
は
、
有
孔
鍔
付
二

。
両
耳
甕

一
・
浅
鉢
三

。
有
脚
甕

一
。

吊
手
土
器
二
点
に
す
ぎ
な
い
。
顔
面
把
手
付
土
器
は
な
く
、
デ
フ
オ
ル
メ
さ
れ
た

蛇
が
い
る
土
器
が

一
点
だ
け
あ
る
。
貯
蔵

。
供
献
機
能
を
も
つ
器
形
は
生
活
の
安

定
に
よ
る
精
神
的
余
裕
の
所
産
だ
と
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
同
じ
条
件
下
に
あ

る
浅
間
山
西
南
斜
面
の
塩
野
遺
跡
群
で
、
八
ケ
岳
山
麓
同
様
の
諸
器
形
が
出
土
し

て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
す
ぐ
文
化
の
落
差
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
両
者
の
違
い
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

同
じ
こ
と
は
立
石

。
埋
甕
施
設
で
も
い
え
る
。
八
ケ
岳
山
麓

。
伊
那
谷

・
松
本

平
で
は
通
有
に
み
ら
れ
る
立
石

・
埋
甕
は
川
原
田
遺
跡
で
は
み
ら
れ
な
い
。
寄
山

遺
跡
で
は
各

一
施
設
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。
い
い
得
る
こ
と
は
、
遺
跡
立
地

・
石

器
の
様
相

・
集
落
規
模
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
縄
文
中
期
の
中
部
高
地
内
に
は
幾

つ
か
の
地
域
性
が
認
め
ら
れ
、
井
戸
尻
と
川
原
田
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
核
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
縄
文
文
化
の
研
究
は
、
現
在
こ
う
し
た
地
域
性
を
描

き
出
す
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。

長
野
県
の
縄
文
遺
跡
を
時
期
別
に
並
べ
る
と
、
中
期
に
集
中
し
、
後
期
に
入
る

と
凋
落
し
て
し
ま
う
。
縄
文
の
気
候
変
動
を
み
る
と
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
か
け

て
が
寒
２
戻
り
で
、
現
在
よ
り
も

一
・
五
度
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
。
縄
文
中
期

人
が
い
か
に
高
度
な
堅
果
採
集
民
だ
っ
た
と
し
て
も
、
採
集
経
済
の
段
階
に
留
ま

っ
て
い
る
以
上
、
気
候
の
冷
涼
化
は
人
口
激
減
の
最
大
要
因
と
な
る
。
こ
フ
い
っ

た
解
釈
で
信
濃
に
お
け
る
縄
文
後
期
の
遺
跡
減
少
を
説
明
し
て
き
た
が
、
し
さ
い

に
う
か
が
う
と
地
域
に
よ
っ
て
は
中
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
遺
跡
が
か
な
り

み
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
が
千
曲
川
流
域
で
、
敷
石
住
居
跡
の
発
見
数
は
多
い
。
町

内
で
も
滝
沢
Ｉ
や
宮
平
遺
跡
で
七
軒
ほ
ど
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
説
明
で
き
る

一
葉
の
図
を
掲
げ
て
お
こ
う
（図
１
）
。
明
治
二
十
二
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年
よ
り

一
〇
〇
年
間
の
平
均
的
気
温
図
で
、
千
曲
川
流
域
は
八
ケ
岳
山
麓
よ
り
も

三
度
高
い
。
こ
う
し
た
気
温
差
の
違
い
が
人
口
動
態
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
後
期
遺
跡
を
発
掘
す
る
と
、
ま
ま
埋
葬
遺
構
に
遭
遇
す
る
。
墓
だ
け
を

意
識
し
て
発
掘
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
う
し
た
埋
葬
遺
構
の
多
さ
は
縄

文
社
会
に

一
大
変
化
が
お
こ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
一　
御
代
田
の
弥
生
時
代

御
代
田
町
に
は
弥
生
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
三
遺
跡
が
所
在
す
る
。
塩
野

の
細
田
遺
跡

。
下
荒
田
遺
跡

・
塚
田
遺
跡
で
あ
る
。

佐
久
平
は
弥
生
後
期
文
化
が
栄
え
た
地
域
の

一
つ
で
、
佐
久
市
岩
村
田
周
辺
が

核
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。
御
代
田
町
の
二
遺
跡
は
岩
村
田
か
ら
望
ん
だ
場
合
、
水

平
距
離
で
八

・
五
キロ、
標
高
差

一
〇
〇
屑
以
上
も
離
れ
た
浅
間
山
西
南
斜
面
で
、

平
地
の
農
民
の
目
に
は
山
の
村
と
し
て
映
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
住
居

や
使
用
す
る
什
器
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
相
違
は
食
生
活
と
そ
の
生
業
で
、
米
食

と
水
稲
農
業
を
知

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
強
い
願
望
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
が
標
高

八
〇
〇
肝
地
点
に
集
落
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
。

律
令
時
代
、
こ
の
地
域
に
は

一
郷
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
必
従
谷
を
流
下
す

る
沢
水
を
使

っ
て
の
水
田
経
営
が
四
〇
〇
年
後
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か

な
の
で
、
そ
の
始
ま
り
を
弥
生
時
代
後
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
だ
ろ
う
¨
細
田
遺
跡
の
５
号
住
居
か
ら
発
見
さ
れ
た

一
粒
の
コ
メ
は
、
佐
久

平
の
中
心
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
山
の
田
で
作
ら
れ

た
コ
メ
な
の
か
。
そ
の
判
別
は
難
し
い
が
、
後
者
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な

い
。
反
面
、
山
田
で
穫
れ
た
米
の
み
で

一
年
間
の
生
活
が
で
き
る
と
の
断
言
も
で

き
な
い
。

御
代
田
町
の
弥
生
遺
跡
で
は
米
以
外
の
食
料
、
水
稲
農
耕
以
外
の
生
業
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
直
接
証
明
す
る
も
の
は
な
い
が
、
推
量
で
き
る
資
料
は

幾
つ
か
あ
る
。

こ
の
時
代
の
竪
穴
住
居
の
炉
は
い
っ
ぽ
う
の
梁
の
中
央
真
下
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
千
曲
川
流
域
の
炉
は
単
な
る
地
床
炉
で
炉
縁
に
は
何
の
施
設
も
み
ら
れ
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
天
竜
川
流
域
の
地
床
炉
に
は
炉
縁
石
が
置
か
れ
、
火
種
を
保
つ
火
壺

と
し
て
の
甕
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
外
縁
地
域
の
諏
訪
盆
地
や

松
本
平
の
南
半
に
も
み
ら
れ
、
さ
ら
に
佐
久
平
に
も
入
っ
て
き
て
い
る
。
弥
生
後

期
の
天
竜
川
流
域
に
あ
っ
て
は
石
製
農
耕
具
が
盛
行
し
、
畑
作
農
業
が
段
丘
上
で

営
ま
れ
て
い
た
が
、
塚
田
遺
跡
の
Ｈ
ｌ
号
住
居
か
ら
は
安
山
岩
製
の
か
な
り
大
型

な
打
製
石
斧
が
出
土
し
石
鍬
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
畑
作
の
形
態
は
焼
畑
で
主
要

な
作
物
は
粟
と
考
え
て
い
る
が
、
裏
付
け
の
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

畑
作
農
耕
民
は
狩
猟
民
で
も
あ
る
。
か
れ
ら
が
行
な
う
狩
猟
は
田
畑
を
侵
す
鳥

獣
を
駆
除
す
る
受
け
身
の
そ
れ
で
な
く
、
隊
を
組
ん
で
遠
く
他
国
に
ま
で
行
動
す

る
マ
タ
ギ
狩
猟
で
あ
る
。
磨
製
石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
狩
猟
の
ほ
か
に

堅
果
の
採
集
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ド
ン
グ
リ
を
採
集
し
て
水
さ

ら
し
し
、
煮
沸
し
て
タ
ン
ニ
ン
を
除
去
す
る
。
磨
石
と
石
皿
で
磨
砕
す
る
。
塚
田

遺
跡
２
号
住
居
か
ら
は
磨
石
、
４
号
住
居
か
ら
は
軽
石
製
の
凹
石
、
下
荒
田
Ｙ
２

号
住
か
ら
は
長
さ

一
六
彙ン
・
幅
九
彙ン
の
台
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
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序章 御代田町の原始 。古代瞥見

〓
一　
御
代
田
の
古
墳
時
代

御
代
田
町
内
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
期
古
墳
と
よ
ば
れ
る
古
い
古
墳
は
未
発

見
で
あ
る
。
通
常
、
前
期
古
墳
は
弥
生
後
期
か
ら
の
財
と
権
力
の
蓄
積
が
あ
っ
て

築
か
れ
る
の
だ
か
ら
、
弥
生
後
期
の
細
田
遺
跡
や
下
荒
田
遺
跡
の
小
集
落
の
あ
り

方
か
ら
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
今
後
と
て
発
見
は
な
い
だ
ろ
う
。

浅
問
山
山
腹
に
現
存
す
る
数
基
の
古
墳
は
、　
い
ず
れ
も
古
墳
時
代
終
末
期
の
築

造
に
か
か
る
。
被
葬
者
は
在
地
の
有
力
者
だ
ろ
う
が
、
か
れ
の
後
継
者
が
古
墳
を

築
く
に
あ
た
っ
て
は
、
外
か
ら
の
力
に
よ
る
規
制
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塚
田

古
墳
群
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
八
〇
屑
四
方
の
と
こ
ろ
に
五
基
の
古
墳
が
築
か

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
周
涅
を
め
ぐ
ら
し
て
い
て
墳
丘
径
は

一
三
～

一
四
屑
。
四

基
は
円
墳
で
同
じ
問
合
い
を
と
っ
て
い
る
が
、
最
後
に
築
か
れ
た

一
辺

一
一
屑
の

方
墳
は
そ
の
間
に
形
を
崩
し
て
築
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら

一
族
の
墓

域
は
規
制
を
受
け
て
い
た
。
４
号
墳
の
周
涅
内
よ
り
馬
歯
と
轡
が
出
土
し
て
い
る
。

古
墳
群
の
築
造
は
七
世
紀
に
入
っ
て
い
て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
信
濃
で
は
馬
具

の
副
葬
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
な
の
に
４
号
墳
で
は
馬
の
殉

殺
が
見
ら
れ

た
。
小
円
墳
に
葬
ら
れ
て
い
た
人
は
、
馬
と
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
塚
田

古
墳
群
の
石
室
構
造
は
判
ら
な
い
が
、
め
が
ね
塚
１
号
墳
の
玄
室
は
方
形
で
、
こ

れ
に
両
袖
の
羨
道
が
付
く
。
側
壁
に
は
磐
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
素

環
の
轡
が
前
庭
部
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
玄
室
か
ら
は
倒
卵
形
鐸
と
単
環
の
責
金

具
が
付
い
た
直
刀
が
発
見
さ
れ
た
。
柄
頭
は
な
か
っ
た
が
円
頭
が
頭
椎
の
は
ず
で

儀
刀
で
あ
る
。
細
田
古
墳
か
ら
も
柄
頭
の
あ
る
大
刀
が
金
環

。
棗
玉
と
と
も
に
出

土
し
て
い
る
。
以
上
の
資
料
を
飛
び
石
状
に
並
べ
て
み
る
と
、
馬
を
媒
介
と
し
て

七
世
紀
代
に
入
り
中
央
よ
り
儀
刀
を
下
賜
さ
れ
た
在
地
有
力
者
が
、
そ
の
死
に
あ

た
っ
て
決
め
ら
れ
た
墓
域
に
築
か
れ
た
畿
内
色
の
濃
い
石
室
内
蔵
の
円
墳
に
葬
ら

れ
、
そ
の
際
に
は
愛
馬
の
殉
殺
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｊ
Ｒ
信
越
線
が
通
過
し
て
い
る
あ
た
り
が
、
浅
間
山
麓
か
ら
の
傾
斜
変
換
線
と

な
る
。
信
越
線
の
南
側

一
帯
が
下
前
田
原
西
屋
敷
で
、
標
高
は
七
六
五
屑
。
以
下

南
西
方
向
に
下
り
勾
配
で
小
海
線
の
と
こ
ろ
で
標
高
七
〇
〇
屑
と
な
る
。
下
前
田

原
の
中
の
微
高
地
が
鋳
師
屋
遺
跡
群
で
、
集
落
の
形
成
が
始
ま
る
の
は
五
世
紀
代
。

前
田
遺
跡
の
竪
穴
住
居
内
か
ら
は
初
期
須
恵
器
の
優
品
が
出
土
し
て
お
り
、
遺
跡

群
の
北
に
臨
ん
で
は
数
基
の
古
墳
が
築
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
後
原
１
号
墳
は
、
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
内
蔵
す
る
円
墳
で
、
前

庭
部
か
ら
は
馬
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
２
号
墳
の
石
室
は
両
袖
式
で
、
玄
室
側

壁
に
は
胴
張
り
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
二
基
と
も
墳
麓
に
外
護
列
石
が
め
ぐ
っ
て

い
る
。
石
室
の
形
状
だ
け
で
い
う
な
ら
ば
、
後
原
１
号
墳
の
方
が
め
が
ね
塚
１
号

墳
よ
り
も
先
行
す
る
。
今
後
、
浅
間
山
麓
か
ら
は
六
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
古
墳

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

逆
な
書
き
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
山
麓
の
古
墳
に
は
山
腹
築
造
の
七
世
紀

代
古
墳
と

一
脈
通
ず
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
山
麓
古
墳
を
築
造
し

た
集
落
で
は
、
農
業
以
外
の
生
業
に
も
相
当
の
比
重
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
加
え

て
政
治
的
性
格
も
う
か
が
わ
れ
て
い
る
。
遺
跡
群
中
で
は
西
端
の
宮
ノ
反
地
籍
で
、

七
世
紀
末
な
い
し
八
世
紀
初
頭
と
思
わ
れ
る
館
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
堀
を
め
ぐ
ら

し
た
幅
七
〇
肝
、
奥
行
き
六
五
屑
区
画
で
、
陸
橋
部
に
建
て
ら
れ
た
門
を
く
ぐ
る

と
巨
大
な
掘
立
柱
建
物
が
二
棟
、
東
西
に
並
ん
で
い
る
。
中
央
権
力
の

一
端
を
背
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縄文中期のムラ

(川 原田遺跡)

縄文中期の敷石住居

(滝沢遺跡)

弥生後期の住居

(細 田遺跡)

縄文中・後期の

ムラ(宮平遺跡 )

古墳時代初頭の住居

(塚 llI遺跡 )

平安時代の埋葬馬

(野火付遺跡 )

図 2 御代田町の遺跡

室町時代の仁王尊 (莫楽 十) めがね塚 1号墳 (馬瀬「1)

奈良時代のムラ (前「
l遺跡 )
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負

っ
て
い
る
郷
長
ク
ラ
ス
の
居
館
と
目
さ
れ
て
い
る
。

四
　
御
代
田
の
奈
良

・
平
安
時
代

全
国
の
郷
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

『倭
名
抄
』
の
成
立
は
承
平
年
間

（九
二

一

～
九
二
七
）
だ
が
、
こ
の
種
の
作
業
は
個
人
の
な
し
う
る
も
の
で
な
く
、
民
部
省

資
料
の
転
載
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
九
世
紀
前
半
に
編
ま
れ
た

『民
部
省

図
帳
』
と
か

『国
郡
図
帳
』
だ
ろ
う
。
佐
久
郡
に
は
八
つ
の
郷
制
の
郷
が
あ
り
、

そ
の
中
の
小
沼
郷
は
御
代
田
町

一
帯
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
郷
名
は
真
楽
寺
境
内

の
湧
泉
に
依

っ
て
い
る
が
、
主
体
は
山
麓
に
接
す
る
下
前
田
原
に
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
郷
の
成
立
の
要
因
に
は
南
方
低
地
に
展
開
す
る
水
田
可
耕
地
の
広
さ
や
、

駅
家
や
官
牧
の
存
在
に
加
え
て
、
古
墳
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
歴
史
の
長
さ
を
挙

げ
て
お
き
た
い
。

延
長
五
年
に
選
進
さ
れ
た

『延
喜
式

。
兵
部
省
』
に
、
諸
国
駅
伝
馬
の
条
が
あ

る
。
畿
内
寄
り
の
駅
家
よ
り
起
筆
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
た
ど
れ
ば

「延
喜
の

官
道
」
は
復
原
で
き
る
が
、
三
二
五
年
前
に
施
行
さ
れ
た
令
制
の
道
も
同

コ
ー
ス

を
た
ど
っ
て
い
た
か
、
と
な
る
と
信
濃
の
場
合
は
即
答
で
き
か
ね
る
。
八
世
紀
の

九
〇
年
代
に
国
府
は
筑
摩
郡
に
移
庁
し
て
い
る
の
で
、
延
喜
の
官
道

コ
ー
ス
は
筑

摩
郡
を
経
由
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
史
料
は
な
い

し
、
移
庁
前
の
国
府
所
在
地
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
碓
氷
坂
を
介
し
て
上

野
国
坂
本
駅
と
対
す
る
長
倉
駅
の
位
置
だ
け
は
、
駅
制
施
行
時
よ
り
変
わ
っ
て
は

い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

軽
井
沢
町
の
大
部
分
と
御
代
田
町
の

一
部
は
、
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
の
噴

火
に
よ
る
浅
間
山
の
火
砕
流
で
被
覆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
考
古
資
料
に
よ
る
位
置

関
係
は
、
被
害
を
免
れ
た
地
域
か
ら
の
推
察
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
地
形
や
気

候
条
件
か
ら
す
れ
ば
、
駅
家
を
軽
井
沢
町
内
に
比
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
位
置
は
千
曲
川
右
岸
の
山
麓
線
に
沿
っ
て
走
る
道
と
、
佐
久
平
東
縁
の
山

麓
を
南
北
に
走
る
線
と
が
ク
ロ
ス
す
る
と
こ
ろ
、
か
た
わ
ら
に
官
牧
が
あ
り
、
古

墳
時
代
よ
り
の
歴
史
が
あ
る
鋳
師
屋
遺
跡
群
と
重
な
る
地
点
だ
ろ
う
。
厩
牧
令
に

よ
れ
ば

「駅
馬
は
中
中
戸
を
し
て
養
飼
せ
し
め
よ
」
と
あ
る
の
で
相
当
な
規
模
の

集
落
が
必
要
で
あ
る
。
鋳
師
屋
遺
跡
群
で
発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
は
四
〇
〇
軒
、

掘
立
柱
建
物
は
側
柱
建
物
が
主
体
で
、
な
か
に
廂

付
建
物
が

一
四
棟
、
倉
庫
と
思

わ
れ
る
総
柱
の
建
物
三
〇
軒
が
存
在
し
て
い
る
。
巡
方
な
ど
の
帯
金
具
、
円
面
硯

な
ど
特
殊
遺
物
が
出
土
し
て
い
て
下
級
官
人
の
存
在
が
思
わ
れ
る
。
神
功
開
宝

。

隆
平
永
宝
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

文
献
資
料
に
よ
る
と
、
天
慶
の
乱
が
お
こ
る
や
碓
氷
関
は
固
め
ら
れ
、
将
門
誅

殺
二
か
月
後
に
解
除
さ
れ
て
い
る
。
国
境
で
あ
る
山
嶺
に
は
幾
つ
も
の
峠
が
あ
る
。

峠
を
越
え
て
侵
攻
し
て
く
る
将
門
の
軍
勢
を
迎
撃
す
る
に
は
、
浅
間
山
麓
と
湯
川

が
も

っ
と
も
接
近
す
る
陰
路
を
固
め
る
の
が
最
善
の
方
策
で
あ
る
。
関
の
位
置
が

軽
井
沢
町
の
追
分
地
籍
だ
と
す
る
と
、
長
倉
駅
の
位
置
は
そ
の
後
方
に
擬
せ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
時
、
長
倉
駅
は
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鋳
師

屋
遺
跡
群
調
査
の
所
見
に
よ
れ
ば
十
世
紀
前
半
、
遺
跡
群
は
集
落
と
し
て
の
体
を

な
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
浅
問
山
西
南
斜
面
に
は
十

一
世
紀
ま
で
小
集
落

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
未
調
査
地
域
に
集
落
は
存
在
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
は
、
よ
り
西
方
に
比
定
さ
れ
て
い
る
郡
家
所
在
郷
が
、
駅
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の
業
務
を
代
行
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
か
。

小
沼
郷
に
か
か
わ
る
も
う

一
つ
の
施
設
は
塩
野
の
御
牧
で
あ
る
。
御
牧
の
成
立

は
八
世
紀
の
六
〇
年
代
だ
が
、
信
濃
十
六
御
牧
の
大
半
は
古
墳
時
代
に
始
ま
る
私

牧
に
起
源
を
も
つ
。
塩
野
牧
も
同
様
で
、
古
墳
後
期
に
馬
を
牧
飼
す
る
こ
と
で
在

地
有
力
者
は
大
和
政
権
の
直
接
掌
握
を
受
け
て
い
た
。
牧
の
規
模
の
小
さ
な
こ
と

も
塩
野
牧
成
立
の
古
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
私
牧
が
八
世
紀
後
半
に
入
っ

て
御
牧
に
編
入
さ
れ
る
。

毎
年
、
五
歳
駒
を
献
上
す
る
に
は
常
時

一
〇
〇
疋
を
養
飼
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
管

理
に
は
長
帳
各

一
、
牧
子
二
、
そ
の
下
に
多
勢
の
馬
戸
を
必
要
と
す
る
。
小
沼
郷

の
郷
民
は
農
業
を
営
む
ほ
か
に
交
通
や
牧
馬
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
。
牧
は

一
疋

あ
た
り
に
二
町
歩
も
の
放
牧
場
と
、
雌
雄
別

。
年
齢
別
の
繋

飼
場
と
か
ら
な
る
。

繋
飼
場
は

一
見
棚
田
を
思
わ
せ
る
施
設
で
、
松
本
市
中
山
埴
原
の
古
屋
敷
と
千
石

地
籍
に
あ
る
そ
れ
は
長
野
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
御
代
田
町
に
あ
っ
て
は

水
田
の
営
み
得
な
い
標
高

一
〇
〇
〇
屑
以
上
も
高
処
の
浅
間
山
腹
に
同
様
な
遺
構

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
塩
野
山
遺
跡
で
、
土
手
は

「駒
飼
の
土
堤
」
と
よ

ば
れ
て
お
り
、
今
後
繋
飼
場
を
予
測
し
て
の
調
査
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
塩
野
山
遺
跡

の
下
方
、
標
高
九
二
〇
屑
地
点
に
位
置
す
る
広
畑
遺
跡
か
ら
は
九
世
紀
末
の
竪
穴

住
居
が
発
見
さ
れ
、
青
銅
鈴
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
鈴
の
経
は
二

。
七
彙ン
で
馬

鈴
に
擬
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

さ
て
、
浅
間
山
斜
面
中
腹
に
営
ま
れ
て
い
た
川
原
田

・
城
之
腰

・
下
荒
田
遺
跡

の
報
告
書
か
ら
は
、
縄
文
遺
跡
に
平
安
期
集
落
の
重
な
っ
て
い
る
様
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
あ
た
り
の
集
落
は
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
半
、
な
か
に
は
十

一
世

紀
に
ま
で
下
る
も
の
も
あ
る
。
集
落
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
核
と
な
る

住
居
に
規
模

・
構
造
の
劣
る
住
居
が
数
件
と
も
な
う
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

遺
物
内
容
は
豊
か
で
、
核
的
住
居
か
ら
は
灰
釉
陶
器
の
長
頸
瓶
や
鉄
製
品

・
砥
石

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
鉄
製
品
の
中
で
は
紡
錘
車
の
多
い
の
が
目
立
つ
。
川
原
田

遺
跡
の
４
号
住
居
は
狭
く
、
主
柱
穴
も
な
い
竪
穴
住
居
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
火
愛

斗

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
生
業
に
つ
い
て
は
、
沢
水
を
使
っ
て
の
棚

田
経
営
も
な
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
松
本
平
の
八
伏
山
麓
に
展
開
し
て
い
る
同

時
期
の
村
落
様
相
な
ど
も
勘
案
し
て
、
信
濃
布
の
原
料
で
あ
る
ア
オ
ソ
栽
培
も
考

え
て
み
た
い
。
紡
錘
車
は
績
ま
れ
た
繊
維
に
撚
り
を
か
け
、
火
焚
斗
は
織
り
あ
げ

た
信
濃
布

へ
の
最
後
の
仕
上
げ
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
御
代
田
の
中
世

平
安
時
代
、
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
、
御
代
田
町
域
を
お
そ
っ
た
浅
間
山
の

火
砕
流
は
、
町
域
の
約
半
分
を
覆
い
つ
く
し
、　
一
面
は
焼
け
野
原
と
化
し
た
。
当

時
存
在
し
た
塩
野
の
牧
や
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
多
く
の
集
落
も
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
御
代
田
町
域
の
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

歴
史
は
、
被
災
し
な
か
っ
た
地
域
に
点
々
と
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
復
活
が

は
た
さ
れ
る
の
は
、
戦
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
初
め
、
町
域
の
北
部

「塩
野
牧
」
は
牧
と
し
て
の
機
能
が
希
薄
に
な

り
、
単
に

「塩
野
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
火
砕
流
の
被
災
が
大
き
く
影

響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
町
域
南
部
小
田
井
は
大
井
荘
に
含
ま
れ
て
い
た
。

天
仁
元
年
の
被
災
を
か
ろ
う
じ
て
免
れ
た
真
楽
寺
周
辺
に
は
建
久
四

（
一
一
九

二
）
年
源
頼
朝
が
浅
問
山
北
麓

（現
長
野
原
町

・
鎌
原
村
）
で
行
な
っ
た
巻
狩
り
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に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
伝
承
地
の
ひ
と
つ
、
城
之
腰
遺
跡
で
は
鎌

倉
時
代
の
小
集
落
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
地
に
伝
承
が
残
る
由
来
の
あ

っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
今
後
、
真
楽
寺
周
辺
の
各
地
で
、
鎌
倉
時
代
の
遺
構

が
発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

中
世
歌
謡
の

一
つ

『宴
曲
抄
』
中
の

「善
光
寺
修
行
」
で
は
、
碓
氷
峠
か
ら
善

光
寺
に
い
た
る
道
中
に
、
御
代
田
町
豊
昇
の
高
根
社
付
近
を
通
過
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
地
名
が
登
場
し
た
。

室
町
時
代
に
い
た
る
と
、
京
都
か
ら
奥
羽

へ
の
幹
線
道
が
御
代
田
町
域
を
通
過

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
往
来
し
た
。
そ
の

一
人
が
上
州
世
良
田
の
仏
師
刑
部
公

鏡
錢
で
、
応
永
二

（
一
二
九
五
）
年
真
楽
寺
に
滞
在
、
奉
納
す
る
仁
王
像
を
三
か

月
か
け
て
製
作
し
た
。
仁
王
像
の
製
作
費
は
、
御
代
田
に
限
ら
ず
、
佐
久
広
域
の

武
士

（北
佐
久
の
盟
主
大
井
氏
と
考
え
ら
れ
る
人
名
も
み
ら
れ
る
と
い
う
Ｙ

郷
・

農
民
が
結
集
し
て
捻
出
し
た
。
当
時
の
佐
久
の
人
々
が
、
真
楽
寺
を
い
か
に
厚
く

信
仰
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

室
町
時
代
の
町
域
南
部
は
、
八
条
院
の
荘
園
大
井
荘
の
直
営
田
で
、
野
火
付
遺

跡
で
は
、
そ
こ
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
ム
ラ
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、

前
藤
部
遺
跡
で
は
、
時
代
が
下
っ
た
十
五
世
紀
の
ム
ラ
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
前
藤

部
の
ム
ラ
は
十
五
世
紀
前
半
に
は
北
佐
久
の
盟
主
大
井
氏
、
後
半
に
は
、
国
人
平

尾
氏
の
傘
下
に
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
野
火
付
、
前
藤
部
ど
ち
ら
の
ム

ラ
に
も
共
通
す
る
の
は
、
住
居
が
竪
穴
の
土
間
式
で
、
板
敷
き
（フ
ロ
ー
リ
ン
グ
）

や
畳
の
上
で
の
生
活
な
ど
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
佐
久
地

方
の
庶
民
は
ま
だ
、
か
な
り
質
素
な
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

応
仁
の
乱
以
降
、
戦
乱
の
世
の
佐
久
は
、
大
井
氏
の
没
落
、
国
人
層
の
成
長
に

と
も
な
い
、
群
雄
割
拠
の
様
相
を
呈
し
た
。
佐
久
地
方
に
乱
立
し
た
多
く
の
城
館

は
こ
の
こ
ろ
に
築
城
さ
れ
た
。
天
文

一
二

（
一
五
四
三
）
年
に
、
武
田
晴
信
は
佐

久
侵
略
を
始
め
、
豊
昇
の
長
倉
猿
助
の
宮
平
城
、
小
田
井
又
六
郎
の
小
田
井
城
な

ど
は
こ
れ
に
備
え
て
築
城
さ
れ
た
。
小
田
井
城
の
よ
う
な
大
き
な
城
が
造
ら
れ
た

背
景
に
は
、
平
安
時
代
の
火
砕
流
災
害
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
た
、
御
代
田
町

域
の
姿
が
街
彿
さ
れ
る
。

天
文
十
六
年
に
は
佐
久
の
志
賀
氏
と
武
田
方
の
衝
突
と
な
っ
た
。
有
名
な
小
田

井
原
合
戦
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
の
主
戦
場
は
小
田
井
周
辺
で
あ
っ
た
。

武
田
支
配
の
後
、
中
世
末
期
の
佐
久
は
織
田

・
北
条

・
徳
川
の
草
刈
り
場
と
な

っ
た
。
そ
の
状
況
は
御
代
田
と
て
変
わ
り
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
浅
間
山
麓
に
育
ま
れ
た
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
歴
史
を
瞥
見
し

二″ヽ
。
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原
始
の
概
要

本
編

「原
始
」
は
、
旧
石
器
時
代
と
縄
文
時
代
の
二
つ
の
石
器
時
代
、
約
二
万

年
前
か
ら
二
七
〇
〇
年
前
ま
で
の
狩
猟
採
集
社
会
を
あ
つ
か
っ
た
。

日
本
の
旧
石
器
時
代
は
移
動
生
活
に
よ
る
狩
猟
採
集
の
時
代
で
、
現
在
約
六
〇

万
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
県
内
お
よ
び
佐
久
地
方
で
発

見
さ
れ
て
い
る
旧
石
器
時
代
遺
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
三
万
年
前
ま
で
の
後
期
旧
石

器
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
。
約
二
万
五
〇
〇
〇
年
前
以
降
か
ら

一
万
年
前
ま
で
は
浅

間
山
の
活
動
が
き
わ
め
て
活
発
な
時
期
で
あ
り
、
浅
間
山
麓
は
分
厚
い
泥
流
や
軽

石
流
な
ど
に
覆
わ
れ
た
。
そ
れ
に
埋
も
れ
た
の
か
、
火
山
活
動
の
激
し
い
浅
間
山

麓
に
旧
石
器
人
が
住
ま
な
か
っ
た
の
か
、
御
代
田
か
ら
は
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

縄
文
時
代
は
約

一
万
三
〇
〇
〇
年
前
か
ら
始
ま
り
約

一
万
年
間
続
い
て
お
り
、

草
創
期

。
早
期

。
前
期

。
中
期

。
後
期

・
晩
期
の
五
時
期
に
時
期
区
分
が
な
さ
れ

て
い
る
。
縄
文
草
創
期
に
土
器
や
弓
矢
が
発
明
さ
れ
、
移
動
生
活
か
ら
定
住
生
活

へ
と
居
住
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
狩
猟
採
集
だ
け
で

な
く
、
簡
単
な
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

長
野
県
は
豊
か
な
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
縄
文
時
代
の
集
落
遺

跡
が
集
中
す
る
地
域
で
あ
る
。
と
く
に
八
ケ
岳
山
麓
と
浅
間
山
麓
な
ど
で
は
そ
れ

ぞ
れ
独
自
な
文
化
が
花
開
い
た
。
御
代
田
で
は
草
創
期
か
ら
晩
期
ま
で
す
べ
て
の

時
期
の
遺
跡
が
あ
る
が
、
と
く
に
前
期
の
塚
田
式
土
器
や
中
期
の
焼
町
土
器
な
ど

は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
土
器
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
後
期
に
は
千

曲
川
流
域
に
敷
石
住
居
が
目
立
っ
て
作
ら
れ
た
。

六
〇
万
年
前

一
三
万
年
前

三
万
年
前

一
万
一
一〇
〇
〇
年
前

一
万
年
前

六
〇
〇
〇
年
前

五
〇
〇
〇
年
前

四
〇
〇
〇
年
前

三
〇
〇
〇
年
前

二
三
〇
〇
年
前

年
　

　

代

時縄 1日 石 器 時 代
時

代

晩    期 後  期 中 前   期 早 期 草 01 期 後   期 4,.H 前 期
時

期

◆
集
落
が
河
川
近
く
に
立
地
す
る

◆
抜
歯
の
風
習
が
さ
か
ん
に
な
る

◆
西
日
本
よ
り
稲
作
が
伝
わ
る

◆
気
候
の
来
冷
化
に
よ

っ
て
中
部
地
方
の
人
口
が
激
減

◆
配
石
遺
構
な
ど
が
作
ら
れ
、
宗
教
的
な
遺
物
で
あ
る
土

偶

・
石
剣
も
多
く
見
ら
れ
る

◆
関
東
中
部
地
方
の
人
口
が
激
増

◆
豪
華
な
装
飾
が
上
器
を
飾
る
よ
う
に
な
り
、
縄
文
文
化

も
最
高
潮
に
達
す

る

◆
打
製
石
斧
の
多
用

◆
敷
石
住
居
が
出
現
す
る

◆
小
集
落

の
形
成

◆
平
底
土
器
の
使
用

◆
気
候
温
暖
期
で
海
面
が
上
昇
、
海
岸
線
が
内
陸
に
入
り

込
む

◆
定
住
薬
落
の
定
着

◆
竪
穴
住
居
の
構
築

◆
尖
底
土
器
の
使
用

◆
土
器
の
発
明

◆
弓
失
の
発
明

◆
岩
陰
で
の
居
住

◆
黒
曜
石
の
利
用
が
始
ま
る

◆
ナ
イ
フ
形
石
器
が
作
ら
れ
る

◆
尖
頭
器
が
作
ら
れ
る

◆
細
石
刃
が
つ
く
ら
れ
る

◆
岩
手
県
ひ
ょ
う
た
ん
穴
洞
穴
に
人
類
が
居
住
す
る

◆
富
城
県
上
高
森
に
日
本
最
古

の
人
類

（原
人
）
が
居
住

日

本

の

主

な

で

き

ご

と

◆
宮
平
遺
跡
に
ム
ラ
が
で
き
る

◆
馬
瀬
口
戻
場
遺
跡
付
近
に
ム
ラ
Ｐ
が
で
き
る

◆
小
諸
市
氷
遺
跡
か
ら
モ
ミ
度
の
あ
る
土
器
発
見

◆
滝
沢
遺
跡
に
住
居
と
墓
が
作
ら
れ
る

◆
宮
平
遺
跡
に
石
棺
基
が
作
ら
れ
る

◆
滝
沢
遺
跡
に
住
居
が
作
ら
れ
る

◆
川
原
田
遺
跡
に
住
居

の
ま
と
ま

っ
た
ム
ラ
が
で
き

焼
町
土
器
が
作
ら
れ
る

◆
城
之
腰
遺
跡
に
住
居
数
軒
の
ム
ラ
形
成

◆
豊
昇
富
平
遺
跡
に
敷
石
住
居
が
作
ら
れ
る

◆
塩
野
下
弥
堂
遺
跡
に
住
居
数
軒

の
ム
ラ
形
成

◆
塩
野
塚
田
遺
跡
に
住
居
数
軒

の
ム
ラ
形
成

◆
塩
野
城
之
腰
遺
跡
に
住
居
数
軒

の
ム
ラ
形
成

◆
塩
野
川
原
田
遺
跡
で
押
型
文
土
器
の
使
用

◆
塩
野
塚
田
遺
跡
で
鵜
ケ
島
台
式
土
器
の
使
用

◆
塩
野
川
原
田
遺
跡
で
有
舌
尖
頭
器
に
よ
る
狩
り

◆
塩
野
東
荒
神
遺
跡
で
微
隆
起
線
文
上
器
の
使
用

◆
北
相
木
村
栃
原
岩
陰
遺
跡
に
人
が
住
む

◆
佐
久
市
立
科
Ｆ
遺
跡
に
人
が
住
む

◆
浅
間
山
が
盛
ん
に
噴
火
を
繰
り
返
す

◆
野
辺
山
矢
出
川
遺
跡
に
人
が
住
む

御
代
田

・
佐
久
地
方
の
で
き
ご
と



第

二
早

旧
石
器
時
代

第

一
節
　
旧
石
器
時
代
の
あ
ら
ま
し

進
化
と
文
化
の
歴
史

旧
石
器
時
代
は
、
人
間
の
祖
先
た
ち
の
活
躍
し
た
も
っ
と
も
古
い
時
代
で
、
今

か
ら
お
よ
そ
四
〇
〇
万
年
以
上
前
か
ら

一
万
年
前
ま
で
の
時
代
を
総
称
す
る
。
こ

の
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
進
化
の
歴
史
と
文
化
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

進
化
の
歴
史
と
は
、
人
間
が
生
物
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
進
化
を
と
げ
た
の
か
と
い
う
歩
み
で
あ
る
。
も

っ
ぱ
ら
人
類
学
の
範
囲
で

語
ら
れ
る
歴
史
で
あ
り
、
研
究
対
象
は
化
石
骨
な
ど
で
あ
る
。

文
化
の
歴
史
は
、
人
間
の
作

っ
た
石
器
や
骨
角
器
な
ど
の
道
具
を
分
析
す
る
こ

と
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
歴
史
で
研
究
対
象
は
人
工
品
で
あ
る
。

第 1節 旧石器時代のあらまし

図 1 日本を中心にした主な遣跡の年表
(『科学』67-5よ り)

15

進
化
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
、
文
化
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
方
法

は
異
な
る
の
で
、　
つ
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

年代

(年 前 )

学
代

質

時
分

地
的
区

学

代

古

時

分

考

的

区
気

世界の主な遺跡・
日本の主 な遺跡

Ш　　　　　　̈
　　̈
　　̈
ｍ　　̈

｛π
　
新

　
世

弥
生
時
代
一　
　
縄

文

時

代

ブ

リ

ュ
ネ

正

磁

極

期

『．　　べ・夕　　一い　″

椰
職
螂
椰
鮮
雖
キ

(イ スラエル)

(フ ランス)

(ロ シア)

(フ ランス)

(ドイツ)

周口店最上層

トラルバ(スベイン)

(ハ ンガリー)

(フ ランス)

周口店最下層

根付遺跡

亀が岡遺跡

三内丸山遺跡

押出遺 跡

鳥浜遺跡

座散乱木遺跡 13,15層

山田上ノ台遺跡

馬場壇 A遺跡 20層

袖原遺跡第 3文化層

袖原遺跡第 5文化層

中峰 C遺跡最下層
上高森遺跡 Tm 14層 上下

高森遺跡最下層

上高森遺跡 Ks l直 下
(埋納遺構)

上高森遺跡最下層

穴

跡

跡

洞

遺

遺

福

富

岩
後
期

更
新

世

器石
代
中
時

中
期
旧
石
器
時
代

¨
　
　
¨
¨
¨
輌

中
期

更
新

世

前

期

旧

石

器

時

代

６

一■
ン
■

８

期
新



第 1章 旧石器時代

進
化
の
歴
史
　
進
化
の
歴
史
と
は
生
物
の
身
体
的

な
変
化
の
歴
史
を
い
う
。
人
類
に

限
ら
ず
生
物
は
多
種
多
様
に
進
化
す
る
。
進
化
は
進

化
す
る
生
物
が
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自

然
が
そ
の
進
化
を
決
め
て
い
る
。
そ
し
て
生
き
残
る

か
絶
滅
す
る
か
も
自
然
が
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て

進
化
の
歴
史
を
語
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
生
物

の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
分
類
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
類
の
進
化
を
た
ど
る
た
め
の
化
石
人
骨
の
研
究

か
ら
は
、
過
去
に
生
存
し
た
人
類
の
肉
体
や
脳
の
発

達
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
人
類
の
進
化
に
つ
い
て
は
猿
人
か
ら
原

人

へ
、
そ
し
て
旧
人
か
ら
新
人

へ
と
い
う

一
系
列
の

わ
か
り
や
す
い
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
は
人
類
の

家
系
図
は
そ
う
単
純
に
語
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（図
２
）
。
少
し
く
わ
し

く
説
明
す
る
と
、
現
代
人
が
今
の
地
球
に
広
が
っ
た
モ
デ
ル
に
は
、
二
種
類
あ
る

こ
と
に
な
る
。　
一
つ
は
四
〇
〇
万
年
前
に
ア
フ
ァ
ー
ル
猿
人
が
人
類
の
祖
先
と
し

て
登
場
し
て
か
ら
、
約
二
〇
〇
万
年
前
く
ら
い
に
各
地
域
に
旅
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
進
化
を
と
げ
た
と
す
る
「他
地
域
進
化
説
」
。
も
う

一
つ
は
二
〇
万
年
前

の
ア
フ
リ
カ
に
現
代
人
の
直
接
的
な
祖
先
と
な
る
新
人
が
現
れ
て
、
か
れ
ら
が
世

界
各
地
に
拡
散
し
た
と
い
う
「
ア
フ
リ
カ
起
源
説
」
で
あ
る
。

ロプスタス猿

(現代人 )
ホモ・サピエンス・サピエンス

アフリカ
ヌス猿人

エチオ

ピクス猿人

∫鶴 毬

文
化
の
歴
史
　
文
化
の
歴
史
は
人
工
品
の
分
析
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
方

法
は
化
石
人
骨
の
分
析
の
よ
う
な
形
質
人
類
学
的
な
方
法
と
は

違
う
。
そ
の
理
由
は
、
人
工
品
が
製
作
者
の
意
志
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

旧
石
器
時
代
の
人
工
品
は
、
石
器

。
木
器

・
骨
器

・
土
製
品

・
皮
革
製
品
な
ど

多
種
多
様
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
実
際
に
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
石
器
の
ほ
か

に
前
記
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
残
念
な
が
ら
酸
性

土
壌
の
た
め
に
石
器
以
外
は
あ
ま
り
残
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
石
器
の

作
ら
れ
方
を
お
も
に
取
り
上
げ
る
。

仮説 A

ポイセイ

アフリカヌス

400

万年前 アフアーレンシ
^

図 2 人類進化に関する仮説



し
か
し
、
石
器
の
作
ら
れ
方
を
記
述
す
る
こ
と
で
文
化
を
記
述
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
石
器
以
外
に
も
作
ら
れ
た
モ
ノ
が
あ
る
の
に
、
石
器
だ
け
で
は

片
寄

っ
た
記
述
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
し
専
門
的
に
な
る

が
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

石
器
は
石
を
打
ち
欠
い
て
刃
を
つ
け
た
道
具
で
あ
る
。
石
を
欠
く
に
は
工
夫
と

練
習
が
必
要
で
あ
る
。
石
と
い
う
素
材
は
石
で
打
ち
欠
く
と
石
片
が
剥
が
れ
る
。

剥
が
れ
た
石
片
を
剥
片
、
剥
が
れ
る
本
体
を
石
核
と
い
う
。
ま
た
石
核
を
打
ち
欠

く
石
を

ハ
ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
と
い
う
。
さ
れ
い
に
剥
片
を
剥
が
す
に
は
、　
ハ
ン
マ

ー
を
石
核
の
角
に
あ
て
る
こ
と
、
そ
し
て
ハ
ン
マ
ー
の
あ
た
る
角
度
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
条
件
を
み
た
せ
ば
鋭
い
刃
を
も
つ
き
れ
い
な
剥
片
が
簡
単
に
取
れ
る
（図

３
）
。
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
剥
片
は
取
れ
な
い
。
そ
し
て
石
器
づ
く
り
に
は
、
指

導
者
が
い
た
。
指
導
者
と
同
じ
よ
う
に
練
習
す
れ
ば
だ
れ
で
も
石
器
づ
く
り
は
可

能
で
あ
る
。
つ
ま
り
石
器
づ
く
り
は
、
文
化
の
中
で
学
習
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
が
文
化
を
研
究
す
る
う
え
で
の
大
前
提
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

石
は
条
件
さ
え
整
え
ば
割
れ
る
、
そ
の
逆
は
な
い
と
し
た
ら
石
の
道
具
の
形
は

ひ
と
つ
に
決
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
石
器
の
形
は
文
化
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

自
然
石
か
ら
そ
の
ま
ま
剥
離
し
た
剥
片
と
、
石
を
さ
ら
に
打
ち
欠
い
て
剥
離
し

た
剥
片
は
、
形
も
刃
先
の
鋭
さ
も
違
う
。
さ
れ
い
な
剥
片
を
作
る
に
は
、
き
れ
い

な
剥
片
を
作
る
石
核
を
、
最
初
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
石
か
ら
石
核

を
作
る
こ
と
、
こ
れ
が
石
器
の
素
材
の
形
を
決
め
る
重
要
な
要
素
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
石
核
を
準
備
す
れ
ば
、
目
指
す
形
の
剥
片
が
と
れ
る
。
異
な
る
形
態

の
石
核
を
準
備
す
る
こ
と
で
、
分
厚
い
剥
片

・
薄
い
剥
片

。
大
き
な
剥
片

・
小
さ

な
剥
片

・
刃
の
厚
い
剥
片

。
刃
の
鋭
い
剥
片
な
ど
を
泊
由
自
在
に
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
剥
片
に
も
う

一
度
手
を
加
え
る
と
、
か
な
り
立

派
な
石
器
が
で
き
る
。
意
図
さ
れ
た
剥
片
に
も
う

一
度
手
を
加
え
る
こ
と
を
二
次

第 1節 旧石器時代のあらまし

1 打面作出

2 gdl片 剥離

図 3 石器製作の手順

原石から素材 (剥片)を とり、二

次加工 を加 えて、 目的の石器

が完成する

17



第 1章 旧石器時代

加
工
と
い
う
。
二
次
加
工
に
よ
っ
て
、
剥
片
は
さ
ら
に
変
形
さ
れ
て
、
何
種
類
も

の
刃
や
形
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖
頭
器

・
細
石
刃

・
削

器

・
掻
器

・
彫
刻
刀
形
石
器
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
石
器
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
石
核
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
決

ま
っ
た
剥
片
を
と
り
、
そ
の
剥
片
に
も
う

一
度
手
を
加
え
れ
ば
、
立
派
な
石
器
が

作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
石
を
割
る
条
件
は
普
遍
的
な
石
器
製
作
の
条
件
だ
が
、

種
類
の
違
う
石
核
を
準
備
し
た
り
、
数
種
類
の
二
次
加
工
を
自
由
自
在
に
す
る
こ

と
で
、
形

。
大
き
さ

・
刃
の
違
う
石
器
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
説
明
を

加
え
る
と
、
同
じ
動
作
を
し
な
け
れ
ば
同
じ
石
器
は
で
き
な
い
が
、
動
作
を
変
え

る
こ
と
で
石
器
は
多
様
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
動
作
の
種
類
は
文
化
の

中
で
決
ま
っ
て
お
り
、
石
を
割
る
と
い
う
技
術
が
、
目
指
す
モ
ノ
を
作
る
と
い
う

技
法
で
総
合
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
間
の
石
器
づ
く
り
の
姿
な
の
で
あ
る
。

石
器
は
人
間
が
作
り
出
す
。
だ
か
ら
そ
の
作
り
方
は
文
化
の
な
か
で
き
ま
っ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
言
語
に
文
法
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
石
器
は
文
化
の
な
か

で
文
法
を
も

っ
て
い
る
。
考
古
学
は
研
究
対
象
を
石
器
と
限
定
す
る
の
で
、
石
器

文
法
の
構
造
を
石
器
文
化
と
定
義
す
る
。
こ
の
よ
う
に
対
象
を
限
定
し
、
そ
の
製

作
構
造
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
石
器
か
ら
み
た
文
化
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

な
お
、
東
京
都
立
大
の
小
野
昭
教
授
に
よ
れ
ば
骨
器
の
製
作
構
造
と
石
器
の
製

作
構
造
は
同
型
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
よ
う
に
遺
跡
に
骨
器
が
残

さ
れ
て
い
な
く
て
も
石
器
の
製
作
構
造
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
骨
器
の
範
囲
に
ま

で
対
象
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

旧
石
器
時
代
は
、
石
器
の
製
作
技
法
の
記
述
に
よ
っ
て
長
い
年
月
を

一
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

人
類
進
化
と
石
器
　
人
類
の
進
化
は
肉
体
と
脳
の
進
化
で
あ
る
。
初
期
の
人
類

文

化

（ｗ
歴

史
　
と
進
化
し
た
人
類
で
は
、
そ
の
肉
体
と
脳
構
造
が
違
う
。

し
た
が
っ
て
作
ら
れ
る
道
具
の
製
作
構
造
も
そ
の
種
類
も
違
う
。
わ
た
し
た
ち
の

基
準
で
は
推
し
量
れ
な
い
石
器
の
製
作
技
法
が
、
古
い
形
質
の
人
類
の
石
器
製
作

に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
石
器
文
化
に
つ
い
て
素
描
し
て
み
る
。

猿
人
た
ち
は
親
指
の
短
い
人
類
で
あ
る
。
こ
の
肉
体
的
特
徴
は
石
器
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
。
親
指
が
短
い
と
、
手
に
ハ
ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
を
し
っ
か
り

つ
か
め
な
い
。
ま
た
石
核
も
し
っ
か
り
つ
か
め
な
い
。
そ
こ
で
ハ
ン
マ
ー
ス
ト
ー

ン
を
垂
直
に
打
ち
下
ろ
す
単
純
な
動
作
し
か
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
剥
片
を
剥
が

す
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
石
核
を
準
備
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
。

石
器
づ
く
り
の
技
法
の
精
級
化
と
人
類
の
親
指
の
進
化
は
深
い
関
係
に
あ
る
。
日

本
列
島
に
は
ま
だ
こ
の
時
代
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

猿
人
か
ら
原
人
の
段
階
に
な
る
と
、　
ハ
ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
を
持
ち
素
材
の
石
を

自
由
自
在
に
打
ち
欠
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
列
島
で
も
宮
城
県
の

上
高
森
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
六
〇
万
年
前
の
石
器
は
、
き
れ
い
に
両
面
加
工
さ
れ

た
石
器
で
あ
る
（図
４
）
。
こ
の
石
器
か
ら
原
人
が
す
で
に
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
石
器
づ
く
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
人
は
ア
ジ
ア
に
も
生
息
し
、
す

で
に
完
全
な
人
類
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
石
器
の
製
作
技
法
の
解
明
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
日
本
の
原
人
の
石
器
文
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
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54中島 8    65御 座岩
55和田峠    66向 尾根

56丁字沢    67弓 振 日向
57八島     68神 子柴

58浪人塚下   69御 園牧ケ原
59曽根      70針 ケ平
60手長丘     71里 見 V
61踊場     72田 村原
62上 ノ平     73石 子原

63茶 臼山    74池 ノ平

64御小屋之久保  75治 部坂

□  190～ 799m

歴玉ヨ 800～ 1499m

屋壺目1500～ 3000m

だ
ろ
う
。
こ
の
猿
人
と
原
人
の
時
代
を
前
期
旧
石
器
時
代
と
い
う
。

旧
人
段
階
の
人
類
は
、
石
核
を
準
備
し
、
多
種
類
の
企
画
さ
れ
た
剥
片
石
器
を

製
作
し
た
。
石
器
の
形
も
意
識
的
に
尖
ら
せ
た
石
器
や
鈍
い
刃
、
鋭
い
刃
を
つ
け

た
石
器
な
ど
が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
に
も
そ
の
製
作
の
意
図
が
少
し
は
納
得
の
い

く
形
の
石
器
が
で
て
く
る
。
こ
の
石
器
類
は
二
〇
万
年
前
か
ら
約
二
万
年
く
ら
い

前
の
遺
跡
で
、
日
本
列
島
で
も
少
し
ず

つ
見
つ
か
っ
て
い
る
。
長
野
県
で
も
中
野

市
沢
田
鍋
土
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
を
中
期

旧
石
器
時
代
と
い
う
。

日
本
列
島
で
は
新
人

（ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス

・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
段

階
の
遺
跡
が
も

っ
と
も
多
い
。
三

万
年
前
か
ら
約

一
万
年
く
ら
い
前

ま
で
の
新
人
の
残
し
た
遺
跡
は
、

全
国
で
五
〇
〇
〇
か
所
以
上
も
発

見
さ
れ
て
い
る
。
新
人
は
わ
れ
わ

れ
と
同
じ
肉
体
と
脳
構
造
を
も
つ

人
類
で
あ
る
。
す
で
に
大
脳
皮
質

は
新
皮
に
お
お
わ
れ
、
人
類
の
特

徴
で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
駆
使
す
る

能
力
を
も
っ
て
い
る
。
石
器
づ
く

り
も
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
り
、
狭

い
地
域
に
異
な
る
文
化
伝
統
を
残

す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
を
後
期
旧
石
器
時
代
と
い
う
。
長
野
県
内
で
は
、
こ

の
時
代
の
遺
跡
が
国
内
の
各
地
域
に
比
べ
か
な
り
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る

（図

５
）。

佐
久
地
方
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
池
ノ
平
遺
跡

（八
千
穂

村
）
。立
科
Ｆ
遺
跡

（佐
久
市
Ｙ

柏

垂
遺
跡

（川
上
村
）
・矢
出
川
遺
跡

（南
牧
村
）

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ヽ
Ｆ
ｔ

′

1横倉
2小坂
3ト ド

4ォリハンザ
5北竜湖
6太子林
7関沢
8fメリ
9安田神社境内
10北 ノ窪
11古屋敷
12樅ヶ崎
13杉久保 C
14杉久保 A
15立が鼻
16仲町
17砂間
18狐久保
19伊勢見山
20上ゲ屋
21ゴ ンポ山
22手 児塚
23小野平
24笹付
25宮 ノ入
26猪 ノ平
27上和沢
28中村
29三 日城
30小島沖
31屋敷畑
32唐沢8
33ヘイゴロゴーロ
34男女倉 B

35男 女倉 C
86男 女倉A
37男女倉」
38鷹 山 l
39割 橋
40池ノ平
41矢出川
42柏垂
43馬場平
44蔵次郎
45丘中学校
46高 出北 ノ原
47柿 沢
48祠 ノ1中
49青 木沢
50大 原
51古 屋敷
52小 馬背
53柳 又

図 5 長野県内の主な旧石器時代遺跡 (『図説長野の歴史』より)



第 2節 佐久地方の旧石器文化

第
二
節
　
佐
久
地
方
の
旧
石
器
文
化

旧
石
器
時
代
の
歴
史
は
い
わ
ば
匿
名
の
歴
史
で
あ
る
。
石
器
の
製
作
技
法
を
石

器
文
化
と
い
い
か
え
て
記
述
し
て
い
る
の
で
、
広
い
範
囲
の
地
域
と
長
い
時
間
の

変
遷
の
記
述
な
し
で
は
そ
の
歴
史
は
語
れ
な
い
。
幸
い
県
内
に
は
全
国
で
も
旧
石

器
時
代
の
遺
跡
が
多
い
の
で
、
多
く
の
遺
跡
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
か

な
ら
ず
し
も
こ
の
地
域
だ
け
の
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
の
遺
跡
の
説
明
も
適

宜
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
日
本
列
島
の
全
体
の
歴
史
の
な
か
で
、
私
た
ち
の
郷
土

の
遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
時
期
を
追

っ
て

み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

後
期
旧
石
器
時
代
の
展
開

三
万
年
前
の
　
後
期
旧
石
器
時
代
は
新
人
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
重
要

遺
　
　
　
跡
　
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
列
島
に
後
期
旧
石
器
文
化
が
花
開

い
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
列
島
に
は
大
き
く
わ
け

て
三
種
類
の
石
器
の
作
り
方
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
心
の
地
域
が
異
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

東
北
か
ら
関
東

・
甲
信
越
に
広
が
る
頁
岩
製
の
縦
長
剥
片
の
ナ
イ
フ
形
石
器
、

本
州

。
九
州
に
ひ
ろ
が
る
黒
曜
石
製
の
台
形
様
石
器
、
そ
し
て
前
記
二
者
の
地
域

に
割
り
込
む
よ
う
に
、
近
畿

・
瀬
戸
内
地
方
に
ひ
ろ
が
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
横
長

剥
片
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
こ
の
二
者
は
そ
れ
ぞ
れ
作
り
方
も
良
く
利
用
さ

れ
る
石
材
の
材
質
も
違
う
。
ま
た
興
味
あ
る
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
石
器
の
特
徴
を

も
ち
あ
わ
せ
た
石
器

（型
式
的
雑
種
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
種
類
の
石
器
づ
く
り
と
地
域
の
差
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
二
つ
の
説
を
紹
介
し
て
お
く
。

①
　
現
在
も
っ
と
も
有
力
な
説
で
、
縦
長
剥
片
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
様
石
器
は
、

同
じ
文
化
の
な
か
の
作
り
分
け
ら
れ
た
石
器
で
あ
り
、
近
畿

・
瀬
戸
内
地
方
の
横

長
ナ
イ
フ
形
石
器
と
は
違
う
文
化
伝
統
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
説
で
は
す
で
に

三
万
年
前
に
列
島
の
文
化
に
地
域
性
が
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
台

形
様
石
器
と
ナ
イ
フ
形
石
器
が
作
り
分
け
ら
れ
る
石
器
製
作
構
造
は
、
中
期
旧
石

器
時
代
に
み
ら
れ
、
中
期
旧
石
器
時
代
か
ら
連
続
的
に
人
類
進
化
が
列
島
内
で
お

き
た
と
い
う
説
で
も
あ
る
。

②
　
石
器
づ
く
り
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
化
伝
統
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
う
ち
、
台
形
様
石
器
の
文
化
が
も
っ
と
も
古
く
、
そ
こ
に
近
畿

地
方
に
横
長
剥
片
文
化
が
南
方
の
大
陸
方
面
か
ら
渡
来
し
、
さ
ら
に
相
つ
い
で
北

方
の
大
陸
方
面
か
ら
縦
長
剥
片
文
化
が
渡
来
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
説
は
こ
れ
か
ら
の
石
器
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。

佐
久
地
方
や
長
野
県
内
に
は
、
こ
の
時
代
を
研
究
す
る
の
に
き
わ
め
て
貴
重
な



遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
佐
久
市
立
科
Ｆ
遺
跡
、
同
市
八

風
山
遺
跡
群
、
県
内
で
は
野
尻
湖
遺
跡
群
の
日
向
林
Ｂ
遺
跡
、
諏
訪
市
茶
自
由
遺

跡
、
原
村
弓
振
日
向
遺
跡
な
ど
で
あ
る
。

立
科
Ｆ
遺
跡
と
　
御
代
田
町
の
南
の
佐
久
市
前
山
で
約
二
万
年
前
の
石
器
が
発

八
風
山
遺
跡
群
　
掘
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
が
立
科
Ｆ
遺
跡
で
あ
る
。
石
器
の
材

質
は
和
田
峠
の
黒
曜
石
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

立
科
Ｆ
遺
跡
か
ら
は
、
鋭
く
割
ら
れ
た
黒
曜
石
の
剥
片
に
微
細
な
加
工
で
形
態

を
整
え
た
石
器
貧
口
形
様
石
器
）
、
剥
片
の

一
部
を
急
角
度
の
加
工
で
尖
ら
せ
た
石

器

（石
錐
）
な
ど
が
出
土
し
た

（図
６
）
。
こ
こ
に
は
石
刃
と
よ
ば
れ
る
縦
長
の
剥

片
を
剥
離
す
る
技
術
は
み
ら
れ
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
御
代
田
に
接
す
る
八
風
山
の
付
近
で
同
じ
く
ら
い
古
い
遺
跡
が
発

掘
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
で
は
縦
に
長
く
形
態
の
整

っ
た
石
刃
と
、
石
刃
の
一
部
に

刃
潰
し
加
工
を
し
た
石
器

（縦
長
の
ナ
イ
フ
形
石
器
）
が
見
つ
か
っ
た

（図
６
）。

材
質
は
い
ず
れ
も
八
風
山
の
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
で
あ
る
。

佐
久
地
方
で
発
見
さ
れ
た
二
つ
の
遺
跡
で
は
石
器
の
作
り
方
も
、
そ
の
材
質
も

ま

っ
た
く
共
通
点
を
も
た
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
野
尻
湖
遺
跡
群
で
は
、
台
形
様
石

器
と
サ
イ
フ
形
石
器
の
型
式
的
雑
種
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
石
器
製
作
か
ら
少
し
離
れ
て
石
器
の
使
わ
れ
方
も
興
味
の
あ
る
問
題
で

あ
る
。
立
科
Ｆ
遺
跡
で
は
、
石
器
の
刃
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
、
そ
の
刃
こ
ぼ
れ

の
よ
う
す
が
く
わ
し
く
研
究
さ
れ
た
。
出
土
し
た
二

一
一
点
の
人
工
品

（石
器
）

の
う
ち
三
二
点
に
対
象
物
の
わ
か
る
使
用
痕
が
観
察
で
き
た
の
で
あ
る
。
二
七
点

が
乾
燥
し
た
皮
を
切
る
と
き
に
付
く
傷
で
、
五
点
が
皮
や
木
を
引

っ
か
く
と
き
に
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公

で
き
る
傷
と
い
う
結
果
が
で
た
。

立
科
Ｆ
遺
跡
で
は
、
動
物
の
皮

の
加
工
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
立

科
Ｆ
遺
跡
の
石
器
は
モ
ノ
を

つ

く
る
道
具
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

八
風
山
遺
跡
群
と
立
科
Ｆ
遺

跡
の
石
器
の
違

い
は
、
さ
き
の

重
要
な
問
題
点
と
し
て
述
べ
た

よ
う
に
、
文
化
伝
統
の
差
な
の

か
、
同

一
文
化
の
石
器
の
作
り

分
け
な
の
か
が
今
後
の
問
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

日
Ｕ

周
＝
――
＝
Ｖ

や３
０

９

ハ
＝
川
艘

⑪

（

吻Q筑⑮
鳳

八風山遺跡群 (佐久市)の二万数千
年前の石器

図 6 佐久地方最古の石器写 1 八風山遺跡群の調査風景 (『佐久市志』より)



第 2節 佐久地方の旧石器文化

後
期
旧
石
器
　
今
か
ら
二
万
五
〇
〇
〇
年
か
ら

一
万
六
〇
〇
〇
年
前
は
、
後
期

時
代
の
開
花
　
旧
石
器
時
代
が
開
花
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
石
刃
技

法
と
瀬
戸
内
技
法
と
よ
ば
れ
る
技
法
で
作
ら
れ
る
ナ
イ
フ
形
石
器
の
時
代
で
あ
る
。

台
形
様
石
器
は
二
万
年
代
後
半
に
は
い
る
と
、
急
速
に
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
東
日
本
で
は
も
っ
ぱ
ら
石
刃
を
利
用
し
た
道
具
づ
く
り
が
さ
か
ん
に

な
る
。
近
畿

。
瀬
戸
内
地
方
で
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
を
利
用
し
た
横
長
剥
片
文
化
が
隆

盛
を
き
わ
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
石
器
づ
く
り

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
そ
し
て
石
刃
文
化
と
横
長

剥
片
文
化
が
時
期
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
の
か
が
問
題
に
さ
れ

て
い
る
。

石
刃
技
法
と
瀬
戸
内
技
法
の
時
間
的
変
遷
を
知
る
の
に
良
好
な
遺
跡
群
が
あ
る
。

そ
れ
は
南
関
東
の
台
地
に
残
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
場
所
的
に
は
現
在
の
東
京
都

多
摩
地
区
（武
蔵
野
台
地
）
、
そ
こ
か
ら
南
に
下
っ
た
神
奈
川
県
の
大
和
市
周
辺
（相

模
野
台
地
）
、
埼
玉
県
の
浦
和
周
辺

（大
宮
台
地
）
、
千
葉
県
の
利
根
川
流
域

（下

総
台
地
）
の
台
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
台
地
に
は
厚
く
堆
積
し
た
火
山
灰
の
な
か

に
石
器
が
発
見
さ
れ
る
た
め
、
石
器
の
新
旧
関
係
を
火
山
灰
に
よ
っ
て
推
定
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
新
旧
の
わ
か
る
石
器
に
つ
い
て
、
石
器
の
製
作
技
法
を

明
ら
か
に
す
れ
ば
、
石
器
文
化
の
内
容
の
時
間
的
変
遷
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

長
野
県
で
は
多
く
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
土
壌
の

堆
積
が
う
す
い
た
め
に
、
そ
の
新
旧
関
係
は
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
こ
で
南

関
東
地
方
の
石
器
の
内
容
と
県
内
の
石
器
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
新
旧
関
係

が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ギ
つ
の
よ
い
こ
と
に
、
南
関
東
に
は
和
田
峠
や
霧
が
峰
、

男
女
倉
産
の
黒
曜
石
の
石
器
が
大
変
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
南
関

東
と
長
野
県
は
同
じ
文
化
圏
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

さ
て
、
石
刃
技
法
と
瀬
戸
内
技
法
に
よ
っ
て
剥
離
さ
れ
た
剥
片
を
素
材
に
、
そ

れ
ぞ
れ

「ナ
イ
フ
形
石
器
」
と
よ
ば
れ
る
特
徴
的
な
石
器
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
と
は
、
剥
片
の
鋭
い
側
辺
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
そ
の
側
辺
を
活
か

す
よ
う
に
周
囲
に
成
形
加
工
を
す
る
石
器
で
あ
る
。
石
刃
は
縦
に
長
く
、
そ
の
両

0            5m
i           l

図 7 ナイフ形石器 (約 1万 8千年前)の地域性 (『考古学キーワード』より)

○東山型ナイフ形石器
⑥切出形ナイフ形石器
◎国府型ナイフ形石器
③切出形ナイフ形石器
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側
辺
が
鋭

い
剥
片
。
瀬
戸
内
技
法
か
ら
は

「
翼

状

繊
燐
」
と
よ
ば
れ
る
横
に
長

い
剥
片
が
剥
離
さ
れ
る
。
石
刃
と
翼
状
剥
片
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
素

材
に
な
り
、
各

々
の
ナ
イ
フ
形
石
器
も
お
互

い
違
う
特
徴
を
も

っ
て
い
る

（図

７
）
。

と
こ
ろ
が
、
男
女
倉
遺
跡
群
や
南
関
東

の
台
地
で
は
、　
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
く

ら
い
に
は
、
石
刃
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
瀬
戸
内
系
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
特
徴
を
合

わ
せ
持

つ
石
器
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
両
方
の
文
化
が
混
じ
り
あ

っ
て
で
き
た
石
器
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
台
地
の
層
序
か
ら
い
え
る
時
間
の
変
遷
の
比
較
と
、
石
器
の
内

容
に
よ
る
比
較
に
よ

っ
て
、
関
東
と
県
内
の
石
器
文
化
は
、
石
刃
文
化
の
時
代
と

瀬
戸
内
地
域
の
影
響
を
強
く
受
け
た
時
代
が
交
互
に
重
な
る
よ
う
に
存
在
し
た
こ

と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
お
よ
そ
二
万
五
〇
〇
〇
年
く
ら
い
か
ら

一
万
六
〇
〇
〇
年

く
ら

い
の
間
が
そ
の
時
期
に
あ
た
る
。

佐
久
地
方
に
は
石
刃
技
法
に
よ
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
も

つ
川
上
村
三
沢
遺
跡
が

あ
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
八
ケ
岳
産
の
黒
曜
石
や
地
元
で
と
れ
る
チ
ャ
ー
ト
と
よ

ば
れ
る
石
で
作
ら
れ
て
い
た
。
野
尻
湖
周
辺
の
信
濃
町
上
野
原
遺
跡
で
は
瀬
戸
内

技
法
に
よ
る
ナ
イ
フ
形
石
器
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
黒
曜
石
原
産
地
周
囲
の

男
女
倉
遺
跡
群
は
黒
曜
石
の
瀬
戸
内
系
の
石
器
群
が
、
諏
訪
側
で
は
石
刃
石
器
群

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
石
器
群
か
ら
、
石
刃
文
化
と
瀬
戸
内

技
法
文
化
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ

っ
た
の
か
が
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

石
槍
が
使
わ
　
今
か
ら

一
万
六
〇
〇
〇
年
か
ら

一
万
三
〇
〇
〇
年
前
は
石
槍
文

れ

た

時

代
　
化
の
時
代
で
あ
る
。

一
万
六
〇
〇
〇
年
前
の
石
刃
文
化
の
つ
ぎ
に
、
突
然
に
黒
曜
石
の
石
槍
文
化
が

県
内
に
出
現
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
代
わ
っ
て
、
両
面
加
工
の
石

槍
が
な
ぜ
出
現
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
と

石
槍
は
加
工
の
仕
方
が
ま

っ
た
く
違
う
。
こ
の
違
い
を
文
化
の
発
展
や
道
具
の
進

化
、
そ
れ
と
も
狩
猟
動
物
の
変
化
と
い
う
視
点
で
み
れ
ば
た
や
す
い
が
、
は
た
し

て

「技
術
の
変
化
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
現
代
的
な
解
釈
が
ゆ
る
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
石
槍
の
ほ
う
が
、
実
は
ナ
イ
フ
形
石
器
よ
り
も
は
る
か
に
作
り
に
く
く
、

失
敗
が
多
い
。
し
か
も
ナ
イ
フ
形
石
器
は
石
槍
と
比
較
す
れ
ば
、
大
き
さ
も
プ

ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

写 2 馬場平遺跡 (′‖上村)の尖頭器 (由井茂也氏蔵)

で 石  題 こ し 石 要 時 き の ¬
な 槍 こ と の か 器 因 代 に か 技
く の れ し こ も か は に 重

°
術｀

広 ま て と 素 ら 違 よ 要 そ
L

隣 が で 残 が 材 石 う つ な れ と
県 り の さ こ は 槍 と て 要 が ¬
の は 研 れ の 両 へ 予

｀
素 考 技

群
｀
究 て 時 者 な 想 変 で 古 法

馬 和 の い 代 と ぜ で 化 あ 学
L

県 田 積 る の も 変 き の ろ で が
武 峠 み

°
大 石 化 る 内 う 歴 な

井 近 重  き 刃 し ゛ 容 ° 史 ぜ
遺 辺 ね  な で た ナ や そ を 変
跡 ば か  研 あ の イ 変 し 語 化｀
か ら  究 る か フ 化 て る す

静 り ｀ 課
° ｀
形 の  ｀ と る



岡
県
の
愛
鷹
山
麓
、
武
蔵
野
台
地
で
も
同
じ
作
り
方
の
石
槍
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
中
部

・
関
東
地
方
を
離
れ
る
と
、
こ
れ
と
同
じ
石
槍
は
発
見
さ
れ
な
い
よ

う
で
あ
る
。
石
槍
文
化
は
関
東
甲
信
越
の
狭
い
地
域
の
中
で
発
展
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

佐
久
や
上
小
地
方
の
尖
頭
器
の
遺
跡
で
は
、
川
上
村
の
馬
場
平
遺
跡
や
柏

垂
遺

跡
、
和
田
村
の
男
女
倉
遺
跡
群
な
ど
が
あ
る
。

さ
せ
う
ん
　
　
　
　
今
か
ら

一
万
三
〇
〇
〇
年
か
ら

一
万
三
〇
〇
〇
年
前
に
は
、

細
石
刃
の
時
代

こ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
違
う
技
術
で
石
刃
を
剥
が
す
技
術
が

出
現
し
た
。
押
圧
剥
離
と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
、
シ
カ
の
角
な
ど
の
先
を
石
に
押

し
つ
け
て
、
薄
い
剥
片
を
押
し
剥
ぐ
の
で
あ
る
。
こ
の
技
術
で
は
大
き
な
石
刃
は

で
き
な
い
も
の
の
、
剃
刀
の
刃
の
よ
う
な
鋭
く
薄
い
石
器
＝
細
石
刃
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
剥
が
さ
れ
た
細
石
刃
は
植

刃
器
と
よ
ば
れ
る
骨
製
の
軸
に
つ

⑬
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▽▽ワΨ
図 8 矢出川遣跡 (南牧村)の細石刃

(上一段)と 細石刃石核 (下三

段)(実物の1/2)

け
ら
れ
、
ナ
イ
フ
や
槍
先
な
ど
の
刃
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

細
石
刃
技
術
は
、
入
手
に
コ
ス
ト
の
か
か
る
黒
曜
石
な
ど
の
石
材
を
効
率
よ
く

剥
離
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
技
術
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
遺
跡
は
国
内
で
一
〇
〇
〇
か
所
以
上
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
久

地
方
の
南
牧
村
矢
出
川
遺
跡

（国
指
定
史
跡
）
は
、
全
国
で
は
じ
め
て
細
石
刃
の

発
見
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

細
石
刃
は
薄
く
小
形
の
石
刃
だ
が
、
興
味
あ
る
こ
と
に
、
細
石
刃
を
つ
く
り
だ

す
石
核
が
大
き
く
二
種
類
に
わ
か
れ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
舟
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
よ
う
な
舟
底
形
の
細
石
刃
石
核
と
、
石
刃
石
核
を
そ
の
ま
ま
小
さ
く
し
た
よ
う

な
細
石
刃
石
核
で
あ
る
。
舟
底
形
の
細
石
刃
石
核
は
さ
ら
に
細
か
く
区
分
す
る
と

数
種
類
の
技
法
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
代
表
的
な
技
法
が
、
北

海
道
の
自
滝
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

「湧
別
技
法
」
で
あ
る
。
こ
の
技
法
で
は
大
き

く
て
ず
ん
ぐ
り
し
た
両
面
加
工
の
槍
先
の
よ
う
な
石
器
を
、
縦
に
長
く
割

っ
て
舟

の
形
の
よ
う
な
石
核
に
し
て
い
る
。
縦
に
割

っ
た
平
坦
な
部
分
が
舟
の
甲
板
で
、

も
と
の
槍
の
尖

っ
た
稜
線
の
側
辺
が
舟
の
へ
さ
き
か
ら
舟
底
で
あ
る
。

湧
別
技
法
に
も
数
種
類
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
細
石
刃
石
核
は
日
本

海
か
ら
シ
ベ
リ
ア
方
面
に
広
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
「湧
別
技
法
」
を
も
つ
石
器
文

化
は
、
北
方
狩
猟
民
の
石
器
文
化
で
あ
る
よ
う
だ
。

い
っ
ぽ
う
、
石
刃
石
核
を
そ
の
ま
ま
小
さ
く
し
た
細
石
刃
石
核
は
、
矢
出
川
遺

跡
、
静
岡
県

休
場
遺
跡
、
長
崎
県
の
野
岳
遺
跡
な
ど
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

細
石
刃
石
核
は
関
東
以
西
の
本
州
太
平
洋
側
や
九
州
に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
器
文
化
は
、
中
国
大
陸
に
そ
の
源
流
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。



第 1章 旧石器時代

第
二
節
　
旧
石
器
時
代
の
古
環
境
と
浅
間
山
の
噴
火

氷
　
期
　
と
　
　
旧
石
器
時
代
は
、　
一
般
に
氷
河
期
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

間
　
氷
　
期
　
　
が
、
地
球
は
、
地
軸
の
回
転
運
動
の
変
異
の
結
果
、
気
候
が

変
化
し
、
寒
冷
な
氷
期
と
比
較
的
温
暖
な
問
氷
期
が
交
互
に
訪
れ
て
い
る
。
実
際
、

過
去

一
〇
〇
万
年
間
に
お
よ
そ

一
〇
万
年
の
サ
イ
ク
ル
で
氷
期
と
問
氷
期
が
訪
れ

た
こ
と
が
、
最
近
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
の
分
析
結
果
な
ど
か
ら
わ
か
っ
て

き
て
い
る
。

日
本
列
島
に
は
、
最
古
の
遺
跡
と
し
て
約
六
〇
万
年
前
の
原
人
段
階
の
遺
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
日
本
列
島
に
最
初
に
出
現
し
た
原
人
た
ち
は
、
氷
期
の
氷
河

の
形
成
に
よ
る
海
面
低
下
の
お
り
、
陸
地
化
し
た
海
峡
部
分
を
越
え
、
大
陸
か
ら

日
本
列
島
に
到
着
し
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
氷
期
に
は
、
か
つ
て
大
型
の
動
物
も
列
島
内
に
生
息
し
て

い
た
。
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
洞
窟
や
野
尻
湖
な
ど
の
湖
底
遺
跡
に
残
さ
れ
た
動
物

の
化
石
骨
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

氷
期
の
動
物
　
氷
期
の
動
物
た
ち
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
今
か
ら
四
万
年
か

た
　
　
　
ち
　
ら
二
万
五
〇
〇
〇
年
以
前
に
は
、
大
型
の
オ
オ
カ
ミ
、
ヒ
グ
マ
、

ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
が
本
州
固
有
の
動

物
と
し
て
生
息
し
て
い
た
。
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
は
野
尻
湖
の
湖
底

遺
跡
な
ど
か
ら
数
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
ウ
マ
、　
な
フ
ジ
カ
、
オ
ー
ロ

ッ
ク
ス

（原
牛
）
、
バ
イ
ソ
ン

（野
牛
）
な
ど
の
草
原
に
生
息
す

加
わ
っ
た
。

二
万
五
〇
〇
〇
年
か
ら

一
万
五
〇
〇
〇
年
前
に
な
る
と
ヒ
ョ
ウ
が
絶
滅
し
、

ウ

マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
も
絶
滅
に
む
か
っ
た
。

マンモス(北海道のみ

ヽ
針広混交林

原牛 (オーロックス)

ニホン
ムカシジカ

ヒグマ

図 9 現在の植生 (左上)と 2万年前の植生・動物相
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(『考古学キーワード』より)



第 3節  旧石器時代の古環境と浅間山の噴火

現
在
の
動
物
相
に
近
く
な
っ
た
の
が

一
万
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら

一
万
年
前
の
時

期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
に
大
型
有
蹄
類

（ウ
マ
、　
含
フ
ジ
カ
、
バ
イ
ソ
ン
な

ど
）
は
完
全
に
絶
滅
し
た
。

旧
石
器
時
代
の
気
候
は
、
こ
の
よ
う
な
動
物
相
や
花
粉
の
分
析
か
ら
、
冷
涼
な

気
候
に
針
葉
樹
の
森
や
草
原

・
湿
地
帯
の
広
が
る
風
景
が
想
像
さ
れ
る
。
ち
ょ
う

ど
現
在
の
シ
ベ
リ
ア
が
旧
石
器
時
代
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
氷
河
期
は
、
火
山
活
動
の
活
発
な
時
期
で
も
あ
っ
た
。
御
代
田
町

か
ら
み
え
る
雄
大
な
浅
間
山
も
、
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
活
発
な
火

山
活
動
を
し
て
い
る
。
浅
間
山
は
大
噴
火
を
繰
り
返
し
、
そ
の
火
山
灰
は
隣
県
に

も
降
り
積
も

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
火
山
灰
や
火
砕
流
の
軌
跡
か
ら
浅
間
山
の
火

山
の
履
歴
を
記
述
し
て
み
る
。

浅
間
火
山
の
　
浅
間
山
の
活
動
履
歴
は
、
古
い
順
に
、
黒
斑
期
、
仏
岩
期
、
軽

活
発
な
活
動
　
石
流
期
、
前
掛
期
の
四
時
期
が
あ
る
。

黒
斑
期
は
浅
間
山
が
大
き
な
成
層
火
山
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
浅
間
山
は
約

一
五
万
年
前
以
降
、
三
万
年
以
前
か
ら
活
発
な
火
山
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

に
浅
間
山
は
標
高
二
八
〇
〇
肝
も
の
高
さ
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
今
か
ら
二
万

五
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
は
、
列
島
内
で
大
噴
火
の
あ
い
つ
ぐ
時
代
で
あ

っ
た
。
当
時

の
鹿
児
島
県
の
大
噴
火
は
、
現
在
の
鹿
児
島
湾
を

つ
く

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の

噴
火
と
相
前
後
し
て
浅
間
山
も
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
最
初
に
軽
石
を
大
量

に
出
す
噴
火
が
あ
り
、
そ
の
後
数
千
年
を

へ
て
、
ふ
た
た
び
小
噴
火
を
く
り
か
え

す
よ
う
に
な
る
。
最
初
の
噴
火
の
軽
石
は
「室
田
軽
石
」
、
そ
の
後
の
噴
火
で
降
り

積
も

っ
た
火
山
灰
層

は

「
浅
問
―
板
鼻
黄
色
軽
石

群
　
（＞
∽
‐
∞
「
〇
『
ｏ
ｃ
ｏ
）
」

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

年
代
は
二
万

一
〇
〇
〇
年

か
ら

一
万
八
〇
〇
〇
年
前

で
あ
る
。
そ
し
て

「
浅
間

―
板
鼻
黄
色
軽
石
群
」
を

降
灰
さ
せ
た
噴
火
は
浅
間

山
の
山
体
を
く
ず
す
岩
層

な
だ
れ

（高
速
の
地
す
べ

り
）
を
引
き
お
こ
し
、
現

写 3 浅問山の噴火写 4 久保沢 (上宿付近)の浅間第 1軽石流
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一

一

¨
仁

◎現 在

現

代

⌒
1:■
1::::

○塚原泥流
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”

倉
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安
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雨

図10 浅間火山の編年 (荒牧1968・ 樋口1988に準拠して作成)

在
の
浅
間
山
の
姿
に
ち
か
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
岩
暦
な
だ
れ
の
な
ご
り
が
、
佐

久
市
の
塚
原
に
残
る
流
山
で
あ
る
。

一
万
八
〇
〇
〇
年
前
に
は
大
量
の
軽
石
を
出
す
噴
火
が
あ
っ
た
。
こ
の
軽
石
噴

火
の
時
期
を
仏
岩
期
と
よ
ぶ
。
こ
の
時
期
の
地
層
に
は
白
糸
軽
石
ａ
じ

と
よ
ば
れ

る
特
徴
的
な
軽
石
が
み
ら
れ
る
。

仏
岩
期
の
後
、　
一
万
七
〇
〇
〇
年
か
ら

一
万

一
〇
〇
〇
年
は
ふ
た
た
び
軽
石
噴

火
が
激
し
く
な
っ
た
。
こ
の
時
期
を
軽
石
流
期
と
よ
ぶ
。
こ
の
時
期
に
は
大
窪
沢

第

一
軽
石

（
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）、
同
第
二
軽
石

（
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
）
、
板

鼻
黄
色
軽
石

（＞
∽く
じ

（
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
）
、
草
津
軽
石

（＞
∽‐く
「
こ

（
一

万
三
～
四
〇
〇
〇
年
前
）
、
総
社
軽
石

（＞
∽‐望
）
２

万

一
〇
〇
〇
年
前
）
な
ど
が

噴
出
し
て
い
る
。
ま
た
、　
一
万
四
〇
〇
〇
～

一
万
三
〇
〇
〇
年
前
に
は
小
諸
第

一

軽
石
流
が
、　
一
万
三
〇
〇
〇
～

一
万

一
〇
〇
〇
年
前
に
は
小
諸
第
二
軽
石
流
が
、

佐
久
平
北
部
を
お
お
っ
た
。
御
代
田
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は

「
田
切
り
地
形
」

と
し
て
侵
食
さ
れ
た
高
さ

一
〇
屑
以
上
の
崖
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
崖
を
作
る
の

が
第

一
軽
石
流
な
ど
の
堆
積
物
で
あ
る
。

軽
石
流
期
の
あ
と
、
約

一
万
年
前
に
、
山
頂
部
に
新
し
い
成
層
火
山
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
で
き
た
山
が
前
掛
山
で
、
現
在
ま
で
数
百
年
に

一
度
の
割
合
で
噴
火
を

繰
り
返
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
激
し
い
噴
火
を
繰
り
返
す
浅
間
山
の
周
辺
に
人
類
は
居
住

し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
で
は
厚
い
軽
石
層
に
お
お
わ
れ
た
古
い
地
層
ま
で
調

査
の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
御
代
田
町
か
ら
軽
井
沢
町
に
か
け
て

の
浅
間
山
麓
に
旧
石
器
時
代
遺
跡
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
い
ま
の
と
こ
ろ
謎
で

あ
る
。



第 1節 縄文時代のあらまし

第
二
章

縄

文

時

代

第

一
節
　
縄
文
時
代
の
あ
ら
ま
し

縄
文
時
代
の
　
今
か
ら
約

一
万
三
〇
〇
〇
年
前
、
旧
石
器
時
代
は
終
わ
り
を
告

あ

ら

ま

し
　
げ
、
土
器
や
弓
矢
の
製
作

・
定
住
生
活
な
ど
を
特
徴
と
す
る
狩

猟

・
漁
労

・
採
集
社
会
で
あ
る
縄
文
時
代
が
始
ま
っ
た
。
約

一
万
年
間
続
い
た
縄

文
時
代
は
、
草
創
期

。
早
期

。
前
期

。
中
期

・
後
期

・
晩
期
の
五
時
期
に
時
期
区

分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
時
期
は
、
前
半

。
後
半
の
二
時
期
、
前
葉

。
中
葉

・

後
葉
の
三
時
期
、
初
頭

。
前
葉

。
中
葉

。
後
葉

・
末
葉
の
五
時
期
に
細
分
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

氷
河
期
で
あ

っ
た
旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
に
は
、
地
球
的
規
模
で
気
候
の
急
激

な
温
暖
化
が
お
こ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
層
に
刻
ま
れ
た
こ
の
こ
ろ
の
気

候
変
動
か
ら
は
、
今
か
ら

一
万

一
六
五
〇
年
前
に
は
わ
ず
か
五
〇
年
間
で
年
平
均

気
温
が
七
度
上
昇
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
と
い
う
。
近
ご
ろ
問
題
視
さ
れ
て
い

る
地
球
温
暖
化
現
象
は
西
暦
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
年
平
均
気
温
が

一
度
上
昇
す
る

と
い
う
予
測
で
あ
る
か
ら
、
旧
石
器
時
代
末
に
は
想
像
し
が
た
い
よ
う
な
規
模
で

の
温
暖
化
が
進
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
温
暖
化
の
後
、
寒
暖
の
振
幅
は
あ

っ
た
が
、
全
般
を
通
じ
て
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
い
気
候
環
境
の
な
か
で
育
ま
れ

た
の
が
縄
文
文
化
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
人
々
の
お
も
な
生
業
活
動
は
、
狩
猟
と
採
集
そ
し
て
漁
労
で
あ

っ

た
。
狩
猟
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
中
型
獣

・
小
型
獣

・

鳥
な
ど
、
採
集
は
ド
ン
グ
リ

・
ト
チ

・
ハ
シ
バ
ミ
な
ど
の
本
の
実
や
ワ
ラ
ビ

。
ゼ

ン
マ
イ
そ
の
ほ
か
の
根
茎
類
や
植
物
類
、
漁
労
と
し
て
は
沿
岸
部
で
は
内
湾
の
海

洋
漁
労
、
内
陸
部
で
は
河
川
漁
労
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
日
本
の
河
川

で
は
産
卵
の
た
め
遡
上
す
る
サ

・ケ
の
漁
な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
従
来
、
縄
文
時
代
に
は
農
耕
や
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

説
が
有
力
で
あ

っ
た
が
、
近
年
で
は
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
な
ど
の
最
新
発
掘
例



か
ら
、
ク
リ
の
管
理
栽

培
や
ｔ
ョ
ウ
タ
ン

・
リ

ョ
ク
ト
ウ
な
ど
の
簡
単

な
栽
培
が
さ
れ
て
い
た

と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
多

彩
な
紋
様
を
施
し
た
縄

文
土
器
が
作
ら
れ
、
時

期
ご
と
に
特
徴
の
あ
る

変
遷
を

み
せ
て

い
る

（図
１１
）
。
ま
た
、
打
製

石
器
や
磨
製
石
器
な
ど

狩
猟
具
や
工
具
類
が
た

く
さ
ん
作
ら
れ
た
。
当

時
の
人
々
は
自
然
に
対

す
る
信
仰
な
ど
も
強
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当

時
の
信
仰
を
表
す
代
表

的
な
遺
物
と
し
て
、
土

偶
や
石
棒
な
ど
が
あ
る
。

縄
文
時
代
の
ム
ラ
は
、
い
く
つ
か
の
竪
穴
住
居
に
住
む
血
縁
集
団
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
ム
ラ
ム
ラ
は
婚
姻
網
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
黒
曜
石
な

ど
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
っ
て
、
地
域
間
の
交
易
も
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て

第 2章 縄 文 時 代

い
た
ら
し
い
。

こ
う
し
た
縄
文
時
代
は
今
か
ら
約
一

金
属
器
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
時
代
、
一七
〇
〇
年
前
に
終
わ
り
を
告
げ
、
稲
作
や

弥
生
時
代
が
到
来
す
る
。

時
期
区
２ C年代 )

図 土 器 型 式
番
号 (関 東 )(長 野 )

器土文縄

草
　
創

　
期

12460

中島B

10550

仲町

1隆起線文系土器群
2爪形文形  ″
3押圧縄文系 ″
4回転縄文系 ″

iiii::i遅 i:量
::曇
i』
鯰 町

鷺 穴
涎 原♂

早
　
　
　

期

垢原岩陰
野
沢

久

木
　
　
　
　
　
畑
風

立
樋

細

相
　

　

　

　

柏
塩

５
６

７
　
　
　
　
　
　
・０

・大 九

二

ｙ

露

章
島
荷
坂
●
戸
戸
戸
母
為

ケ
山
山

井
夏
精
平
大
三
田
田
子
野
ｍ
事
事

前

期

5670

阿久

5370

阿久

4970

篭畑

花積下層 11中 道

12中 越

3関山   14神 ノ木
黒浜   15有 尾
磯 a   16南 大原
″ b  17上 原
″ c  18下 島
十三菩提 19晴 ヶ峰

中

期

4580

大深山

,御 殿場

五領ヶ台 20九 兵衛尾根

製久保

勝 坂 121絡 沢
″  Ц22新道

22

ヵ藤内I・ II
″ m25

26井
戸尻 I・ II

|

口曽利 E127曽 利 I
EΠ  曽利 H

・  E Ill 曽利Ш
EⅣ 29曽 オリⅣ・V

後
　
　
　
　
期

30称名寺

31堀之内 I

32堀之内H
33加 曽利BI
34加 曽利 B II

35曽 谷・安行 I・ 11

⑪
3`     宮平

渕沢
晩
　
　
　
　
期

2840

中島A

2130

大洞

安行田 a

皿 b

口 c

田d

l多田

千網

鰤
″
水

３６

３７

３８ 冒
37(li[][:フ

山ノ神
隼
39

36NL/        Y

¬妥響堅1目ぎ′
/佐野

図11 長野県の縄文土器の変遷 (『図説長野県の歴史』を一部改変)
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第
二
節
　
縄
文
文
化
の
黎
明
―
草
創
期

の
　
旧
石
器
時
代
は
土
器
登
場
と
と
も
に
終

焉
を
告
げ
る
。
縄
文
時

し
　
代
の
始
ま
り
で
あ
る
。
約

一
万
二
千
年
前
に
日
本
列
島
に
最
古

の
土
器
が
出
現
し
、
旧
石
器
時
代
と
は
ま

っ
た
く
違
う
文
化
が
花
開
き
始
め
た
。

縄
文
時
代

の
幕
開
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
石
器
時
代
か
ら
、
縄
文
時
代

へ
と

一

挙
に
変
革
し
た
と
は
い
え
な

い
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代

へ
の
移
り
変
わ
り

の
時
代
の
遺
跡
を
発
掘
す
る
と
、
き
わ
め
て
複
雑
な
文
物
の
姿
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
複
雑
な
諸
様
相
を
か
い
ま
見
る
こ
と
に
す
る
。

日
本
で

一
番
古

い
縄
文
土
器
は
ど
れ
か
。
東
京
大
学
の
山
内
清
男
博
士
の
視
点

あ 草

ら 創

ま 期

か
ら
縄
文
車
創
期
の
研
究
は
始
ま

っ
た
。
昭
和
八
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
ま
で
に
、
東
京
都
稲
荷
台
遺
跡
、
横
須
賀
市
の
夏
島
貝
塚
、

山
形
県
日
向
洞
窟
遺
跡
、
新
潟
県
卯
の
本
遺
跡
、
同
県
小
瀬
ヶ
沢
洞
窟
遺
跡
、
群

馬
県
西
鹿
＝
遺
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
関
東
で
は
撚
糸
文
土
器

（撚

り
紐
を
上
器
の
器
面
に
転
が
す
土
器
）
が
も

っ
と
も
古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
日
向
洞
窟
そ
の
他
の
関
東
以
外
で
発
見
さ
れ
る
上
器
は
、
縄
を
押
し
つ
け
る
押

圧
縄
文
土
器
で
撚
糸
文
土
器
よ
り
も
古
い
こ
と
が
わ
か
り
つ
つ
あ

っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
長
崎
県
福
井
洞
穴
遺
跡
の
調
査
で
隆
起
線
文
土
器
、
爪
形
文

土
器
文
、
押
型
文
土
器
の
順
に
新
し
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
福
井
洞

穴
で
は
細
石
刃
と
土
器
が

一
緒
に
出
土
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
い
っ
ぽ
う

関
東
地
方
で
も
、
神
奈
川
県
の
上
野
遺
跡
で
旧
石
器
時
代
の
細
石
刃
や
石
槍
と
土

器
が

一
緒
に
出
土
し
、
茨
城
県

後
野
遺
跡
で
は
舟
底
形
の
細
石
刃
石
核
が
無
文
土

器
と

一
緒
に
、
青
森
県
大
平
山
元
Ｉ
遺
跡
で
も
刃
部
磨
製
石
斧
な
ど
と

一
緒
に
無

文
土
器
が
で
て
い
る
。
近
年
で
は
鹿
児
島
県
の
薩
摩
火
山
灰

（約

一
万
三
〇
〇
〇

年
前
）
の
下
か
ら
、
隆
起
線
文
土
器
や
石
鏃
、
石
皿
、
磨
製
石
斧
な
ど
、
縄
文
時

代
に
通
常
み
ら
れ
る
道
具
の
セ
ッ
ト
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
縄
文
時
代
の
始
ま
り
を
追
究
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

新
し
い
事
実
が
ふ
え
、
そ
の
た
び
に
従
来
の
考
え
を
根
本
的
に
変
更
せ
ざ
る
を
え

な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
、　
一
〇
年
前
の
有
力
仮
説
と
現

写 5 新潟県小瀬ケ沢洞窟 (縄文草創期)
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ガーシャ (ロ シア)

大平山元 I(青森 )

げ |

曲
後野 (茨木)

Ψ

在
の
有
力
仮
説
は
ま
っ
た
く
違
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
人
工
遺
物
の
整
理
と
理
化
学
年
代
の
問
題
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代

へ
変
化
す
る
と
き
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

土
器
の
発
生
　
土
器
は
か
な
り
複
雑
な
工
程
を
踏
ん
で
製
作
さ
れ
る
も
の
で
あ

と
　
変
　
化
　
る
。
縄
文
土
器
も
粘
土
の
精
製
か
ら
は
じ
ま
り
、
焼
成
ま
で
複

雑
な
工
程
を
経
て
い
る
。
土
器
の
製
作
技
術
を
考
え
る
上
で
や
っ
か
い
な
の
は
、

焼
か
れ
る
と
消
え
て
し
ま
う
製
作
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
土

器
の
粘
土
の
状
態
と
か
、
乾
燥
の
具
合
な
ど
は
い
っ
た
ん
焼
か
れ
て
し
ま
う
と
残

り
に
く
く
な
る
。
し
か
も
、
焼
か
れ
て
消
え
て

′
し
ま
う
製
作
痕
跡
こ
そ
が
、
土
器

づ
く
り
の
重
要
な
技
術
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
焼
か
れ
た
土
器
片
か
ら

理
解
で
き
る
製
作
の
痕
跡
は
、
ま
ず
文
様
の
つ
け
方
と
文
様
の
視
覚
の
効
果
、
そ

れ
か
ら
、
土
器
の
粘
土
の
状
態
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
縄
文
草
創
期
の
土
器
の

文
様
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

土
器
文
様
は
、
施
文
具

（模
様
を
つ
け
る
工
具
）
と
施
文
具
の
使
い
方
で
き
ま

る
。
施
文
具
を
土
器
づ
く
り
の
、
ど
の
工
程
で
使
う
の
か
は
重
要
な
技
術
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

御

代

田

の
　
国
内
最
古
の
縄
文
草
創
期
の
土
器
に
は
隆
起
線
文
土
器
や
爪
形

草
創
期
土
器
　
文
土
器
な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
特
徴

に
ふ
れ
な
が
ら
、
御
代
田
で
発
掘
さ
れ
た
最
古
の
土
器
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

①
　
隆
線
文
系
土
器
　
土
器
の
回
の
周
囲

（口
縁
部
）
に
粘
土
の
組
の
文
様
の
あ

る
土
器
を
隆
線
文
系
土
器
と
い
う
。
粘
土
を
粒
々
に
し
て
土
器
の
器
面
に
貼
り
付

け
る
の
を
豆

粒

文
土
器
、
巻
き
付
け
る
紐
が
大
い
も
の
を
隆

帯
文
、
紐
が
細
い
も

の
を
隆
起
線
文
、
ク
シ
の
よ
う
な
工
具
で
回
縁
部
の
粘
土
を
引
き
つ
り
、
ミ
ミ
ズ

ば
れ
の
よ
う
な
文
様
を
施
す
も
の
を
微
隆
起
線
文
土
器
と
い
い
、
こ
の
順
に
新
し

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
、
須
坂
市
石
小
屋
洞
窟
遺
跡
が
あ
る
。
町

内
で
は
微
隆
起
線
文
土
器
が
東

荒
神
遺
跡
で
二
片
出
土
し
て
い
る

（図
１２
）ｏ

②
　
爪
形
文
土
器
　
土
器
の
器
面
に
人
の
爪
や
工
具
で

「
ハ
」
の
字
な
ど
の
文
様

を
つ
け
る
土
器
を
爪
形
文
土
器
と
い
う
。
県
内
で
は
諏
訪
湖
底
の
曽
根
遺
跡
が
著

名
で
あ
る
。
町
内
か
ら
は
御
代
田
地
区
根
岸
遺
跡
で

一
片
が
出
土
し
て
い
る
。

③
　
円
孔
文
土
器
　
土
器
の
口
縁
部
に
、
細
い
丸
棒
の
先
端
で
穴
を
き
ざ
む
土
器

で
あ
る
。
穴
は
器
面
を
貫
通
す
る
場
合
と
、
途
中
で
止
ま
る
場
合
が
あ
る
。
新
潟

県
の
壬
遺
跡
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

グロマトゥーハ

朧 顆l
ウスチ・

カレンガ

翻
鳥
趙
躊

」
Ｅ

　
′
１

野

♂
０
時

③

職

呻ζ⑩ぃ日
月見野上野 (神奈川)

福井洞穴 (長崎)

泉福寺洞穴 (長崎)

図12 最古の土器が出土した遺跡
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７
好

④
　
多
縄

文
系
土
器
　
縄
の
文
様
を

つ
け
た
土
器
で
あ
る
。
こ
の
様
相
は
複
雑

で
、
縄
の
種
類
も
撚
り
紐
、
撚
り
紐
を
数
条
に
合
わ
せ
た
も
の
（縄
）
、
右
と
左
の

撚
り
の
違
う
撚
り
紐
を
合
わ
せ
た
も
の
（正
反
の
合
）
、
棒
に
撚
り
紐
を
巻
き
付
け

た
も
の

（絡
状
体
）
な
ど
、
施
文
具
の
内
容
が
多
種
類
に
お
よ
ぶ
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
施
文
具
の
用
い
か
た
も
、
押
し

つ
け
る
（押

圧
）
、
連
続
的
に
転
が
す

（回
転
）
、
力
を

い
れ
た

り
緩
め
た
り
を
交
互
に
し
な
が
ら
転
が
す

（半
置

反
転
）
、
紐
の
先
端
で
突
く

（刺
突
）
な
ど
多
様
で

あ
る
。
須
坂
市
石
小
屋
洞
穴
遺
跡
、
新
潟
県
室
谷

洞
窟
遺
跡
、
福
井
県
鳥
浜
貝
塚
な
ど
で
こ
の
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。

⑤
　
無
文
土
器
　
土
器
に
文
様
が
み
ら
れ
な
い
も
の
。
こ
の
場
合
出
土
し
た
土
器

が
完
全
に
復
元
さ
れ
て
も
文
様
が
な
い
場
合
と
、
土
器
片
に
文
様
が
な
い
場
合
が

あ
る
。
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
で
完
全
に
復
元
さ
れ
る
土
器
は
き
わ
め
て
ま
れ

で
あ
る
の
で
、
後
者
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
文
様
の
見
え
な
い
土
器
は
、
青
森

県
大
平
山
元
遺
跡
、
茨
城
県
後
野
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
近
隣
で
は
佐
久
市
下

茂
内
遺
跡

（写
６
）
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

土
器
は
ど
の
よ
う
に
発
明
さ
れ
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が

土
器
の
発
生

あ
る
が
、
代
表
的
な
説
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
西
ア
ジ
ア
の
土
器

の
場
合
、
パ
ン
の
発
明
と
と
も
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
パ
ン
づ
く
り
の
工

程
と
土
器
づ
く
り
の
工
程
が
同
型
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
東
ア
ジ
ア
の

土
器
づ
く
り
は
そ
れ
と
は
違
う
。
な
に
よ
り
も
パ
ン
が
な
い
。

国
学
院
大
学
の
小
林
達
雄
教
授
は
東
ア
ジ
ア
の
上
器
づ
く
り
に
興
味
あ
る
学
説

を
だ
し
て
い
る
。
縄
文
草
創
期
の
土
器
の
形
に
は
方
形
平
底
や
円
形
丸
底
の
不
安

定
な
形
態
の
土
器
が
す
く
な
く
な
い
。
さ
き
に
紹
介
し
た
隆
起
線
文
系
土
器
の
種

類
で
豆
粒
文
土
器
に
は
方
形
平
底
や
円
形
丸
底
の
土
器
が
あ
る
。
ま
た
石
小
屋
洞

5 cm

■
写 7 下茂内 (佐久市)遺
跡の日本最古の上器

(1/2)

写 6・ 図13 御代田町域出土の縄文草創期の土器

(上)東荒神遺跡の微隆起線上器 (下 )根岸遺跡の爪形文土器 (1/2)



穴
遺
跡
の
土
器
も
復
元
さ
れ
る
と
円
形
丸
底
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「う
つ
わ
」

と
し
て
不
安
定
な
形
態
の
土
器
が
初
期
の
土
器
の
姿
で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
土
器
の

発
明
の
秘
密
の
カ
ギ
で
あ
る
と
小
林
教
授
は
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な

不
安
定
な
入
れ
物
は
、
民
俗
例
で
編
み
籠
や
樹
皮
籠
に
見
い
だ
さ
れ
た
。
た
し
か

に
、
土
器
文
様
も
縄
を
押
し
つ
け
た
り
、
撚
紐
で
あ

っ
た
り
、
そ
の
器
面
を
飾
る

装
飾
は
植
物
の
蔓
で
編
ん
だ
籠
を
思
わ
せ
る
。
小
林
教
授
の
説
は
籠
か
ら
土
器
が

発
生
し
た
と
い
う
も
の
で
、
現
在
こ
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
土
器
は

一
か
所
で
発
明
さ
れ
て
周
辺
に
広
が
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

複
数
の
箇
所
で
発
明
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。　
一
般
的
な
土
器
の
発
生

は
複
数
の
文
化
か
ら
発
明
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、
納
得
で
き
る
。
文
化
は
個

別
的
で
個
性
的
で
あ
る
か
ら
だ
。
西
ア
ジ
ア
に
は
西
ア
ジ
ア
の
、
東
ア
ジ
ア
に
は

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
お
い
て
土
器
が
発
生
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
縄
文
土
器
の
系
統
と
そ
の
起
源
、
そ
し
て
文
化
の
交
流
を
上
器
の
製
作

技
法
を
と
お
し
て
先
史
時
代
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

縄
文
草
創
期
　
縄
文
草
創
期
の
石
器
は
、
旧
石
器
時
代
の
終
末
と
交
差
し
て
複

の
　
石
　
器
　
雑
な
姿
を
み
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
複
雑
な
様
相
の
い
く

つ
か
を
石
器
の
技
術

。
技
法
と
形
態
か
ら
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
　
細
石
刃
石
器
群
　
細
石
刃
は
旧
石
器
時
代
の
最
終
末
に
位
置
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
細
石
刃
の
な
か
に
は
土
器
と

一
緒
に
出
土
す
る
も
の
も
あ
る
。
土
器
と

一

緒
に
出
土
す
る
細
石
刃
石
核
は
本
州
以
北
で
は
北
方
系
細
石
刃
石
器
群

（舟
底
形

の
細
石
刃
石
核
）
で
、
九
州
は
舟
底
形
と
そ
の
ほ
か
の
石
核
が
共
存
す
る
。
県
内

第 2章 縄 文 時 代

写 8 下茂内遺跡 (佐久市)の縄文革創期の石槍  (1/2) (「下茂内遺跡Jよ り)

右槍は遺跡の眼下の香坂川で採れるガラス質黒色安山岩を使って作られた。下茂内遺跡は石槍を作

る石器作りのアトリエで、ここで作られた石槍は各地の集落に流通した。
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図14 下茂内遺跡の原風景
ガラス質安山岩の原石のある香坂川の河原で尖頭器 (石槍)が作られている (『下茂内遺跡』より)

で
南
牧
村
の
中
ッ
原
遺
跡
群
、
県
外
で
は
新
潟
県
荒
屋
遺
跡
、
埼
玉
県
白
草
遺

跡
が
あ
る
。

②
　
神
子
柴
。
長
都
久く
俸
文
化

（石
器
群
）
　

一云
術
的
な
美
し
さ
を
も
つ
長
大

な
石
槍
と
重
厚
な
刃
部
磨
製
石
斧
を
特
徴
と
し
て
、
石
刃
、
彫
刻
刀
形
石
器
な

ど
が
と
も
な
う
。
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
で
発
見
さ
れ
た
神
子
柴
遺
跡
と
青
森
県

の
長
者
久
保
遺
跡
か
ら
、
こ
の
文
化
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
石
器

群
は
ち
ょ
う
ど
細
石
刃
石
器
群
の
終
末
と
交
差
す
る
年
代
観
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
近
年
神
子
柴
遺
跡
で
は
細
石
刃
石
核
を
製
作
し
た
剥
片
が
再
発
見
さ
れ
て

お
り
、
文
化
の
交
差
し
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
県
内
に
は
佐
久
市
の
下
茂
内

遺
跡
、
菅
平
の
唐
沢
Ｂ
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
佐
久
市
下
茂
内
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
の
で
詳
述
し
よ
う
。
上

信
越
道
八
風
山
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か
ら
、
大
量
の
石
槍
が
発
掘
さ
れ
た
。
八

風
山
に
あ
る
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
利
用
し
て

一
〇
彙ンを
超
え
る
大
形
の
石
槍
が

発
掘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
を
お
お
っ
て
い
た
の
は
大
窪
沢
第

二
軽
石

（
一
万
六
千
年
前
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
無
文
の
土
器
片
も
発

掘
さ
れ
た
。
下
茂
内
遺
跡
を
時
代
区
分
の
ど
こ
に
位
置
さ
せ
る
の
か
、
ま
た
そ

の
石
器
群
の
系
譜
を
ど
こ
に
お
く
の
か
は
、
論
争
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
石
槍
の
大
き
さ
、
形
と
土
器
の
存
在
か
ら
神
子
柴
遺
跡
と
同
様
な
位
置

に
あ
る
と
推
定
し
た
。
下
茂
内
遺
跡
で
製
作
さ
れ
た
大
量
の
石
槍
が
、
ほ
か
の

ど
の
遺
跡
に
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
も
こ
の
時
代
を
理
解
す
る
重
要
な
情

報
で
あ
る
。

③
　
石
槍
石
器
群
　
神
子
柴
遺
跡
の
石
槍
よ
り
も
小
形
で
、
旧
石
器
時
代
の
伝

統
を
ひ
く
石
槍
で
あ
る
。
神
子
柴
遺
跡
の
石
槍
が
優
に

一
〇
彙ンを
超
え
る
の
に
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図15 御代田町最古の石器

豊昇 宮平遺跡の黒曜石製木葉形尖頭器
(実物大)(大井源寿氏蔵)

１０

た
い
し
て
、
こ
ち
ら
は
五
一
ン
内
外
で
き
れ
い
な
木
の
葉
形
で
あ
る
。
岡
谷
市
の
中

島
Ｂ
遺
跡
や
、
町
内
で
は
宮
平
遺
跡
で
黒
曜
石
の
石
槍
が
採
集
さ
れ
て
い
る

（図

‐５
）
ｏ

④
　
石
鏃
石
器
群
　
南
九
州
と
く
に
鹿
児
島
県
内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
薩
摩
火
山

灰
層

（
一
万
三
〇
〇
〇
年
前
）
の
下
か
ら
出
土
す
る
石
器
群
。
押
圧
剥
離
で
作
ら

れ
た
三
角
形
の
石
鏃
や
、
縄
文
時
代
に
ふ
つ
う
に
み
ら
れ
る
茎
の
な

い
石
鏃
な
ど

が
あ
る
。

写 9 御代田町
最古の石器

塩野 川原田遺
跡のガラス質安

山岩製有舌尖頭

器 (実物大)

⑤
　
有
舌
尖
頭
器
石
器
群
　
石
槍
に
か
え
し
の
つ
い
た
石
器
、
も
し
く
は
石
鏃
に

茎
の
つ
い
た
石
器
で
こ
の
時
期
の
も
の
を
有
舌
尖
頭
器
と
よ
ぶ
。
県
内
で
は
木
曽

郡
開
田
村

柳

又
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

「柳
又
型
有
舌
尖
頭
器
」
が
著
名
で
あ
る
。

町
内
の
川
原
田
遺
跡
か
ら
も
八
風
山
の
が
ラ
ス
質
安
山
岩
で
作
ら
れ
た
も
の
が
出

土
し
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
　
縄
文
時
代
の
理
化
学
的
な
方
法
に
よ
る
年
代
は
炭
素
同
位
体
が

年
　
　
　
代
　
利
用
で
き
る
た
め
に
、
多
く
の
年
代
測
定
が
だ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
は
火
山
灰
の
年
代
測
定
か
ら
、
遺
跡
を
お
お
う
火
山
灰
の
年
代
法
も
定

着
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
湖
沼
堆
積
物
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
樹
木
の
年
輪

の
よ
う
な
縞

（年
縞
）
が
観
察
で
き
、
こ
れ
も
年
代
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
発
掘

さ
れ
た
樹
木
の
年
輪
を
現
代
か
ら
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
暦
年
代
を
だ
す
方
法
も
開
発

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
近
年
の
年
代
測
定
の
成
果
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

樹
木
の
年
輪
は

一
年
ご
と
に
き
ざ
ま
れ
る
の
で
、
暦
年
代
に

一
致
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
炭
素
同
位
体
は
炭
化
物
を
資
料
と
し
て
い
る
。
こ
の

両
者
を
く
み
あ
わ
せ
れ
ば
、
炭
素
同
位
体
か
ら
推
定
さ
れ
た
年
代
と
実
際
の
暦
年

代
の
ズ
レ
が
わ
か
る
。
よ
り
古
い
樹
木
を
つ
か
っ
て
、
こ
の
誤
差
を
測
定
し
つ
づ

け
た
結
果
、
現
在
は
数
万
年
ま
で
の
ズ
レ
を
補
正
で
き
る
炭
素
同
位
体
の
年
代
測

定
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
縄
文
時
代
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
従
来
の

年
代
と
の
差
が
生
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
縄
文
時
代
草
創
期
の
九
州
の
年
代
が
従
来

の
一
万
三
〇
〇
〇
年
前
か
ら

一
万
五
〇
〇
〇
年
前
と
で
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
本

州
の
草
創
期
の
年
代
も
同
じ
よ
う
に
繰
り
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
事
実
と

考
古
学
の
遺
物
研
究
か
ら
導
か
れ
る
事
実
は
、
何
を
語

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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縄
文
時
代
の
　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
土
器
、
石
器
、
理
化
学
年
代
か
ら
縄
文
草

は

じ

ま

り
　
創
期
の
様
相
の

一
部
を
み
て
み
た
い
。
県
内
に
は
縄
文
草
創
期

の
重
要
遺
跡
が
数
多
く
あ
る
。
と
く
に
石
器
群
に
つ
い
て
は
資
料
が
豊
富
な
の
で
、

そ
こ
か
ら
記
す
。
旧
石
器
時
代

（土
器
を
も
た
な
い
時
代
）
か
ら
縄
文
時
代

（土

器
を
も
つ
時
代
）

へ
の
変
化
は
、
石
器
の
変
化
と
し
て
も
現
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ

形
石
器
か
ら
石
槍

へ
、
さ
ら
に
細
石
刃
へ
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
旧
石
器
時

代
の
終
末
の
姿
よ
り
も
、
よ
り
複
雑
な
よ
う
す
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
旧
石
器
時
代
か
ら
続
く
石
器
製
作
伝
統
に
は
、
細
石
刃
石
器
群
と
石
槍

石
器
群
が
あ
る
。
細
石
刃
石
器
群
に
は
無
文
土
器
が
、
石
槍
石
器
群
に
は
岡
谷
市

中
島
Ｂ
遺
跡
で
隆
起
線
文
土
器
が

一
緒
に
出
土
す
る
。
い
っ
ぽ
う
神
子
柴

。
長
者

久
保
石
器
群
に
は
無
文
土
器
が
と
も
な
う
よ
う
で
あ
る
。
有
舌
尖
頭
器
に
は
横
浜

市
花
見
山
遺
跡
で
隆
起
線
文
土
器
が
と
も
な
う
。
石
鏃
は
南
九
州
で
は
そ
れ
だ
け

出
土
す
る
が
、
本
州
で
は
か
な
ら
ず
有
舌
尖
頭
器
と
と
も
に
あ
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
こ
こ
で
文
化
の
系
列
を
北
方
系
、
南
方
系
、
在
来
系

（旧
石
器
以
来
の

伝
統
）
に
わ
け
て
整
理
し
て
み
る
。

北
方
系
は
舟
底
形
の
細
石
刃
石
核
と
無
文
土
器
、
神
子
柴

。
長
者
久
保
石
器
群

と
無
文
土
器
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
（佐
久
市
下
茂
内
遺
跡
）
。
そ
し
て
舟
底
形
細

石
刃
石
核
と
神
子
柴
石
器
群
は
、
と
も
に
細
石
刃
石
核
の
剥
片
を
も
っ
て
い
る
。

南
方
系
は
、
石
鏃
と
隆
起
線
文
土
器
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

（鹿
児
島
県
上
ノ

原
遺
跡
）。

在
来
系
は
、
石
槍
と
隆
起
線
文
土
器
（中
島
Ｂ
遺
跡
）、
有
舌
尖
頭
器
と
隆
起
線

文
土
器

（横
浜
市
花
見
山
遺
跡
）
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
理
化
学
年
代
を
照
合
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
仮
説
が
た
て
ら
れ

る
。
南
九
州
か
ら
石
鏃
と
隆
起
線
文
土
器
の
文
化
が
し
だ
い
に
北
上
す
る
。
そ
の

と
き
に
本
州
で
は
在
来
文
化
と
北
方
系
文
化
が
融
合
し
た
神
子
柴

・
長
者
久
保
遺

跡
文
化
が
花
開
い
て
い
る
。
そ
こ
で
二
つ
の
文
化
は
混
じ
り
あ

い
、
そ
の
結
果
が

複
雑
な
土
器
文
様
と
有
舌
尖
頭
器
（石
槍
と
石
鏃
の
双
方
の
特
徴
を
も

っ
た
石
器
）

で
あ
る
。

単
純
に
記
述
す
る
と
こ
の
よ
う
な
仮
説
も
た
て
ら
れ
る
が
、
問
題
は
提
起
さ
れ

た
ば
か
り
で
あ
る
。
縄
文
時
代

つ
ま
り
日
本
列
島
で
土
器
が
最
初
に
作
ら
れ
た
時

代
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
の
も
と
に
始
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
モ
ノ
か

ら
歴
史
を
描
く
、
そ
れ
は
モ
ノ
の
作
ら
れ
方
の
変
化

（技
術
の
変
化
）
と
意
匠
の

変
化

（技
術
を
統
合
す
る
技
法
の
変
化
）
の
二
つ
が
、
く
わ
し
く
語
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
も
す
れ
ば
大
ざ

っ
ぱ
な
解
釈
が
真
説
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
本

当
に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
モ
ノ
の
技
術
と
技
法
の
く
わ
し
い
変
化
だ

け
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
歴
史
観
を
創
造
す
る
の
が
、
現
代
に
生
き
る
者

の

つ
と
め
で
あ
ろ
う
。
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献
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ン
タ
ー
　
一
九
九
二
　

『下
茂
内
遺
跡
』
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第
二
節
　
縄
文
文
化
の
胎
動
―
早
期

一　

早
期
と
い
う
時
代

あ

ら

ま

し
　
と
ん
が
り
底
の
土
器
、
す
な
わ
ち
尖
底
の
「
土
器
を
搬
ぶ
人
々
」

の
道
は
、
我
々
の
生
活
か
ら
は
は
る
か
に
遠
い
、
ち
ょ
う
ど
獣

た
ち
の
通
い
続
け
た

「
か
も
し
か
み
ち
」
を
継
承
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
藤
森
栄

一
は
述
べ
て
い
る
。
「縄
文
時
代
早
期
」
と
は
、
は
じ
め
は
こ
の
よ
う
な
尖
底
・丸

底
の
土
器
が
使
わ
れ
た
時
代
を
さ
し
た
縄
文
時
代
の
土
器
型
式
上
の
区
分
で
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
全
国
の
発
掘
調
査
に
よ
る
資
料
の
蓄
積
か
ら
、
こ
の
時
期
は
社
会

文
化
面
か
ら
も
縄
文
時
代
を
特
徴
づ
け
る
要
素
で
あ
る
狩
猟

・
漁
労

・
採
集
と
い

っ
た
経
済
活
動
、
そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
の
定
住
、
資
源
の
効
率
的
な
利
用
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ク
の
工
芸
品
の
製
作
、
集
落
を
つ
な
ぐ
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
少
し
ず

つ
顕
在
化
し
て
く
る
段
階
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

最
近
南
九
州
で
は
、
草
創
期
か
ら
早
期
前
半
に
か
け
て
竪
穴
住
居
と
と
も
に
煙

道
付
き
炉
穴
や
集
石
を
含
む
大
規
模
な
集
落
が
相
次
い
で
見
つ
か
り
、
こ
れ
ら
は

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
本
州
の
縄
文
文
化
に
先
行
す
る
定
住
集
落
群
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
地
域
は
や
が
て
、
約
六
三
〇
〇
年
前
に

お
こ
っ
た
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
大
爆
発
に
よ
っ
て
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
と
き
に
噴
出
し
た
テ
フ
ラ
は
御
代
田
町
西
駒
込
遺
跡
や
軽
井
沢
町
で
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
エ

ネ

ル
ギ
ー
の
凄
ま
じ
さ
を
裏

付
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

九
州
で
の
定
住
施
設
の
形
成

に
は
、
温
暖
化
に
と
も
な
う

落
葉
広
葉
樹

に
少
し
照

葉

樹
が
混
じ
る
よ
う
な
縄
文
的

植
生
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
植

物
質
食
料

へ
の
依
存
度
が
高

ま

っ
た
こ
と
が
大
き
く
か
か

わ

っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
縄
文
人
の
生
活
を

変
え
て
い
っ
た
環
境
の
変
化

と
は
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
九
州
と

同
じ
く
活
火
山
を
背
後
に
控

え
た
こ
の
時
期

の
郷
土

の

人
々
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

の結氷期、作物の出来ぐあい、古文書の記録などから、古い時代の気候が復原される。



早
期
の
環
境
　
縄
文
時
代
の
な
か
で
も
早
期
は
も
っ
と
も
長
く
、
炭
素
１４
年
代

と
　
貝
　
塚
　
か
ら
は

一
万
年
前
か
ら
六
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
約
四
〇
〇
〇
年

問
続
い
た
と
さ
れ
る
。
早
期
の
始
ま
る

一
万
年
前
以
降
は
地
質
学
的
な
区
分
で
は
完

新
世
と
よ
ば
れ
、
最
終
氷
期
（第
四
亜
氷
期
）
が
終
わ
っ
て
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

が
進
む
時
期

（後
氷
期
）
に
あ
た
る
。
そ
の
温
暖
化
に
と
も
な
っ
て
北
半
球
の
氷

床
や
北
極
の
氷
が
溶
け
た
た
め
海
水
面
が
上
昇
し
て
い
く
。
多
摩
川

・
鶴
見
川
低

地
の
貝
の
種
類
の
調
査
か
ら
は
、
約
九
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
か
ら
七
五
〇
〇
年
前
ご

ろ
に
か
け
て
海
水
面
が

一
気
に
約
二
八
屑
も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
海
面
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
海
水
が
内
陸
の
奥

へ
奥

へ
と
浸
入
し
、

早
期
末
か
ら
前
期
の
初
頭
に
は
現
在
の
栃
木
県
藤
岡
市
付
近
ま
で
達
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
海
岸
線
は
約
五
〇
キ。も
内
陸

へ
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
海

の
拡
大
は
縄
文
海
進
と
よ
ば
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
日
本
海
側
は
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

対
馬
海
流
の
流
入
が
始
ま
り
、
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
。
日
本
海
深
海
の
浮
遊

性
有
孔
虫
の
組
成
や
有
孔
虫
の
殻
に
含
ま
れ
る
酸
素
の
同
位
体
比
か
ら
推
測
さ
れ

る
古
水
温
は
、
早
期
の
半
ば

（約
八
〇
〇
〇
年
前
）
に
は
最
終
氷
期
前
半
～

一
万

七
〇
〇
〇
年
前
こ
ろ
よ
り
も
五
～
九
度
ほ
ど
上
昇
し
て

一
七
～

一
八
度
を
示
す
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

貝
は
内
湾
の
地
理
的
な
環
境
や
塩
分
に
応
じ
て
住
む
場
所
を
選
ぶ
。
人
々
は
こ
の

古
東
京
湾
周
辺
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚
員
を
取
り
分
け
、
周
辺
に
貝
塚
を
残
す
よ

う
に
な
っ
た
。
古
東
京
湾
の
湾
口
で
は
砂
泥
底
千
潟
性
の
ア
サ
リ
。
ハ
マ
グ
リ
の
よ
う

な
鍼
水
性
の
貝
に
よ
る
貝
塚
が
、
外
縁
部
で
は
群
馬
県
板
倉
町
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

を
主
体
と
し
た
貝
塚
の
よ
う
に
汽
水

・
淡
水
産
貝
の
貝
塚
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
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よ
う
に
温
暖
化
と
海
の
拡
大

は
、
海
辺
の
人
々
の
生
活
に
手

に
入
り
や
す
い
資
源
の
増
加

を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
。

海
か
ら
離
れ
た
内
陸
部
で

も
、
こ
の
時
期
、
水
産
資
源

と
動
物

・
植
物
の
獲
得
に
も

っ
と
も
有
利
な
場
所
に
居
を

構
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
北

相
木
村
の
栃
原
岩
陰
遺
跡
で

は
、
眼
下
に
見
下
ろ
す
相
木

川
か
ら
得
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
サ
ケ
科
魚
類
の
骨

・
カ

７

ン
て

１

貝

・
ヤ
マ
ト
シ

でヽ
ヽ
カ
ラ
ス
貝
の
ほ
か
、　
ニ

ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ア
ナ

グ
マ
。
タ
ヌ
キ
。
キ
ツ
ネ
を
は

じ
め
と
す
る
獣
骨
も
豊
富
に

出
土
し
て
い
る
。
ま
た
二
河

湾
以
南
の
内
湾
の
千
潮
帯
に

生
息
す
る

ハ
イ
ガ
イ
や
、
サ

メ
の
歯
も
出
土
し
て
お
り
、

す
で
に
こ
の
時
期
に
海
岸
部

|一言一 |:

図16 現在から約 3万 での気候の変化  0°は現代の年平均気温を示している。花粉の種類、湖水
(『信濃の風土と歴史』②を一部改変)
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写10 北相木村栃原岩陰遺跡

栃原岩陰遺跡からは8000～ 9000年前の12体の縄文

人骨が出土した。このうち 2体は復顔され、当時

の縄文人がどんな顔をしていたのか、知ることが

できた。

か
ら
の
人
の
移
動
も
し
く
は
物
資
の
流
れ
が
あ

っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

植
物
質
食
料
　
こ
の
よ
う
な
気
候
の
温
暖
化
は
、
植
生
の
変
化
を
も
も
た
ら
し

の
　
利
　
用
　
た
。
早
期
前
半
こ
ろ
の
東
日
本
は
亜
寒
帯
針
葉
樹
林

（ト
ウ
ヒ

属
、
モ
ミ
属
、
ツ
ガ
属
な
ど
）
が
衰
退
し
、
現
在
御
代
田
町
の
標
高

一
一
〇
〇
層

か
ら

一
八
〇
〇
肝
付
近
に
分
布
す
る
ミ
ズ
ナ
ラ

。
ブ
ナ
な
ど
の
冷
温
帯
落
葉
広
葉

樹
林
に
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

（図
１７
）
ｏ
鳥
浜
貝
塚
で
は
こ
の
段
階
で
ブ
ナ
・ト

チ
ノ
キ

ｏ
オ
ニ
グ
ル
ミ

・
ヒ
シ

・
ク
リ

・
サ
ル
ナ
シ

・
マ
タ
タ
ビ

。
イ
ヌ
ザ
ン
シ

ョ
ウ
の
種
実
が
多
く
検
出
さ
れ
た
。
県
内
で
は
大
町
市
ク
マ
ン
バ
Ⅱ
遺
跡
で
早
期

～
前
期
初
頭
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
・
コ
ナ
ラ
属

（ド
ン
グ
リ
類
Ｙ

ト
チ
ノ
キ
の
種
実
が

出
土
し
て
い
る
。
さ
て
、
ト
チ
ノ
キ
の
種
実
に
は
サ
ポ

ニ
ン
や
ア
ロ
イ
ン
、　
コ
ナ

ラ
属
の
種
実
に
は
タ
ン
ニ
ン
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ア
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
渋

く
て
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
。
食
べ
る
た
め
に
は
水
さ
ら
し

。
加
熱
に
よ

る
ア
ク
抜
き
が
必
要
で
あ
る
。
ト
チ
ノ
キ
の
種
実
は
飛
騨
地
方
を
は
じ
め
と
す
る

山
村
で
の
食
料
源
と
し
て
最
近
ま
で
作
ら
れ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
種
実
を
加
工
し
た
ナ

ラ
ン
ゴ
シ
餅
、
シ
ダ
ミ
餅
は
信
越
地
方
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
口
に
入
る
ま
で
に
は
か
な
り
手
間
が
か
か
る
。
た
と
え
ば
種
実
を
す
り
つ
ぶ
す

た
め
の
石
皿
や
磨
石
や
灰
と
と
も
に
煮
詰
め
る
た
め
の
鍋
は
、
こ
の
作
業
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
具
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
従
来
石
槍

・
石
鏃

。
石
錐

・
掻

器

・
削
器
な
ど
が
主
体
で
あ

っ
た
縄
文
人
の
道
具
箱
に
、
台
石
状
の
石
皿
や
磨
石

が
加
わ
っ
て
く
る
の
は
ま
さ
に
草
創
期
の
終
わ
り
か
ら
早
期
の
初
め
こ
ろ
に
あ
た

る
。
さ
ら
に
堅
果
類
を
割
る
た
め
の
道
具
と
考
え
ら
れ
る
凹
石
も
登
場
す
る
。
ま

た
、
特
殊
磨
石
と
よ
ば
れ
る
多
面
体
で
複
数
の
摩
耗
面
が
見
ら
れ
る
や
や
細
長
い

磨
石
が
、
押
型
文
土
器
に
と
も
な
う
。

現
在
こ
の
時
期
に
ア
ク
抜
き
の
行
な
わ
れ
た
実
例
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
石
器
組
成
の
変
化
か
ら
早
期
の
人
々
が
森
を
拠
点
と
し
て
植
物

質
食
料
に
依
存
し
始
め
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
や
が
て
早
期
末
か
ら
前
期
に

か
け
て
も

っ
と
も
温
暖
な
時
期
に
は
コ
ナ
ラ
属

・
ク
リ
な
ど
現
在
の
塩
野
地
区
の

自
然
林
と
同
様
の
植
生
の
森
が
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
植
物
利
用
は
さ

ら
に
進
ん
で
ゆ
く
。

植
物
の
加
工
は
マ
ー
ド
ッ
ク
の
全
世
界
の
民
族
例

（図
３０
）
か
ら
も
、
先
の
ト

チ
餅
作
り
の
聞
き
取
り
調
査
の
よ
う
す
を
概
観
し
て
も
女
性
の
担
う
労
働
で
あ

っ

た
可
能
性
が
高
い
。
子
供
を
産
み
育
て
る
者
に
と
く
に
負
担
の
か
か
る
頻
繁
な
移
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第 2章 縄 文 時 代

動
か
ら
の
解
放
は
、
自
然
と
生
活
の
ゆ
と
り
に
つ
な
が
る
。
縄
文
女
性
た
ち
は
こ

の
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
時
間
を
食
生
活
の
革
新
や
、
食
生
活
に
密
接
に
つ
な
が

る
土
器
製
作
の
工
夫
に
振
り
向
け
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
広
域
的
な
資
源

調
達
か
ら
、
狭
い
範
囲
で
工
夫
を
凝
ら
し
た

（複
雑
で
多
工
程
な
）
資
源

へ
の
関

与

へ
と
い
う
流
れ
は
な
に
も
女
性
の
み
で
は
な
く
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代

へ
の
人
間
社
会
全
体
の
動
き
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

一
一　
縄
文
早
期
の
遺
構

早
期
の
居
住
　
本
州
で
は
、
縄
文
早
期
は
定
型
的
な
竪
穴
住
居
が
作
ら
れ
始
め

形
態
の
変
遷
　
る
時
期
に
あ
た
る
。
と
く
に
関
東
地
方
で
は
、
撚
糸
文
土
器
が

使
わ
れ
て
い
た
早
期
前
半
に
主

柱

足
を
有
す
る
タ
イ
プ
と
小
型
の
壁
柱
穴
を
有

す
る
タ
イ
プ
が
出
現
す
る
。
武
蔵
野
台
地
で
は
撚
糸
文
期
に
な
っ
て
拠
点

集

落
を

中
心
に
集
落
の
集
合
や
分
散
が
お
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
、
草
創
期
に

続
く
古
い
段
階
に
は
栃
原
岩
陰
遺
跡
や
真
田
町
唐
沢
岩
陰
遺
跡

。
須
坂
市
石
小
屋

洞
窟

。
高
山
村
湯
倉
洞
窟
な
ど
、
洞
穴
や
岩
陰
が
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
。
居
住
空
間
は
小
規
模
な
が
ら
、
周
辺
の
十
分
な
食
糧
資
源
に
支
え
ら
れ

て
、
あ
る
程
度
の
継
続
的

・
回
帰
的
な
居
住
が
可
能
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。

木
曽
郡
大
桑
村
の
お
宮
の
森
裏
遺
跡
で
は
、
草
創
期
末
も
し
く
は
早
期
初
頭
の

表

裏
縄

文
土
器
の
時
期
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
九
棟
調
査
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
直

径
が
平
均
約
五
肝
と
や
や
大
型
で
は
あ
る
が
、
住
居
の
掘
り
込
み
が
浅
く
、
不
規

則
に
配
置
さ
れ
た
柱
穴
も
直
径
二
〇
～
三
〇
彙ン
程
度
で
、
炉
が
な
か
っ
た

（図

‐８
）
ｏ

押
型
文
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
は
佐
久
地
方
で
は
二
五
遺
跡
を
数
え
、
望
月
町

新
水
Ｂ
遺
跡

・
佐
久
町

後

平
遺
跡
な
ど
で
は
竪
穴
住
居
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

新
水
Ｂ
遺
跡
で
は
、
押
型
文
期
か
ら
沈
線
文
期
に
お
よ
ぶ
住
居
跡
が
四
棟
み
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
形
は
い
ず
れ
も
楕
円
気
味
の
隅
丸
方
形
で
、
柱
穴
は
五
〇
彙ン
と
深
い
も

の
も
あ
る
が
規
則
性
に
乏
し
い
。
や
は
り
、
住
居
内
に
は
炉
は
な
い
が
、
住
居
外

に
炉
址
四
基
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
に
と
も
な
う
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
炉
址
は
深
さ
二
〇
彙ン
ほ
ど
で
、
内
部
に
は
拳

大
の
焼
け
石
が
残

っ
て
お

り
、
火
床
も
認
め
ら
れ
た

（図
１９
）ｏ

早
期
後
葉

条

庇
対
系
土
器
の
時
期
に
な
る
と
坂
北
村

向

六
区
遺
跡

・
茅
野
市

駒
形
遺
跡
、
飯
島
町
カ
ゴ
田
遺
跡
な
ど
の
よ
う
に
屋
内
に
地
床
炉
を
も
つ
も
の
も

登
場
す
る
。
平
面
形
は
や
は
り
円
形
や
不
正
円
形
が
多
い
が
、
柱
穴
は
小
型
で
規

則
性
の
な
い
配
置
の
も
の
に
加
え
、
茅
野
市
高
風
呂
遺
跡
例
の
よ
う
に
四
本
の
壁

柱
穴
が
確
認
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
住
居
跡
は
後
述
す
る
前
期
の
も
の
に
比
べ
て
明

ら
か
に
構
造
的
に
貧
弱
で
規
則
性
を
欠
く
。
ま
た
、
集
落
全
体
を
概
観
し
て
も

一

つ
の
空
間
を
長
期
的

。
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
頑
丈
で
な
お
か
つ
多
種
類
の

施
設
を
作
り
、
そ
の
場
所
を
拠
点
と
し
て
多
様
な
技
術
系
を
展
開
し
た
よ
う
な
前

期
以
降
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
狭
で
落
盤
の
危
険

を
と
も
な
う
岩
陰
を
生
活
拠
点
の

一
つ
と
し
て
い
る
よ
う
な
形
態
か
ら
、
竪
穴
住

居
に
よ
リ
ウ
エ
イ
ト
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
点
は
居
住
形
態
上
の
大
き
な
画
期
と

考
え
ら
れ
る
。
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図19 望月町新水 B遺跡第 5号住居跡 (右 )と 第 1号炉跡
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図20 御代田町縄文早期遺跡の位置

ヽ

一
脚

御
代
田
町
の
　
御
代
田
町
内
の
縄
文
早
期
の
遺
跡
で
は
、
塚
田
遺
跡

（大
字
塩

早

期

遺

跡
　
野
）
。職
龍
田た
遺
跡

（同
）
執
句
藩
概
遺
跡

（同
）
継

が̈
厩
遺
跡

（同
）
。
川
原
田
遺
跡

（同
）
（図
２０
）
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
塚
田
遺
跡
で

は
押
型
文
土
器
が
二
〇
点
と
共
伴
す
る
縄
文
土
器
三
点
、
沈
線
文
土
器
八
八
点
、

「
早
期
第
Ⅲ
群
土
器
」
九
点
、
早
期
後
半
条
痕
文
系
土
器
群
四
七
点
な
ど
が
出
土

し
、
充
実
し
た
内
容
を
誇

っ
て
い
る
。
下
荒
田
遺
跡
で
は
後
半
の
沈
線
文
系
土
器

D-14・ 15号土坑D-17号土坑

D― HO・ 111号土坑 写11 塚田遺跡縄文早期の土坑群 (―一の土坑が早期)



6曽畑遺跡
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l坂の下遺跡

4穴 太遺跡(滋賀県 )

木片

木の実

木の実

木片 。本の皮

2岩田遺跡

5曽畑遺跡

図21 貯蔵穴断面模式図 (『季刊考古学』44号 より

の
う
ち
田
戸
上
層
式
後
半
～
末
に
並
行
す
る
土
器

一
〇
〇
点
と
、
鵜
ヶ
島
台
式
土

器
五
点
、
絡

条

体
圧
痕
文
土
器
三
点
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
東
荒
神
遺
跡
・城

之
腰
遺
跡
か
ら
は
楕
円
押
型
文
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
川
原
田
遺
跡
で
は
押

型
文
土
器

一
〇
点
、
沈
線
文
系
土
器
の
う
ち
田
戸
上
層
後
半
～
末
に
並
行
す
る
土

器

一
点
、
早
期
末
の
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
四
〇
点
、
早
期
末
の
沈
線
文
土
器
三
点

な
ど
が
出
土
し
た
。

塚
田
遺
跡
の
　
御
代
田
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る
縄
文
早
期
の
遺
構
は
塚
田
遺
跡

土
　
　
　
坑
　
の
四
基
の
土
坑
だ
け
で
あ
る
（写
１１
）。
こ
れ
ら
は
直
径

一
屑
前

後
、
深
さ
は
五
〇
彙ン
程
度
の
す
り
鉢
型
で
と
く
に
焼
け
た
部
分
な
ど
は
み
ら
れ
な

い
。
周
辺
に
は
前
期
初
頭
も
し
く
は
時
期
が
特
定
で
き
な
い
類
似
し
た
規
模

・
形

態
を
も
つ
土
坑
が

一
五
五
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
土
坑
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
縄
文
早
期
の
土
坑
で
特
徴
的
な
も
の
と

し
て
は
新
水
Ｂ
遺
跡
例
の
よ
う
な
焼
け
石
を
と
も
な
っ
た
炉
穴
や
、
猪

・
鹿
な
ど

を
捕
獲
す
る
た
め
の
陥
し
穴
、
墓
坑
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の
土
坑
は

貯
蔵
穴
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

縄
文
人
が
利
用
し
た
堅
果
類
で
も
っ
と
も
多
い
も
の
は
ク
リ

・
ク
ル
ミ

・
ト
チ

の
木

・
コ
ナ
ラ
属
の
果
実
で
あ
る
。

コ
ナ
ラ
属
は
食
用

一
〇
種
類
の
内
で
の
差
は

あ
る
も
の
の
、　
一
〇
〇
％
あ
た
り
二
四
〇
～
二
八
〇
愕
、
ク
リ
は

一
八
〇
招
、
ト

チ
の
本
は
三
六
九
招
で
あ
り
、
現
在
の
主
食
で
あ
る
穀
類
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
秋
の
三
～
四
か
月
の
間
に

拾

っ
た
木
の
実
を
で
き
る
限
り
長
く
貯
蔵
し
、
冬
の
間
の
食
料
に
す
る
た
め
に
は

貯
蔵
穴
が
必
要
で
あ
る
。
貯
蔵
穴
は
、
縄
文
中
期
の
長
岡
市
中
道
遺
跡
の
ト
チ
棚

●―ドングリ

3南方前池遺跡

呈犯聖誉髪

麟桑務

070嘴 ハQ
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や
長
野
県
籐
内
遺
跡
の
ク
リ
棚
な
ど
住
居
の
梁
を
利
用
し
た
吊
り
棚
と
並
ん
で
、

食
料
を
計
画
的
に
利
用
す
る
た
め
の
縄
文
人
た
ち
の
工
夫
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
塚
田
遺
跡
に
は
す
り
鉢
状
の
土
坑
が
多
い
が
、
前
期
初
頭
の
土
器
を
と

も
な
う
も
の
に
は
バ
ケ
ツ
形
や
フ
ラ
ス
コ
形
土
坑
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
貯
蔵
の
方

法
を
実
際
に
木
の
実
が
残

っ
て
い
る
こ
と
の
多
い
低
湿
地
型
貯
蔵
穴

（図
２．
）
か

ら
推
測
す
る
と
、
ま
ず
木
の
実
を
詰
め
込
み
、
そ
の
上
を
木
の
葉
や
樹
皮
で
お
お

い
、
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
粘
土
や
石
を
か
ぶ
せ
て
蓋
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
塚
田
遺
跡
で
は
そ
の
ほ
か
に
、
Ｄ
ｌ７
号
土
坑
で
は
鵜
ヶ
島
台
式
土
器
、
Ｄ
ｌ５

・

Ｄ
皿

・
Ｄ
ｌ４３
号
土
坑
で
は
そ
れ
ぞ
れ

「早
期
第
Ш
群
土
器
」
の
完
形
品
が
土
坑
の

底
部
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
土
器
自
体
に
使
用
後
に
埋
納
さ
れ
る
よ
う
な
、

特
殊
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
土
器
の
内
容
物
が
埋
納
も

し
く
は
保
存
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、
熊
本
県

曽
畑
遺
跡
で
は
木
の
実
が
籠
ま
た
は
編
み
物
に
入
れ
ら
れ
て
、
津
島
岡
大
遺
跡
で

は
土
器
に
入
れ
ら
れ
て
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
塚
田

遺
跡
の
早
期
後
半
の
土
坑
が
貯
蔵
穴
で
あ
る
と
す
る
と
、
す
で
に
こ
の
時
期
か
ら

計
画
的
に
資
源
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
前
期
初
頭
の
土

坑
群

へ
と
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
計
画
性
と

土
坑
群
が
遺
跡
全
体
の
な
か
で
は
や
や
中
央
北
側
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

痕
跡
こ
そ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
簡
単
な
テ
ン
ト
式
の
住
居
跡
が
土
坑
周
辺

に
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

〓
一　
早
期
の
土
器

縄
文
早
期
に
な
る
と
土
器
の
文
様
が
多
様
化
し
、
地
域
ご
と
の
違
い
も
現
れ
る
。

た
だ
し
土
器
文
様
を
図
像
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
縄
文
早
期
の
土
器
に
お
い
て

は
モ
チ
ー
フ
の
特
徴
よ
り
も
、
施
文
具
の
素
材
の
違
い
が
文
様
の
多
様
性
を
生
ん

で
い
る
。
そ
れ
で
は
塩
野
西
遺
跡
群
か
ら
多
く
出
土
し
た
土
器
型
式
を
古
い
順
に

見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

早
期
を
土
器
の
文
様
の
変
化
を
基
準
に
区
分
す
る
と
、
ま
ず
縄

押
型
文
土
器

文
草
創
期
の
終
わ
り
か
ら
早
期
の
初
頭
に
か
け
て
数
段
階
の
変

遷
を
と
げ
る
表
裏
縄

文
土
器
の
時
期
が
あ
る
。
表
裏
縄
文
土
器
を
作

っ
て
い
た

人
々
は
、
関
東
地
方
の
撚
糸
文
土
器
の
人
々
と
接
触
し
、
や
が
て
押
型
文
土
器
を

生
み
出
す
。
こ
つ
し
て
中
部
高
地
の
縄
文
早
期
前
半
を
代
表
す
る
尖
底
土
器
で
あ

る
押
型
文
土
器
が
誕
生
す
る
わ
け
で
あ
る
。
押
型
文
土
器
が
も
っ
と
も
盛
行
す
る

の
は
中
部
地
方
か
ら
近
畿
地
方
に
か
け
て
の
関
東
以
西
で
あ
る
。
押
型
文
土
器
の

前
半
期
に
は
関
東
地
方
で
は
撚
糸
文
土
器
が
、
東
北
地
方
で
は
鋸
歯
文

・
菱
形
文

を
縦
に
刻
ん
だ
日
計

式
押
型
文
土
器
が
作
ら
れ
、
後
半
に
は
貝
殻
沈
線
文
系
土
器

が
作
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
州
は
異
質
な
二
つ
の
文
化
で
塗
り
分
け
ら
れ
て
い

る
が
、
け
っ
し
て
排
他
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
押
型
文
土
器
が
主
体
に
な
る
地

域
で
も
撚
糸
文
土
器
が

一
緒
に
出
土
し
、
そ
の
逆
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
押
型
文

土
器
を
作
っ
た
人
々
が
多
く
作
っ
た
特
殊
磨
石
が
撚
糸
文
文
化
圏
に
入
り
、
撚
糸

文
土
器
の
人
々
が
使

っ
た
ス
タ
ン
プ
型
石
器
が
押
型
文
文
化
圏
で
し
ば
し
ば
み
ら



れ
る
。
か
れ
ら
は
互

い
に
交
流
を
も
ち
な
が
ら
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

押
型
丈
と
は
山
形

・
桁
円

・
格
子
＝
な
ど
を
彫
刻
し
た
九

い
棒

（木
も
し
く
は

骨
な
ど
）
を
粘
上
の
Ｌ
に
転
が
し
て
付
け
た
文
様
で
あ
る
．
草
創
期
の
押
圧
縄
丈
・

回
転
縄
文
な
ど
撚

っ
た
縄
を
軟
ら
か
い
■
器
の
器
面
に
押
し

つ
け
て
付
け
ら
れ
た

文
様
と
、
縄
を
使
わ
な

い
押
型
文
と
の
差
異
は
非
常
に
大
き

い
．
た
だ
し
、
撚
糸

文
が
九

い
棒
の
上
に
縄
を
巻

い
て
転
が
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
押
型
文
は

九

い
棒
の
上
に
縄
を
巻
く
か
わ
り
に
線
や
図
形
を
彫
刻
し
た
と
と
ら
え
れ
ば
そ
れ

ら
の
関
連
が
説
明
で
き
る
。
彫
刻
す
る
図
形
は
時
間
と
と
も
に
ゆ
る
や
か
に
変
化

す
る
。
す
な
わ
ち
押
型
文
上
器
群
の
個
々
の
土
器
に
付
け
ら
れ
た
文
様
が
、
ど
ん

な
組
み
合
わ
せ
で
出
現
す
る
か
を
み
る
と
大
ま
か
な
時
期
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

中
部
高
地
の
押
型
文
上
器
は
、
こ
れ
ら
の
文
様
の
細
部
と
各
文
様
が
施
文
さ
れ
た

土
器
の
組
成
比
の
層
位
的
な
差
異
を
基
準
と
し
て
立
野
式

・
樋
沢
式

・
細
久
保
式

の
順
に
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
近
畿
地
方
の
大
鼻
式

・
大
川
式
な
ど
さ
ら
に
古

い
と
さ
れ
る
型
式
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
最
古
型
式
と
さ
れ
る
立
野
式
の
文
様
に
は
格
子
日
文

（正
格
子

・
斜
格
子
了

山
形
文

・
市
松
文

・
楕
円
文

（ポ
ジ

・
ネ
ガ
）
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
は
縄
文
・撚
糸
文
の
土
器
が
と
も
な

っ
て
い
る

（図
２２
）
●
川
原
田
遺
跡

で
横
方
向

の
山
形
文
、
縦
方
向
の
山
形
文
、
縦
方
向
の
楕
円
文
の
立
野
式
が
合
計

五
片
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
塚
田
遺
跡
で
斜
格
子
目
文
を
も

つ
土
器
が
出
土
し

て
い
る
（図
２３
）
ｏ
北
相
木
村
栃
原
岩
陰
遺
跡
で
は
斜
格
子
目
文
土
器
が
表
裏
縄
文

土
器
と
相
前
後
す
る
深
さ
か
ら
出
土
し
は
じ
め
、
異
方
向
帯
状
施
文
の
樋
沢
式
が

そ
れ
よ
り
浅

い
位
置
か
ら
出
土
し
た
。
撚
糸
文
土
器
は
斜
格
子
目
文
上
器
を
含
み

そ
れ
よ
り
深
い
位
置
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

第 3節 縄文文化の胎動―早期

写12 繊維を含む塚田遺跡の押型文土器
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樋
沢
式
は
岡
谷
市
樋
沢
遺
跡
の
下
層
土
器
を
基
準
に
設
定
さ
れ
た
型
式
で
あ
る
。

日
唇
部
下
を
横
走
・縦
走
す
る

一
～
二
帯
の
山
形
押
型
文

（直
交
す
る
帯
状
施
文
）

を
も

つ
土
器
が
も

っ
と
も
組
成
比
が
高
く
文
様
的
に
も
特
徴
と
さ
れ
る
。
岐
阜
県

の
沢
遺
跡
で
設
定
さ
れ
た
沢
式
は
樋
沢
式
に
き
わ
め
て
類
似
し
た
文
様
構
成
を
と

る
が
、
胎
土
に
黒
鉛
を
含
ん
で
い
る
点
で
識
別
さ
れ
る
。
県
内
で
は
塩
尻
市
向
陽

台
遺
跡
で
多
数
の
無
文
土
器
と
と
も
に
沢
式
が
か
な
り
の
量
出
土
し
た
が
、
塚
田

遺
跡
の
土
器
の
な
か
に
は
黒
鉛
を
含
む
沢
式
に
比
定
で
き
る
も
の
が

一
点
あ
る
。

同
遺
跡
に
は
横
方
向
帯
状
に
山
形
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
も
の
が

一
点
、
縦
方
向

帯
状
の
も
の
も
二
点
あ
る
。

こ
れ
ら
は
縦
方
向
密
接
山
形
文
も
含
め
て
樋
沢
式
か

ら

つ
ぎ
の
細
久
保
式
と
さ
れ
て
い
る
。
樋
沢
式
は
佐
久
地
方
で
も

一
五
遺
跡
で
出

土
し
て
お
り
、
と
く
に
望
月
町
平
石
遺
跡
で
は
三
二
六
点
が
確
認
さ
れ
た
が
、
な

か
に
は
東
北
地
方
の
日
計
系
の
押
型
文
土
器
の
破
片
が
含
ま
れ
て
い
る
。
逆
に
福

島
県
竹
ノ
内
遺
跡
で
は
日
計
式
押
型
文
土
器
と
と
も
に
樋
沢
式
が
出
土
し
て
い
る
。

細
久
保
式
は
樋
沢
式
に
後
続
す
る
型
式
で
、
横
方
向
に
密
接
し
て
施
文
さ
れ
る

山
形
押
型
文
と
楕
円
文
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
川
原
田
遺
跡
で
は
両
方
の
文
様

の
も
の
が

一
点
ず

つ
出
土
し
た
。

押
型
文
土
器
の
終
末
は
、
口
縁
部
に
や
や
大
柄
な
楕
円
文
が
密
接
施
文
さ
れ
る

塞
ノ
神
式
、
高
山
寺
式
を
経
て
、
栃
原
岩
陰
か
ら
出
土
し
た
半
裁
竹
管
に
よ
る
押

引
文
と
山
形
押
型
文
を
も

つ
丸
底
土
器
を
指
標
と
す
る
相
木
式

へ
と
変
遷
し
て
い

く
。
塞
ノ
神
式
は
胎
土
に
繊
維
を
含
む
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
塚
田
遺
跡

で
は
密
接
施
文
の
楕
円
文
を
も

つ
土
器
が
三
点
出
土
し
、　
い
ず
れ
も
胎
土
に
繊
維

を
含
ん
で
い
る
（写
１２
）
ｏ
相
木
式
に
類
似
し
た
文
様
意
匠
を
も

つ
土
器
は
次
項
で

登
場
す
る
下
荒
田
遺
跡
の
沈
線
文
土
器
に
み
ら
れ
、
田
戸
上
層
式
終
末
期
が
相
木

式
と
時
期
的
に
か
な
り
近
接
す
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

漱

繊

対

系
　
関
東
地
方
で
撚
糸
文

土
　
器
　
群
　
土
器
に
後
続
す
る
土

器
は
い
わ
ゆ
る
沈
線
文
土
器
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
箆
や
棒
状
の
工
具
に
よ
る

沈
線
文
と
、
貝
殻
の
復
縁
部
を
内
側
に

や
や
傾
け
て
縁
部
を
器
面
に
押
圧
す
る

貝
殻
復
縁
文
な
ど
の
文
様
が
付
け
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も

つ
土
器
群

は
三
戸
式

・
田
戸
下
層
式

・
Ｈ
〃
上

層

式

の
順
に
変
遷
す
る
。
塚
田
遺
跡
で
は

最
終
末
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
田
戸
上
層

式
が
八
八
点
出
土
し
（写
１３
）
、
大
岡
村

鍋
久
保
遺
跡

・
望
月
町
新
水
Ａ

・
Ｂ
遺

跡

・
山
ノ
内
町
上
林
中
道
南
遺
跡
と
あ

わ
せ
て
県
内
を
代
表
す
る
資
料
群
と
な

っ
て
い
る
。
塚
田
遺
跡
の
土
器
は
、

い

ず
れ
も
破
片
資
料
で
あ
る
が
貝
殻
復
縁

文
が
多
用
さ
れ
る
ほ
か
、
沈
線

が

一

～
二
ぼ
幅
で
鋭
く
、
繊
維
を
ご
く
わ
ず

か
含
む
と
い
う
特
徴
を
も

つ
。
器
形
は

△ 早期第 1群 11器  (1:4)

V● ‐ ●■ 機 響 台 轟 B雷 導

rrvftD.s?tt
●■,0● へ奪ご0
写13 塚田遺跡の日戸上層式土器 早期第H群土器 (1:4)
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図24 下荒田遺跡の沈線文土器

尖
底

・
丸
底
深
鉢
が
主
体
で
あ
る
が
、
口
縁
部
が
内
湾
し
、
頸
部
で
く
び
れ
、
胴

部
が
丸
み
を
も
つ
キ
ャ
リ
パ
ー
形
土
器
が
出
現
す
る
。
主
要
な
施
文
具
で
あ
る
貝

は
内
湾
に
住
む
海
産
の
二
枚
貝
で
あ
り
、
海
岸
部
か
ら
交
易
品
と
し
て
運
ば
れ
て

き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
田
戸
上
層
式
よ
り
も
や
や
幅
の
広
い
沈
線
が

数
条
並
行
し
て
渦
巻
文
や
幾
何
学
的
な
文
様
が
描
か
れ
る
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
た

土
器
群
が
、
下
荒
田
遺
跡
で

一
〇
〇
点

（下
荒
田
遺
跡
早
期
第
１
群
土
器
）
（図

２４
）
、
川
原
田
遺
跡
で

一
点
出
土
し
て
い
る
。
ン」
の
な
か
に
は
隆
帯
や
並
行
沈
線
の

間
に
連
続
し
た
刺
突
が
施
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
関
東
の
田
戸
上

層
式
に
本
来
目
立
つ
隆
帯
文
や
刺
突
文
を
有
す
る
、
塚
田
遺
跡
の
田
戸
上
層
式
で

外
面
の
み
で
あ

っ
た
条
痕
調
整
が
内
外
面
に
拡
大
す
る
、
胎
土
中
の
繊
維
が
増
加

す
る
な
ど
田
戸
上
層
式
の
後
半
～
末
に
並
行
す
る
要
素
が
み
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
沈
線
文
土
器
群
と
前
項
の
押
型
文
土
器
群
と
の
時
期
的
な
関
係
に
つ

い
て
は
、
伊
那
市
浜
弓
場
遺
跡
で
押
型
文
土
器
の
後
半
に
あ
た
る
細
久
保
式

・
塞

ノ
神
式
が
田
戸
下
層
式
と
共
伴
し
、
高
山
寺
式
が
田
戸
上
層
式
と
並
行
す
る
。
ま

た
、
佐
久
地
方
で
も
新
水
Ｂ
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
沈
線
文
土
器
と
押
型
文
土

器
と
の
共
伴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
御
代
田
町
で
は
ま
だ
両
者
の
積
極
的
な
共
伴

関
係
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
北
信
地
方
は
押
型
文
土
器
終
末
期
に
は
関
東

の
田
戸
上
層
式
を
中
心
と
す
る
文
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

鵜

ヶ

島

ムロ
式

と
　
沈
線
文
系
土
器
群
に
後
続
す
る
型
式
は
、
早
期
後
半

「早
期
第
Ⅲ
群
土
器
」
　

貝
殻
条
痕
文
系
土
器
群
で
、
子
母
口
式

・
野
島
式

・

鵜
ヶ
島
台
式

車
矛
山
下
層
式
・
茅
山

上
層
式
の
順
に
連
続
す
る
。
こ
の
つ
ち
の
鵜

ヶ
島
台
式
土
器
は
塚
田
遺
跡
で
二
三
点
、
下
荒
田
遺
跡
で
五
点
出
土
し
て
い
る
。
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:ヽ  /

写14鵜 ケ島台式
土器

写15 塚田遺跡早期Ⅲ群

土器

と
く
に
塚
田
遺
跡
の
Ｄ
１
１７
号
上
坑
で
は
鵜
ヶ
島
台
式
の
先
形
土
器
が

一
個
体
押

し
つ
ぶ
さ
れ
た
形
で
出
土
し
て
い
る
（写
１４
）ｏ
こ
れ
は
胴
部
に
二
段
の
強
い
屈
曲

を
も

つ
丸
底
■
器
で
ゴ

一段
に
わ
た

っ
て
鵜
ヶ
島
台
式
特
有

の
欅

状
の
幾
何
学
的

な
区
画
が
細

い
沈
線
で
描
か
れ
、
平
行
沈
線
で
充
損
さ
れ
て
い
る
。
区
画
の
交
点

に
は
円
形
竹
管
に
よ
る
刺
突
も
み
ら
れ
る
口
鵜

ヶ
島
台
式

の
日
縁
部
形
態
に
は
平

縁

・
波
状
日
縁

・
把
手
や
突
起
を
も

つ
も
の
な
ど
が
あ
り
多
様
で
あ
る
が
、
底
部

は
条
痕
の
み
が
施
さ
れ
る
粗
製
上
器
以
外
は
前
段
階
の
野
島
式
と
は
異
な
り
、
平

底
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
塚
田
遺
跡
の
十
器
は
文
様
要
素

・
モ
チ
ー

フ
と
も
に
鵜

ヶ
島
台
式
の
範

疇
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
丸
底
で

あ

っ
た
。
鵜

ヶ
島
台
式
の
資
料
は
佐
久
市
後
平
遺
跡
、
山
ノ
内
町
中
道
南
遺
跡
、

大
町
市
ト
チ
ガ
遺
跡
、
高
森
町
広
庭
遺
跡
な
ど
県
下
全
域
で
出
上
し
て
い
る
が
、

完
形
資
料
は
そ
の
分
布
圏
で
あ
る
中
部

・
関
東

。
東
北
南
部

・
東
海
地
方
の
な
か

で
も
少
な
く
、
本
例
は
野
島
式
か
ら
鵜

ヶ
島
台
式
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
も
貴
重

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
上
器
の
文
様
要
素
は
、
区
画
が
微
隆
起
線
で
描
か
れ
る
も

の
、
竹
管
に
よ
る
区
画
内

の
押
し
引
き
が
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
多
彩
で
あ

る
．塚

田
遺
跡
の
―‐
坑
や
遺
物
包
含
層
か
ら
は
、
山
梨
県
占
屋
敷
遺
跡
で
占
屋
敷
遺

跡
第
Ⅳ
群
上
器
と
分
類
さ
れ
た
野
島
式
と
共
伴
す
る
組
文
施
丈
の
尖
底
深
鉢
に
類

似
し
た
上
器
が
出
上
し
た
（写
１５
）
一
こ
れ
ら
は
塚
田
遺
跡
早
期
第
Ⅲ
群
上
器
と
し

て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
日
縁
部
に
刻
目
が
あ
り
内
面
に
条
痕
が
施
文
さ
れ
て
い

る
な
ど
の
点
で
、

つ
ぎ
の
鵜
ヶ
島
台
式
に
組
成
す
る
縄
文
施
文
上
器
で
あ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な

い
。

績

ギ
リ
術
　
早
期
末
に
は
、

圧
痕
文
土
器
　
る
こ
と
で
イ
モ
縄
を
軸
に
し
て
さ
ら
に
そ
こ
に
縄
を
巻
き
付
け

ム
シ
の
よ
う
な
形
に
な

っ
た
原
体

（絡
条
体
）
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を
土
器
の
口
縁
部
に
押
し
つ
け
た
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
が
流
行
す
る
。
器
形
は
い

ず
れ
も
尖
底
の
深
鉢
で
胎
土
に
繊
維
を
含
む
。
こ
の
土
器
群
は
お
お
ま
か
に
四
段

階
に
わ
た
っ
て
変
化
す
る
。

第

一
。
第
二
段
階
に
は
絡
条
体
を
横
方
向
や
斜
め
方
向
に
引
い
た
絡
条
体
条
痕

が
地
文
と
な
る
。
と
く
に
第

一
段
階
は
前
項
で
述
べ
た
条
痕
文
土
器
の
最
後
の
型

式
で
あ
る
茅
山
上
層
式
に
並
行
す
る
時
期
と
さ
れ
、
実
際
に
貝
殻
条
痕
文
を
地
文

劇
川
＝
Ｈ
　
あ

証駒鋼

翻
雰
瘍
ｍ
２Ｎ
，Ｗ

瞥

錮

彪

聰

鼈

炒

に
も
つ
土
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
信
州
の
縄
文
人
の
使
う
施
文
工
具

が
貝
殻
か
ら
縄

へ
と
そ
の
比
重
を
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
の
土
器

群
は
牟
礼
村
丸
山
遺
跡

・
和
田
村
男
女
倉
遺
跡

。
松
本
市
桜
田
遺
跡

。
岡
谷
市
下

り
林
遺
跡
・茅
野
市
高
風
呂
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
坂
北
村

向

六
区
遺
跡
で
も

条
痕
文
の
変
化
を
も
と
に
土
器
群
の
変
遷
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
階
は
入

海
Ｈ
式
，
石
山
式
並
行
期
に
あ
た
り
、
撚
糸
文
が
地
文
に
加
わ
る
。
絡
条
体
条
痕

は
原
体
を
引
き
ず

っ
て
付
け
た
文
様
で
あ
る
の
に
対
し
、
撚
糸
文
は
原
体
を
器
面

に
転
が
し
て
付
け
た
文
様
で
あ
る
。
こ
の
段
階
の
資
料
は
岡
谷
市
膳
棚
Ｂ
遺
跡

・

明
科
町
ほ
う
ろ
く
屋
敷
遺
跡
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
登
場
し
た
「転

が
す
」
と
い
う
行
為
は
、
つ
ぎ
の
段
階
で
縄
文
そ
の
も
の
を
原
体
に
置
換
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
第
四
段
階
に
は
縄
文
が
地
文
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
段
階
の
土
器
群
は
、
逆
Ｔ
字
状
の
隆
帯
や
縄
文
地
文
の
連
続
性
か
ら
前
期
初

頭
の
塚
田
式
の
母
胎
に
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
塚
田
遺
跡
で

一
六
点
、
川
原

田
遺
跡
で
三
〇
点
、
下
荒
田
遺
跡
で
二
点
、
一戻
場
遺
跡
で
完
形
土
器
が

一
点
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
つ
ち
川
原
田
遺
跡
出
土
土
器
を
概
観
す
る
と
、
地
文
の
ほ
と
ん

ど
が
縄
文
で
あ
り
、
日
縁
部
に
隆
帯
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
縦
や
斜
め
に
垂

下
す
る
隆
帯
上
も
し
く
は
隆
帯
に
沿
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
外
面
横
位

・
斜
位

・
山

形
・弧
状
に
、
絡
条
体
が
押
圧
さ
れ
て
い
る

（図
２５
）ｏ
こ
れ
ら
に
組
成
す
る
沈
線

文
土
器
も
両
遺
跡
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
ほ
か
に
岡
谷
市
梨
久
保
２３
ｂ

住

。
７３
住
上
層
、
松
本
市
坪
ノ
内
遺
跡
で
類
似
し
た
土
器
群
が
出
土
し
、
そ
の
広

が
り
は
県
下
全
域
に
お
よ
ぶ
。

絡
条
体
圧
痕
文
土
器
の
時
期
に
は
東
海
地
方
を
中
心
に
独
自
の
条
痕
文
土
器
が

作
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
県
内
に
も
波
及
す
る
。
坪
ノ
内
遺
跡
で
は
入
海
Ｈ
式

・
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天
神
山
式

・
塩
屋
式
が
出
土
す
る
。
御
代
田
に
東
海
系
土
器
が
流
入
す
る
の
は
前

期
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
に
組
成
す
る
沈
線
文
土
器
に

東
北
南
部
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
１
　
温
暖
化
は
約

一
万
五
〇
〇
〇
年
前
～
六
〇
〇
〇
年
前
に
か
け
て
徐
々
に
進
行
す

る
が
、　
一
万

一
〇
〇
〇
年
前
～
一
万
年
前
に
か
け
て
は

一
時
的
に
寒
冷
化
が
お
こ

２

つ

。

〈引
用

・
参
考
文
献
〉

小
松
　
虔
　
一
九
七
六
　

「栃
原
岩
陰
遺
跡
の
押
型
文
土
器
」
『長
野
県
考
古
学
会

誌
』
二
七

新
谷
和
孝
ほ
か
　
一
九
九
五

　

『お
宮
の
森
裏
遺
跡
』
木
曽
郡
町
村
会
ほ
か

田
中
　
琢
。佐
原
真
編
　
一
九
九
五
　

『新
し
い
研
究
法
は
考
古
学
に
な
に
を
も
た

ら
し
た
か
』

塚
本
師
也
　
一
九
九
二
　

「食
料
貯
蔵
」
『季
刊
考
古
学
』
４４

鶴
田
典
昭
　
一
九
九
五
　
「押
型
文
土
器
及
び
撚
糸
文
文
土
器
に
伴
う
石
器
」
『長

野
県
考
古
学
会
誌
七
七

・
七
八
　
表
裏
縄
文
か
ら
立
野

式

へ
』

中
沢
道
彦
　
一
九
九
四
　
「塚
田
遺
跡
出
土
早
期
土
器
群
に
つ
い
て
」
『塚
田
遺
跡
』

中
沢
道
彦
・贄
田
　
明
　
一
九
九
六
　
「長
野
県
北
佐
久
郡
戻
場
遺
跡
採
集
の
縄
文

土
器
に
つ
い
て
」
『縄
文
時
代
』
七

中
沢
道
彦
　
一
九
九
七
　
「縄
文
早
期
末
「膳
棚
Ｂ
式
」
の
設
定
と
「プ
レ
塚
田
式
」

の
理
解
に
向
け
て
」
『川
原
田
遺
跡
』

長
野
県
考
古
学
会
縄
文
時
代

（早
期
）
部
会
　
一
九
九
五
　
『長
野
県
考
古
学
会
誌
』

七
七

・
七
八
　
表
裏
縄
文
か
ら
立
野
式
へ

長
野
県
考
古
学
会
縄
文
時
代

（早
期
）
部
会
　
一
九
九
七
　
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
押
型

文
と
沈
線
文
』

長
野
県
立
歴
史
館
　
一
九
九
六
　
『信
濃
の
風
土
と
歴
史
』
②

馬
場
保
之
　
一
九
九
五
　
「立
野
遺
跡
の
押
型
文
土
器
」
『長
野
県
考
古
学
会
誌
』

七
七

・
七
八
　
表
裏
縄
文
か
ら
立
野
式

へ

広
瀬
昭
弘
　
一
九
九
五
　
「押
型
文
土
器
及
び
撚
糸
文
文
土
器
に
伴
う
石
器
」
『長

野
県
考
古
学
会
誌
七
七

・
七
八
　
表
裏
縄
文
か
ら
立
野

式

へ
』

福
島
邦
男
　
一
九
八

一
　

『新
水
』
望
月
町
教
育
委
員
会

町
田
勝
則
　
一
九
九
五
　

「中
部
日
本
に
お
け
る
縄
文
時
代
石
器
文
化
の
黎
明
」

『長
野
県
考
古
学
会
誌
七
七

・
七
八
　
表
裏
縄
文
か
ら

立
野
式

へ
』

安
田
喜
憲
　
一
九
八
〇
　

『環
境
考
古
学
事
始
』

山
田
昌
久
　
一
九
九
七
　
「
″縄
文
時
代
″
を
と
ら
え
な
お
す
」
「
ビ
」ま
で
解
っ
た

日
本
の
先
史
時
代
』
角
川
書
店

綿
田
弘
実
　
一
九
九
二
　
「向
六
区
遺
跡
」
『中
央
自
動
車
道
長
野
線
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
』

一
二

綿
田
弘
実
　
一
九
九
六
　

「中
部
高
地
に
お
け
る
縄
文
早
期
末
葉
絡
条
体
圧
痕
文

土
器
」
『長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
二

渡
辺
　
誠
　
一
九
八
四
　

『縄
文
時
代
の
植
物
食
』



第
四
節
　
縄
文
文
化
の
形
成
―
前
期

一則
湘
別
の
泣
退
航
リ

一訓
　
期
　
の
　
今
か
ら
約

一
万
年
前
の
後
氷
期
に
始
ま
る
地
球
規
模
の
温
暖
化

あ

ら

ま

し
　
は
さ
ら
に
進
み
、
や
が
て
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
あ
る
い
は
気
候
的

最
適
期
と
よ
ば
れ
る
温
暖
期
を
迎
え
る
。
こ
れ
は
縄
文
早
期
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら

前
期
に
あ
た
り
、
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
も
二
～
三
度
高
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

温
暖
化
に
よ
る
急
速
な
海
面
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
す
で
に
縄
文
時
代
早
期
の

中
ご
ろ

（約
八
五
〇
〇
年
前
ご
ろ
）
に
は
対
馬
暖

流
が
本
格
的
に
日
本
海
に
流
入

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
の
こ
ろ
に
そ
の
流
入
量
と
勢
い

は
最
高
と
な
っ
た
。
暖
流
の
流
入
は
温
暖
化
之
日
本
海
側
の
多
雪
化
を
助
長
す
る
。

こ
の
よ
う
な
気
候
変
化
の
影
響
を
受
け
て
前
期

（約
六
〇
〇
〇
年
前
）
の
東
日
本

内
陸
部
の
大
半
は
、　
コ
ナ
ラ

・
ク
リ

・
イ
ヌ
ブ
ナ

。
モ
ミ

・
ツ
ガ
な
ど
を
中
心
と

す
る
暖
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
に
お
お
わ
れ
て
い
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
早
期
前
半
に

九
州
や
四
国
お
よ
び
本
州
の
南
岸
に
限
ら
れ
て
い
た
常
緑
の
カ
シ

。
シ
イ
を
中
心

に
し
た
照

葉
樹
林
は
早
期
後
半
に
福
井
県
鳥
浜
貝
塚
に
達
し
、
そ
の
植
生
を
急
激

に
変
化
さ
せ
、
前
期
に
な
る
と
西
南
日
本

一
円
を
広
く
お
お
っ
て
い
っ
た

（図

２６
）ｏ東

日
本
の
縄
文
人
た
ち
は
落
葉
広
葉
樹
の
林
の
中
に
住
ん
で
、
カ
ロ
リ
ー
の
高
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wI<15(ツ ンドラ気候 )

15≦ WIく 45(BF_寒帯針葉樹林気候 )

45≦ WI<85(冷温帯落葉広葉樹林気候 )
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180≦ WI(亜熱帯林気候 )

花粉分析から推定される日本海側のスギ林卓越地
域

図26 縄文時代前期 (6000年前ごろ)の森林帯気候の分布図と日本海側のスギ林卓越地域の分布

WI:暖かさの指数 CI:寒 さの指数 (『環境考古学事始』より)
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い
果
実
を
採
集
し
、
葉
が
落
ち
て
見
通
し
の
良
く
な

っ
た
冬
は
こ
こ
を
狩
場
と
し

た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
、
奥
行
き
の
深
い
入
り
江
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

・
ハ
マ
グ
リ

。
ア
サ
リ
な
ど
生
息
域
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
貝

種
か
ら
な
る
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
資
源
に
支
え
ら
れ
て
、
食
糧
を
求
め
て
の
移
動
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
縄
文
人
は
、　
一
か
所
に
し
っ
か
り
と
し
た
住
居
を
つ
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
生
じ
た
生
活
の
ゆ
と
り
が
急
速
に
縄
文
的
文
化
を
開
花
さ

せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
定

住
は
幾
つ
か
の
世
帯
が
集
ま

っ
て

一
か
所
に
住
む
集
住

の
契
機
と
な
る
。
や
が
て
前
期
も
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
早
く
も
定
型
的
遺
構
配
置

を
と
る
大
規
模
な
集
落
の
形
成
が
始
ま
る
。
大
木
式
土
器
が
主
体
を
な
す
秋
田
県

上
ノ
山
Ⅱ
遺
跡
で
は
、
配
石
遺
構
を
も
つ
広
場
を
囲
む
よ
う
に
大
型
住
居
が
建
て

替
え
た
も
の
を
含
め
て
十
数
軒
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
円
筒
下
層
式
土

器
が
主
体
を
な
す
秋
田
県
池
内
遺
跡
で
は
建
物
が
直
線
帯
状
に
配
置
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
大
型
住
居
が
分
布
す
る
東
北
地
方
に
対
し
、
長
野
県
の
八
ケ
岳
西
南
麓

で
は
、
原
村
阿
久

遺
跡
で
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
中
央
の
広
場
に
あ
た
る
と
こ

ろ
に
大
形
の
柱
穴
が
四
角
形
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
壁
立
式
で
平
地
式
の
正

方
形
の
建
物
跡
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
が
多
数
見

つ
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
期
の

後
半
に
は
、
中
央
に
立
石
を
も
つ
土
坑
群
と
集
石
群
か
ら
な
る
ま
つ
り
の
場
が
集

落
中
央
に
直
径
約

一
〇
〇
屑
を
超
す
規
模
で
広
が
っ
て
い
た
。

一
万
年
の
長
き
に
わ
た
る
縄
文
時
代
の
中
で
も
前
期
の
こ
の
発
展
は
、
約
六
三

〇
〇
年
前
の
南
九
州
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
大
噴
火
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
除
い
て
は
、

戦
争
や
搾
取
と
い
う
文
化
の
発
展
を
阻
害
す
る
要
因
が
な
か
っ
た
こ
と
も
幸
い
し

て
、
環
境
の
変
化
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
急
速
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
か

つ
て
御
代
田
町
に
住
ん
で
い
た
狩
猟
採
集
民
は
ど
ん
な
場
所
に
遺
跡
を
残
し
、
ど

ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
発
掘
成
果
に
も
と
づ
い
て
見
て
い
こ

、「′′。塩
野
西
遺
跡
群
　
　
文
時
代
早
期
に
塩
野
地
区
を
生
活
の
場
と
し
て
い
た
人
々

は
、
前
期
に
な
っ
て
つ
い
に
こ
の

一
帯
に
定
住
の
痕
跡
を
残

す
。
浅
間
山
南
麓
の
独
立
し
た
尾
根
の
平
坦
部
に
広
が
る
こ
の
日
あ
た
り
の
良
い

緩
斜
面
に
立
っ
て
み
よ
う
。
今
は
良
好
な
水
田
地
帯
に
変
貌
し
て
い
る
が
お
そ
ら

く
当
時
は
落
葉
広
葉
樹
の
雑
木
林
が
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
地
平
線
を
追

っ

て
い
く
と
、
東
に
森
泉
山
、
南
に
佐
久
平
が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
む
こ
う
に
霊 写16 浅間山麓の塩野西遺 RIt群
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写17 下弥堂遺跡全景 住居跡14軒、土坑16基が発掘された

峰
八
ケ
岳
が
う

っ
す
ら
と
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
こ
は
今
も
真
楽
寺
に
龍
神
伝
説
が

残
る
ほ
ど
に
有
名
な
浅
間

の
第

一
伏
流
水
が
地
表
に
湧
き
出
す
地
で
も
あ
る
。
水

場
と
、
薪
と
食
料
調
達
地
と
し
て
の
森
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
塩
野
地
区
は
ま
さ

に
定
住
村
落
と
し
て
の
絶
好
の
場

で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

平
成
二
年
度
か
ら
経
営

の
合
理
化
を
目
的
と
し
た
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事

業
に
と
も
な

っ
て
緊
急
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
地
域
で
計
八
か
所
の
縄
文

時
代
前
期

の
集
落
が
今
に
よ
み
が
え
っ
た
。
五
年
間
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
連

綿
と
こ
の
あ
た
り
に
住
み
続
け
た
祖
先
の
姿
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た

（写
１６
）
ｏ

平
成
二
年
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
前
期
前
葉
の
住
居
跡

一
二
軒
、

塚

田

遺

跡

　

　

　

　

　

ぜ
‥
‥

ζ

土
坑
二
四
基
、
前
期
中

葉
の
住
居
跡

一
二
軒
が
検
出
さ
れ
た
。

と
く
に
こ
の
遺
跡
で
は
二
本
の
撚
り
の
異
な
る
原
体
を
使

っ
て
縄
に
よ
る
鳥

の
羽

状
の
地
文
様
を
表
現
し
た
羽
状

縄

文
が
器
面
に
展
開
し
、
日
縁
部
に
粘
土
紐
が

貼
り
付
け
ら
れ
た
尖
底
土
器
が
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
た
。
す
で
に
長
門
町
中
道
遺

跡
出
土
土
器
を
標
式
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
中
道
式
に
先
行
し
、
関
東
地
方
の

前
期
前
葉

の
土
器
群
と
は

一
風
変
わ
っ
た
こ
れ
ら

一
群
の
尖
底
土
器
は
、
遺
跡
の

名
前
に
ち
な
ん
で

「
塚
田
式
」
と
命
名
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
前
期
中
葉
の
住
居
跡

か
ら
は
関
山
Ⅱ
式
と
神
ノ
木
式
が
出
土
し
て
い
る
。

ヒ

み
ど
，つ　
　
　
大
学
塩
野
字
下
弥
堂
に
所
在
し
、
標
高
は
八
二
九
～
八
三
三
肝

下
弥
堂
遺
跡

で
あ
る
。
平
成
三
年
度

の
調
査
で
、
西
向
き
の
細

い
尾
根
上
に

縄
文
時
代
前
期
前
葉
塚
田
式
期
の
住
居
跡

一
四
軒
、
土
坑

一
六
基
が
検
出
さ
れ
た

（写
１７
）
ｏ
住
居
跡
群
は
調
査
区
外

の
台
地
の
縁
に
向

っ
て
さ
ら
に
連
続
す
る
よ
う
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―

´
一

も
ヽ
∫
～

ヽ
ハ

滋
イ

、

′
　
′‥
ι
‐
‐
Ｌ
ヽ
Ｆ
，

聰
V

で
あ
る
。
住
居
跡
は
ま

っ
た
く
重
複
が
な
い
状

態
で
発
見
さ
れ
た
も
の

の
、
床
面
に
残

っ
て
い

た
土
器
や
、
人
が
住
ま

な
く
な

っ
て
ご
み
穴
と

な

っ
た
時
に
捨
て
ら
れ

た
土
器
の
特
徴
か
ら
、

全
体
が
二

つ
の
時
期
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。
そ
の
結
果
、

同
時
に
建

っ
て
い
た
住

居
は
数
軒
だ
け
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
（図
２７
）
ｏ
ま
た
、
住
居
の
柱
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
炭
化
し
た
木
片
が
コ
ナ

ラ
属

コ
ナ
ラ
亜
属

コ
ナ
ラ
節
の
一
種
で
あ
る
こ
と
、
燃
料
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

ク
リ
近
似
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
遺
跡
周
辺
の
植
生
を
推
定
す
る
手
が
か
り

と
な

っ
た
。

城
之
腰
遺
跡
　
　
字
塩
野
字
城
之
腰
に
所
在
し
、
標
高
は
八
八
三
～
八
九

一
肝

に
わ
た
る
浅
間
山
南
麓
の
尾
根
上
に
立
地
す
る
。
平
成
二
年
度

の
調
査
で
五
軒
の
縄
文
前
期
中
葉
関
山
Ｈ
式
、
神
ノ
木
式
期
の
住
居
跡
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
Ｊ
ｌ
号
住
居
跡
か
ら
は
神
ノ
木
式
古
相
の
特
徴
を
も
つ
良

図27 下弥堂遺跡の集落景観 (想像図)(4ヽ山内玲子画)

写10 下弥堂遺跡の調査風景
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好
な

一
括
資
料
が
出
土
し
た
。

せき
や　
　
　
　
大
字
塩
野
字
関
屋
に
所
在
し
、
標
高
は
八
六
四
～
八
六
九
屑
で

関

屋

遺

跡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ
ξ

‥
よヽ
…

∵

あ
る
。
平
成
五
年
度
の
調
査
で
縄
文
前
期
後
葉
諸
磯
ｂ
式
期
の

竪
穴
住
居
が

一
軒
、
諸
磯
ａ
式

・
ｂ
式
の
土
坑
が
各

一
基
検
出
さ
れ
た
。
調
査
は

遺
跡
の
南
端
部
だ
け
で
あ
り
、
集
落
の
主
体
部
は
さ
ら
に
北
側

へ
広
が
っ
て
い
る

と
推
定
さ
れ
た
。

ひび
こ３
ん
　

　

平
成
四
年
度
の
調
査
で
縄
文
前
期
中

葉
と
考
え
ら
れ
る
隅
丸

東

荒
神
遺
跡

長
方
形
の
住
居
跡
五
軒
、
不
整
円
形
の
住
居
跡

一
軒
が
検
出
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
出
土
遺
物
が
少
な
く
炉
も
な
い
が
、
小
ピ
ッ
ト
が
壁

に
沿
っ
て
多
数
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
。
遺
構
外
な
ど
か
ら
は
諸
磯
ｂ
式

。
諸
磯
ｃ

式

。
十

三
一菩
提
式
土
器
等
が
出
土
し
て
い
る
。

ぶ

や
ぎ
わ
　
　
　
大
字
塩
野
字
中
屋
際
に
所
在
し
、
標
高
八
三
二
～
八
四

一
屑
で

中
屋
際
遺
跡

あ
る
。
平
成
四

・
五
年
度
の
調
査
で
縄
文
前
期
中
葉
と
考
え
ら

れ
る
竪
穴
住
居
跡

一
棟
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
構
外
か
ら
は
、
前
期
前
葉
の
尖
底
土

器

。
中
葉
の
関
山
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

そ

の

他

の
　
縄
文
中
期
中
葉
の
拠
点
集
落
で
あ
る
川
原
田
遺
跡
で
も
前
期
前

遺
　
　
　
跡
　
葉
の
住
居
跡

一
軒
、
中
葉
の
住
居
跡
三
軒
、
後
葉
の
住
居
跡

一

軒
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
縄
文
後
期
に
主
体
を
も
つ
滝
沢
遺
跡
で
も
二
軒

の
前
期
前
葉
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
一　
生
活
用
具
の
い
ろ
い
ろ

と
ん
が
り
底
　
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
縄
文
早
期
の
土
器
は
総
じ
て
尖
底
土

か
ら
平
底

へ
　
器
が
優
勢
で
あ

っ
た
が
、
前
期
の
最
初
に
登
場
す
る
塚
田
式
も

や
は
り
尖
底
土
器
で
あ
る

（写
２０
．２‐
）。
日
縁
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
か
直

線
的
に
立
ち
上
が
り
、
全
体
は
砲
弾
型
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
前
期

中
葉
に
な
る
と
、
関
東
地
方
に
お
も
に
分
布
す
る
関
山
式
も
在
地
の
土
器
と
さ
れ

る
神
ノ
木
式
も
平
底
に
な
る
。
そ
し
て
深
鉢
形
の
土
器
の
な
か
で
も
、
く
び
れ
の

な
い
カ
ッ
プ
状
の
器
形
と
頸
部
に
く
び
れ
を
も
ち
朝
顔
の
花
び
ら
の
よ
う
な
波

状
の
口
縁
を
も
つ
二
つ
の
形
が
現
れ
る
。
さ
ら
に
鉢
形
土
器

・
椀
形
土
器

・
台
付

深
鉢

・
片
口
土
器
が
登
場
す
る
。
関
東
地
方
で
は
す
で
に
前
期
前
葉
の
花
積
下
層

式
で
上
げ
底
風
の
平
底
土
器
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
浅
鉢
形

土
器
も
登
場
し
て
い
た
。
こ
の
器
形
の
分
化
は
さ
ら
に
進
み
、
関
山
式
で
は
鉢
形

土
器

・
椀
形
土
器

。
台
付
深
鉢

。
片
口
土
器
が
、
前
期
の
後
葉
諸
磯
ｂ
式
に
な
る

と
口
縁
部
が
大
き
く
開
き
そ
こ
か
ら
内
湾
す
る
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
パ
ー
形
の
深

鉢
形
土
器
が
出
現
す
る

（図
２８
）
ｏ

土
器
を
作
る
た
め
の
素
地
と
な
る
土

（胎
土
）
も
こ
の
変
化
に
運
動
す
る
か
の

よ
う
に
変
化
す
る
。
縄
文
早
期
後
半
か
ら
土
器

へ
の
繊
維
の
混
入
が
始
ま
る
が
、

前
期
前
葉
の
羽
状
縄
文
土
器
に
は
繊
維
の
み
な
ら
ず
岩
石
鉱
物
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
前
者
は
、
粘
土
を
こ
ね
る
時
や
そ
の
後
の
乾
燥
あ
る
い
は
焼
成
の
時
に
、

土
器
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
、
割
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
禾
本
科
植
物
の
細
か
い
繊

維
を
わ
ざ
と
入
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（写
１９
）ｏ
前
期
中
葉
の
関
山
式
で
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も
こ
の
繊
維
の
混
人
は
継

続
さ
れ
る
が
、
含
有
鉱
物

が
か
な
り
少
な
く
な
り
、

硬
質
で
焼
き
や
器
面
調
整

の
良

い
上
器
が
現
れ
る
。

ま
た
、
在
地
の
神
ノ
木
式

に
は
繊
維
を
ま

っ
た
く
含

ま
な

い
上
器
が
登
場
す
る
。

や
が
て
前
期
の
後
葉
に
な

る
と
繊
維
土
器
は
作
ら
れ

な
く
な
り
、
土
器
の
表
面

に
付
け
ら
れ
る
文
様
も
縄

文
を
転
が
し
た
も
の
か
ら

竹
を
割

っ
た
よ
う
な
形
の

竹
管
状
工
具
を
用
い
た
も
の
に
変
化
す
る
。

い
っ
ぽ
う
、
東
海
地
方
で
は
早
期
末
葉
か
ら
前
期
に
か
け
て
薄
手
で
繊
維

を
含
ま
な

い
尖
底
土
器
が
作
ら
れ
前
期
前
葉
ま
で
継
続
す
る
。
東
海
地
方
に

接
す
る
南
信
お
よ
び
中
信
地
方
で
は
前
期
前
葉
に
こ
の
系
統
を
引
く
無
繊
維

で
尖
底
、
か
つ
縄
文
を
施
文
せ
ず
沈
線
も
し
く
は
粘
土
組
の
添
付
に
よ
っ
て

文
様
を

つ
け
る
中
越
式
土
器
が
成
立
す
る
。

変
化
の
意
味
　
さ
て
、
こ
の
土
器
の
器
形
と
素
地
の
変
化
は
ど
ん
な
生
活

す

る

も

の
　
上
の
変
革
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
尖
底

の
土
器
は
、
外
面
の
炭
化
物
や
火
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
赤
色
化
が
胴
部
の 写19 繊維と岩石鉱物の入った土器

前
期
初
頭

塚田・中道式

前
期
中
葉

神 ノ木 式 関山式

瞥 ゛

前
期
後
葉

上原式・諸磯 b式

図28 縄文前期の器形の変化 (土器 1:16)
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図29 下弥堂での尖底土器による調理 (さ かいひろこ画)

中
央
や
上
の
方
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
底
が
土
に
よ
っ
て
磨
滅
し
て
お
り
、
逆
に
復

元
さ
れ
た
土
器
の
多
く
は
底
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
底
を
土
に
さ
し

た
状
態
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
直
立
さ
せ
る
に
は
か
な
ら
ず
穴

に
埋
め
る
か
押
さ
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
煮
炊
き
が
唯

一
の
用
途

で
あ

っ
た
ら
し
い
（図
２９
）ｏ
中
南
米
に
は
最
近
も
自
家
製
、
も
し
く
は
土
器
商
か

ら
手
に
入
れ
た
土
器
を
用
い
て
い
る
人
々
が
多
い
が
、
か
れ
ら
の
上
器
を
み
る
と
、

煮
炊
き
用
の
土
器
に
は
花
商
岩

（
ユ
マ
族
）
。砂
岩

（
モ
ハ
ベ
族
）
な
ど
大
き
な
混

和
材
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
素
地
土
の
中
の
混
ぜ
も
の
、
す
な
わ
ち
混
和
材
が

大
き
い
ほ
ど
土
器
は
多
孔
質
に
な
る
た
め
、
外
か
ら
の
熱
に
耐
え
や
す
い
と
い
う

の
が
混
ぜ
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
刻
み
ワ
ラ

・
樹
皮
片

・
カ
ン
ナ
暦
を
入
れ
て
、

軽
く
し
た
土
器
を
移
動
の
民
で
あ
る
ジ
プ
シ
ー
が
作

っ
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。
前
期
前
葉
ま
で
の
人
々
は
、
土
器
に
煮
炊
き
に
耐
え
る
丈
夫
さ

（岩
石

を
入
れ
る
）
と
作
り
易
さ

（植
物
の
繊
維
）
と
移
動
の
際
に
便
利
な
軽
さ

（植
物

の
繊
維
）
を
要
求
し
、
形
を
多
様
に
作
り
だ
し
、
複
雑
な
文
様
施
文
を
す
る
た
め

の
柔
軟
性
や
器
面
の
平
滑
さ
を
あ
ま
り
重
視
し
な
か
っ
た
た
め
、
あ
え
て
混
和
材

や
焼
成
技
法
を
工
夫
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
前
期
の
中
葉
に
な
る
と
繊
維
土
器
圏
の
人
々
も
、
少
し
ず
つ
薄
く
堅

い
土
器
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
技
術
革
新
の
背
景
に
は
、
早
く
か
ら
薄
手
の
無
繊

維
硬
質
土
器
を
作
っ
て
い
た
東
海
地
方
の
技
術
を
、
搬
入
さ
れ
た
土
器
を
通
じ
て

取
り
入
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
形
の
多
様
さ
に

対
す
る
、
何
か
早
期
に
は
な
か
っ
た
ほ
か
の
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

前
期
中
葉
の
関
山
式
期
に
は
、
城
ノ
腰
遺
跡
で
も
塚
田
遺
跡
で
も
柱
を
も
っ
た



優
数
雅
麟

定
型
的
な
竪
穴
住
居
が
作
ら
れ
始
め
、
ま
さ
に
同
じ
こ
ろ
に
土
器
の
形
も
さ
ま
ざ

ま
に
分
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
器
形
の
大
き
な
変
化
は
く
び
れ
を
持

っ
た
金

魚
鉢
形
土
器
の
登
場
で
あ
る
。
現
在
も
土
器
を
用
い
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
リ

ン
ガ
族
の
主
婦

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
く
び
れ
の
な
い
土
器
は
か
き
回

し
易
い
代
わ
り
に
保
温
効
果
が
少
な
い
と
い
う
答
え
が
得
ら
れ
た
。
く
び
れ
の
あ

る
土
器
は
そ
の
反
対
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
に
、
頸
部
に
く
び
れ
を
持
つ

土
器
の
登
場
は
土
器
の
用
途
が
煮
炊
き
の
み
の
段
階
か
ら
脱
し
、
あ
る
程
度
温
度

を
保
ち
な
が
ら
貯
蔵
を
す
る
と
い
う
新
し
い
用
途
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
定
住
が
始
ま
り
、
貯
蔵
の
た
め
の
動
か
し
や
す
い
平
底
の

第 2章 縄 文 時 代

100.0

99.8

99.3

98.2

96.9

96.0

95.4

95.0

95.0

94.9

93.0

92.2

85.6

85.1

83.6

77.0

76.3

74.1

73.7

57.1

52.5

48.4

48.0

46.6

39.8

39.4

:i 38.7

33.9

33.5

1■■ ■‐ 111111:|1111:111 1li 33.3

30.5

29.9

29.5

27.3

24.4

24.2

23.9

23.6

23.0

18.4

16.7

16.1

15.8

8.6

8.2

7.8

男女比

労働種 目

1 金属工芸
2 武器の製作
3 海獣の狩猟
4 狩  猟
5 楽器の製作
6 ボー トの製作
7 採鉱 ・採石
8 木材 ・樹皮の加工
9 石の加工
10 小動物の捕獲
11 骨・角・員のカロエ

12 材木の切 り出し
13 漁  榜
14 祭祀用具の製作
15 牧 畜
16 家屋の建設
17 耕地 の開墾
18 網の製作
19

20 酪 農

22 耕作 と植付
23 皮製品工芸
24 入れ墨 な ど身体加飾
25 仮小屋の建設と撤去
26 生皮の調 整
27 家禽や小動物の飼育
28 穀物の手入れと収穫
29 員の採集
30 編物の製作
31 火おこしと火の管
32 荷物運び
33 酒や麻薬づ くり
34 糸や 縄の製作
35 籠の製作
36 敷物 (マ ント)の製作
37 織物製作
38 果実・木の実の採
39 燃料集め
40 土 器の製作
41 肉 と魚の保存管理
42 衣類の製作と修絆
43 野草・根菜・種子の採集
44 調 理
45 水運 び
46 穀物製粉

図30 労働の性別分業 (マー ドックの表のグラフ化 )

(『 日本農耕社会の成立過程』より)

人
生
の
半
分
の
時
間
を
、
子
を
宿
し
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
割
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
土
器
作
り
人
に
と
っ
て
頻
繁
な
移
動
生
活
は
か
な
り
の
苦
痛
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
縄
文
社
会
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
彼
女
た
ち
は
シ
ン
プ
ル

な
尖
底
土
器
を
、
多
種
多
様
な
平
底
土
器

へ
と
徐
々
に
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
定
住
は
ま
さ
に
縄
文
芸
術
発
展

へ
の
源
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
彼
女
た
ち
の
工
夫
の
よ
う
す
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

塚
田
式
と
前
期
　
御
代
田
町
の
縄
文
前
期
は
塚
田
式
土
器
で
幕
を
あ
け
た
。
塚

初

頭

の
土

器
　
田
式
土
器
は
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
中
道
式
土
器
に
先
行

土
器
を
は
じ
め
多
様
な
用
途
に
適
し
た
±
　
　
０

器
が
必
要
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
定

住
に
よ
っ
て
生
活
が
安
定
し
、
他
地
域
の

技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
独
自

の
形
や
文
様
、
あ
る
い
は
混
和
材
の
工
夫

を
す
る
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
い
く
つ
か
の
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
変
化
が
お
こ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者

マ
ー
ド
ッ
ク
が

調
査
し
た
全
世
界
の
民
族
例
に
よ
る
と
、

土
器
作
り
は
多
く
の
場
合
女
性
の
仕
事
で

あ
る
（図
３０
）。
平
均
寿
命
が
約
二
〇
年
と

い
わ
れ
る
縄
文
時
代
の
中
で
、
お
そ
ら
く
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早

期
梨久保23号 住居 a

ユ削

期

／

２

′、″
″
月
＝
‐１

３

塚田 D-39(2 3)

塚田D-51(4～ 6)

下弥堂 D-4

8 ~ド
;ホ璧菫D-7 (7 ・ 8)

真行寺 2号住居

高風呂集石 4 真行寺 中道45号 上坑

11場堀ノ内

―
‐″ 18      -Ⅲ

真行寺 3号住居

図31 長野県に於ける縄文時代前期前葉の土器変遷図
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l 中野市田草川尻

2 信州新町お供平

3 真田町四日市

4 東部町鍛冶屋

5 東部町六反田

6 長門町中道

7 御代田町塚田

8 御代田田届岡獲

9 奈川村位沢

10 茅野市高風呂

H 茅野市中ツ厠

12 茅野市天狗山

13離 鐵 村J臨椰

14 塩尻市矢口

15 松本市坪ノ内

16 岡谷市梨久保

図32 塚田式土器の広がり



し
、
下
古
井
式
・花
積
下
層
Ｉ
式
と
並
行
関
係
に
あ
る

（図
３‐
■

日
縁
部
に
逆
Ｔ

字
状
な
ど
の
隆
帯
を
貼
り
付
け
、
胴
部
に
は
縄
も
し
く
は
縄
を

‐――――‐
に
コ
イ
ル
状
に

巻

い
た
原
体
を
転
が
す
こ
と
を
特
徴
と
す
る
（縄
文
・撚
糸
文
）．
塚
田
遺
跡
Ｄ
７
・

脚

．
３４

・
３９

・
５‐

．
幽
サ
■
坑
お
よ
び
下
弥
堂
遺
跡
Ｊ
２

・
７

・
‐４
号
住
居
、
Ｄ

４

・
６

・
７

・
９
号
上
坑
で
代
表
的
な
１１
器
が
出
上
し
て
い
る
．
塚
川
遺
跡
の
上

器
群

（写
２０
）
は
下
弥
堂
遺
跡
に
多
く
み
ら
れ
る
■
器
群

（写
２‐
）
ょ
り
も
降
帯

が
高
く
目
立

つ
も
の
が
多
く
、
時
期
差
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
．
東
部
町
鍛
冶
屋

遺
跡
、
長
円
町
中
道
遺
跡
を
は
じ
め
，
曲
川
水
系
を
中
心
に
し
た
束
信
地
方
に
濃

密
に
み
ら
れ
る
が
中
・南
信
ま
で
も
広
が
る

（図
３２
）
¨
と
く
に
塩
尻
市
矢
日
遺
跡

か
ら
は

一
六
軒
の
前
期
前
葉
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
大
半
か
ら
塚
田
式
が

出
Ｌ
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
．

塚
田
式
に
後
続
し
化
積
下
層
Ｈ
式
に
並
行
す
る
中
道
式
は
や
は
り
羽
状
縄
文
を

も

つ
尖
底
深
鉢
形
■
器
で
下
弥
堂
遺
跡
Ｊ
３

・
６
号
住
居
の
ほ
か

佐
久
市
栗
毛
坂
遺
跡
・長
門
町
中
道
遺
跡
・束
部
町
真

行
■
遺
跡
・

武
石
村
江
戸
窄
遺
跡

・
茅
野
市
高
風
―′‐‐
遺
跡
等
で
出
上
し
て
い
る

中
道
式
に
は
Ｈ
縁
部
が
厚
く
な
ら
な

い
尖
底
深
鉢
形
の
１１
器
が
後

続
す
る

１１∫
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．

さ
て
、
下
弥
堂
遺
跡
の
尖
底
深
鉢
の
破
片
に
は
ベ
ン
ガ
ラ
漆
の

付
着
が
確
認
さ
れ
、
国
内
城
古
の

一
例
と
な

っ
て
い
る
っ
漆
利
用

に
際
し
、
必
要
な
技
術
を
す
で
に
こ
の
時
期
の
人
々
が
身
に
つ
け

て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
「

縄
文
時
代
早
期
の
末
葉
か
ら
前
期
の
中
ご
ろ
に

東
海
系
土
器

か
け
て
、
東
海
地
方
で
は
た
い
へ
ん
薄
く
、
焼

き
し
ま
り
の
強
い
■
器
が
作
ら
れ
て
お
り
、
中

・
南
信
で
も
文
様

を
異
に
す
る
も
の
の
、
同
様
の
特
徴
を
持

つ
上
器
が
作
ら
れ
た
．

こ
の
よ
う
な
上
器
が
繊
維
を
含
み
、
縄
を
用
い
る
伝
統
の
あ
る
上

器
群
の
中
に
混
ざ

っ
て
い
る
と
非
常
に
日
立

つ
「
塚
川
遺
跡
の
前

期
前
葉
の
住
居
跡
か
ら

一
点
、
中
業
の
四
軒
の
住
居
跡
か
ら
数
点

第 4針j 縄文文化の形成―前期

写20 塚田遺跡の塚田式土器

写21 下弥堂遺跡の塚田式土器



ず

つ
、
前
葉
の
土
坑
か
ら
計
五
点
、
遺
物
包
含
層
か
ら
三
点
が
出
土
し
た

（写

２２
）
ｏ
ま
た
、
下
弥
堂
遺
跡
で
も
六
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
東
海
系
土
器
は

東
信
で
は
東
部
町
の
鍛
冶
屋
遺
跡
、
高
呂
添
遺
跡
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
前
期
前
葉

土
器
に
と
も
な
う
東
海
系
土
器

（木
島
Ⅲ
）
は
や
は
り
た
い
へ
ん
薄
く
無
文
で
、

指
先
で
押
し
た
よ
う
な
圧
痕
や
ク
シ
や
貝
殻
に
よ
る
斜
め
の
条
線
が
み
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
前
期
中
葉
ま
で
の
土
器
に
と
も
な
う
東
海
系
土
器

（本
島
Ⅳ
）
に
は
擦

痕
状
の
調
整
や
格
子
目
状
の
沈
線
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
塚
田
遺
跡
で

出
土
し
た
東
海
系
土
器
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
塚
田
遺
跡
出
上
の
二
点
の
土
器
の
胎
土
の
組
成
を
偏
光
顕
微
鏡
で
調

べ
て
み
た
。
顕
微
鏡
を
の
ぞ
く
と
、
七
色
に
輝
く
細
長
い
鉱
物
が
十
数
点
ず

つ
発

見
さ
れ
た
（写
２３
）
ｏ
こ
れ
は
白
雲
母
と
い
い
、
中
南
信
か
ら
東
海
地
方
に
広
が
る

領
家
帯
か
ら
産
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
鉱
物
で
あ
る
。
塚
田
遺
跡
の
人
が
わ
ざ
わ

ざ
領
家
帯
か
ら
混
和
材
を
採
取
し
て
自
分
の
土
器
に
混
ぜ
こ
ん
だ
と
考
え
る
よ
り

も
こ
の
土
器
そ
の
も
の
が
領
家
帯
の
あ
る
地
域
、
す
な
わ
中
南
信
を
含
む
東
海
地

方
で
作
ら
れ
、
は
る
ば
る
持

っ
て
こ
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
の
土
器
も
肉
眼
で
見
る
限
り
は
、
分
析
さ
れ
た
土
器
と
胎
土
が
類
似
し
て
い

る
た
め
同
様
に
塩
野
地
区
に
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

関

山

式

と
　
城
ノ
腰
遺
跡
や
塚
田
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
縄
文
前
期
中
葉
の
住

神

ノ

木

式
　
居
跡
で
は
、
難
雌
式
Ｈ
式

（組
紐
盛
行
期
）
と
概
ノの
木き
式
が

一

緒
に
捨
て
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（図
３３
）
ｏ
両
者
は
文
様
施
文

上
の
特
徴
を
異
に
し
て
は
い
る
が
、
多
く
の
場
合
県
内
の
遺
跡
で
は
共
伴
し
て
い
る
。

関
山
式
は
、
埼
玉
県
の
関
山
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
を
基
準
に
名
付
け
ら

れ
関
東
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
土
器
型
式
で
あ
る
。
県
内
で
は
佐
久
市

後

沢
遺

跡

・
望
月
町
平
石
遺
跡

・
東
部
町
塚
穴
遺
跡

・
長
門
町
六
反
田
遺
跡

。
明
神
原
遺

跡
な
ど
東
北
信
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
中
南
信
で
も
少
量
出
土
す
る
。
関
山
式

期
は
長
い
縄
文
時
代
の
中
で
と
く
に
人
々
が
縄
の
撚
り
方
に
凝

っ
た
時
期
と
い
え

る
。
縄
の
極
致
を
き
わ
め
よ
う
と
し
た
人
々
は
お
そ
ら
く
縄
の
材
質
に
も
気
を
配

っ
た
に
違
い
な

い
。
縄
文
時
代
の
縄
は
た
と
え
ば
福
井
県
鳥
浜
貝
塚
か
ら
は
大

第 2章 縄 文 時 代

こ■
写22 東海系土器

(塚田遺跡出土)

木島式土器とも

呼ばれている。

また薄くて硬質

なことから「オ

センベ土器Jの

愛称がある。

写23 自雲母の顕微鏡写真

矢印の先が自雲母。中南信から東海地方に広

がる領家帯から産出したと考えられる鉱物。

白雲母が混じった粘土で焼かれた土器が塚

田遺跡で出土した。



麻

・
ア
カ
ソ

・
タ
ヌ
キ
ラ
ン
製
の
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
．
―‐
器
の
表
面
を
見

る
と
単
節
縄
文
の
ほ
か
に
、
反
対
方
向
に
撚

っ
た
．
一本
の
縄
を
組
み
合
わ
せ
た
り

四
本
以
上
の
縄
を
編
ん
だ
組
紐
を
作

っ
た
り
、
縄
の
木
端
を
利
用
し
て
ル
ー
ブ
文

を
作

っ
た
り
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（写
２５
）
ｏ
ま

た
、
文
様
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
縄
文
の
上
に
竹
の
よ
う
な
中
空
の
植
物

の
茎

を
半
分
に
割

っ
た
い
わ
ゆ
る
半
裁
竹
管
や
棒
状
工
具
を
用
い
て
菱
形
等
の
幾
何
学

第 4節j 縄文文化の形成―前期

写25 関山式土器
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図33 城之腰遺跡の」-1号住居と出土遺物

的
な
文
様
を
描
く
こ
と
で
あ

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
神
ノ
木
式
は
茅
野
市
神
ノ
木
遺
跡

を
標
式
遺
跡
と
し
、
県
内
全
域
で
多
く
出
土
し

て
い
る
が
群
馬
県
西
部
や
埼
玉
県

の

一
部
に
も

分
布
し
て
い
る
。
文
様

の
特
色
は
、
櫛
歯

の
よ

う
に
先
端
を
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
し
た
Ｉ
具
を
器
面
に

押
し
当
て
列
点
を
付
け
た
り
そ
れ
を
押
し
引
い

て
条
線
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
．
胴
部

に
は
、
撚

っ
た
縄
や
そ
れ
を
さ
ら
に
末
ね
た
縄

が
転
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
器
形
の
変
遷
、

お
も
な
文
様
を
施
す
位
置
、
半
裁
竹
管
の
採
用

な
ど
関
山
式
に
類
似
す
る
点
が
多

い

（図
２８
）
ｏ

御
代
田
町
の
各
遺
跡
で
は
関
山
式
と
神
ノ
木

式
は
な
ぜ

一
緒
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

写24 神ノ木式土器のいろいろ
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写26 前期前葉土器の内面調整と胎土 左から神ノ木式①、関山式②、両型式の中間③

こ
の
時
期
関
東
の
人
々
は
先
に
挙
げ
た

一
部
を
除

い
て
関
山
式
を
お
も
に
作

っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば

関
山
式
は
す

べ
て
関
東
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
彼
女
た
ち
は
器
用

に
も
二
種
類
の
土
器
を
作
り
分
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

塚
田
遺
跡
の
関
山
式
と
神
ノ
木
式
は
文
様
以
外

に
も
顕
著
な
差
異
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
土
器

の
内
面
の
調
整
方
法

（写
２６
）
と
胎
上
で
あ
る
。

神
ノ
木
式
の
多
く
は
砂
粒
を
多
量
に
含
み
ナ
デ
調

整
を
し
て
も
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
触
が
際
だ
つ
。
そ

の
胎
土
に
は
浅
間
火
山
な
ど
を
起
源
と
す
る
岩
片

が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
土
器
は
塚
田
遺
跡

の
人
が
地
元
の
混
和
材
を
用

い
て
作

っ
た
も

の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
関
山
式

の
多

く
は
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
を
基
本
と
し
、
器
面
を
平

滑
に
仕
上
げ
る
が
、
そ
の
ナ
デ
が
丁
寧
な
た
め
光

沢
を
帯
び
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
神
ノ
木
式

と
比
べ
る
と
際
だ
っ
て
岩
石
鉱
物
の
含
有
量
が
少

な

い
も
の
の
、
地
元
で
は
産
出
し
な

い
特
異
な
鉱

物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
関
山
式
の

一
部
と

神
ノ
木
式
の

一
部
に
は
、
両
土
器
型
式
の
中
間
的

な
ナ
デ
調
整
、
す
な
わ
ち
凹
凸
が
残
る
よ
う
な
粗

雑
な
ナ
デ
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
中
間
的
な
調
整
を
も

つ
上
器

の
う
ち
神
ノ
木
式
に
属
す
る
も
の
の

一
つ
は
遺

跡
か
ら

一
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
場
所
で
な
け
れ
ば
採
れ
な
い
特
徴
的
な
緑
色
凝
灰
岩

起
源
の
鉱
物
を
多
量
に
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
地
元
の
人
が
地
元
の
上
で
作

っ
た
神
ノ
木
式
、
ど
こ
か
遠
く
の
上
で
作

っ
た
関
山
式
、　
一
〇
キ
ｏ以
上
先
の
遺
跡
か
ら
搬
入
さ
れ
た
か
、
塚
田
遺
跡
の
人
が

一
〇
キ
ｏ
以
上
先
ま
で
粘
土
を
採
り
に
行

っ
て
作

っ
た
神
ノ
木
式
、
と
い
う
三
者
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
遺
跡
全
体
で
は
、
関
山
式
は
神
ノ
木
式
と
同
じ
く
ら

い
の
比
率
で
出
土
し
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
関
山
式
が
本
当
に
ど
こ
か
遠
く
で

作
ら
れ
持
ち
込
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
今
後

調
整
と
胎
土
を
丹
念
に
比
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
将
来
的
に
は
信
州
の
こ
の
二
型

式
並
存
の
秘
密
に
迫

っ
て
行
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

も
ろ
　
ツ
ヽ
　

　

神
ノ
木
式
に
後
続
す
る
有
尾
式
は
塚
田
遺
跡
で

一
点
出
土
し
た

諸
　
磯
　
式

に
す
ぎ
な
い
が
、
続
く
前
期
後
葉
に
な
る
と
関
屋
遺
跡
で
諸
磯

ａ

・
ｂ
式
、
東
荒
神
遺
跡
で
は
諸
磯

ｃ
式
お
よ
び
前
期
最
終
末
か
ら
中
期
初
頭
の

上
器
が
出
上
し
て
い
る
。
諸
磯
ｂ
式
の
特
色
は
関
山
式
と
同
様
の
半
載
竹
管
を
押

し
引

い
た
連
続
三
日
月
状
の
文
様
と
細

い
粘
上
組
を
貼
り
付
け
た
浮
線
文
、
す
な

わ
ち
ソ
ー
メ
ン
状
の
貼
り
付
け
文
様
の
多
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
諸
磯

ａ
式
か

ら
連
続
す
る
櫛
歯
状
工
具
も
し
く
は
半
裁
竹
管
に
よ
る
波
状
文
を
も

つ
土
器
が
と

も
な
う
（写
２７
）
ｏ
こ
の
時
期
に
な

っ
て
土
器
に
繊
維
を
混
入
す
る
こ
と
は
な
く
な

り
、
こ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
装
飾
の
ほ
か
に
、
土
器

へ
の
若
色
が
流
行
す
る
。

縄
文
前
中
期
の
朱
色
は
ベ
ン
ガ
ラ

（酸
化
第
二
鉄
）
を
、
黒
色
は
鉄
粉
ま
た
は
水

酸
化
鉄
も
し
く
は
炭
素
を
発
色
源
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
形
県
押
出
遺
跡
で



は
前
期
後
葉
の
、
鳥
浜
貝
塚
で
は
前
期
前
葉
か
ら
、　
こ
れ
ら
を
生
漆
に
泥
ぜ
て
顔

料
を
作
り
、
上
器
や
木
製
の
櫛
、
本
製
の
鉢
に
冷

っ
た
優
品
が
出
上
し
て
い
る
「

そ
の
ほ
か
豊
猟
を
祈
願
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
の
能
の̈
よ
う
に
動
物
が

神
格
化
さ
れ
た
も
の
か
、
猪
な
ど
の
動
物
を
模
し
た
把
手
を
上
器
に
付
け
る
ｌ‐
夫

も
な
さ
れ
た
。
器
種
も
深
鉢
の
ほ
か
に
浅
鉢
、
十
や
、
日
縁
部
に
沿

っ
て

一
列
の

穴
が
穿
た
れ
た
縁
孔
上
器
な
ど
が
登
場
し
、
さ
ら
に
上
器
が
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

分
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
ｌｉｌｉ

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
磯
式
期
は
縄
文
人
の

生
活
が
よ
り
複
雑
化
し
、
技
術
的
に
も
、
文
化
的
に
も
よ
り
高
度
な
発
展
が
み
ら

れ
た
時
期
で
あ

っ
た
「

石
器
は
人
々
の
自
然
資
源
獲
得
の
よ
う
す
を
よ
り
く
わ
し
く
示

石
器
の
様
相
　
し
て
く
れ
る
．
生
活
に
即
し
た
道
具
で
あ
る
以
―‐
、
意
図
す
る

目
的
の
た
め
に
も

っ
と
も
使

い
や
す

い
形
に
作
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
元
々
多

様
な
用
途
を
も

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
使
え
な
く
な
る
ま
で
何
度
も
刃

を
再
生
し
な
が
ら
人
事
に
持
ち
つ
づ
け
る
石
器
も
あ
れ
ば
、
壊
れ
た
ら
す
ぐ
に
捨

ヽ
口

７

て
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る

こ
の
こ
と
を
頭
に
置

い
て

下
弥
堂
遺
跡
の
前
期
前
葉

塚
田
式
期
の
石
器
を
み
て

み
よ
う

（写
２８
Ｔ

下
弥
堂
遺
跡
で
は
、
狩

猟
具
で
あ
る
石
鏃
、
な
か

で
も
円
形
の
基
部
を
も

つ

石
鏃
が
か
な
り
多

い
．
こ

の
よ
う
な
形
の
石
鏃
は
ペ

ン
先
状
に
切
り
込
ま
れ
た

矢
柄
の
先
に
直
接
は
め
込

ま
れ
漆
な
ど
の
接
着
剤
に

よ

っ
て
固
定
さ
れ
て
矢
と

雪

．

獅 毯 ゼ

第 4節 縄文文化の形成一前期

写27 関屋遺跡 1号住居跡の土器

会Aム轟凩▲忠

1+0

写20 下弥堂遣跡の縄文前期前葉の石器群

石鐘

警



第 2章 縄 文 時 代

石匙は下弥堂遺跡出土

な
る
。
狩
人
た
ち
は
石
鏃
の
み
な
ら
ず
こ
の
矢
柄
作
り
に
も
時
間
を
か
け
大
切
に

し
て
い
た
た
め
、
射
損
じ
た
矢
も
何
と
か
探
し
出
し
て
ム
ラ
に
持
ち
帰
っ
た
ら
し

い
。
そ
の
た
め
小
さ
く
な
る
ま
で
使
わ
れ
、
捨
て
ら
れ
た
石
鏃
が
集
落
で
多
く
発

見
さ
れ
る
。
石
鏃
が
小
さ
い
理
由
は
狩
猟
が
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ

と
も
い
え
る
。
石
材
は
主
に
チ
ャ
ー
ト
か
硬
質
頁
岩
で
、
前
期
前
葉
以
降
の
よ
う

に
黒
曜
石
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
弓
矢
の
発
達
は
落
葉
広
葉
樹
の
森

の
中
で
小
型
獣
や
鳥
を
狩
猟
対
象
と
す
る
縄
文
人
の
食
生
活
を
格
段
に
豊
か
に
し

た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
は
そ
れ
を
決
し
て
人
間
に
む
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
そ
の
後
、
ま
さ
に
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
人
々
と
か
れ
ら
の
も

っ
と
も
大
き

な
違
い
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
石
器
で
は
万
能
ナ
イ
フ
で
あ
る
石
匙
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
骨
や
石

な
ど
を
割
る
際
の
く
さ
び
と
考
え
ら
れ
る
ピ
エ
ス
エ
ス
キ
ー

ユ
、
文
字
ど
お
り
錐

と
し
て
の
機
能
が
推
定
さ
れ
る
石
錐
も

一
定
量
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
加
工

具
と
し
て
生
活
の
必
需
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
本
遺
跡
の
石
匙
の

一
つ
は
、
刃
に
残

っ
た
痕
跡

（使
用
痕
）
の
観
察
か
ら
イ
ネ
科
等
の
植
物
を
切
り

取
る
と
き
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（図
３４
）
ｏ
こ
れ
ら
も
硬
質
頁
岩
で
作
ら

れ
る
こ
と
が
多

い
。

い
っ
ぽ
う
調
理
具
で
は
磨
石
が
多
く
、
偏
平
な
石
材
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
石

皿
も
出
土
し
て
い
る
。
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
ナ
ラ
・ク
ヌ
ギ
・

ク
リ
な
ど
の
植
物
質
食
料
が
増
え
、
木
の
実
採
集
と
そ
れ
ら
を
す
り
潰
す
作
業
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
木
材
伐
採
、
土
掘
り
も
し
く

は
加
工
具
と
考
え
ら
れ
る
打
製
石
斧
は
三
点
で
、
縄
文
中
期
に
比
べ
る
と
か
な
り

少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
石
器
の
種
類
と
量
の
傾
向
は
前
期
中
葉
に
な
っ
て
も
大
き

く
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
石
皿
は
中
央
に
く
ぼ
み
を
も

っ
た
円
形
の
も
の
が
塚

田
遺
跡
で
出
土
し
、
敲

石
も
目
立
っ
て
く
る
。

石
業

員

［
螺

押
ぽ

酬

聾

莉

糊

拷

峰
編

鍼

卿

［

ら
れ
た
偏
平
環
状
の
形
状
に
加
え
、
大
阪
府
国
府
遺
跡
か
ら
縄
文
前
期
の
女
性
人

骨
の
両
耳
部
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
耳
飾
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
石

材
が
豊
富
な
北
陸
地
方
に
は
富
山
県
極
楽
寺
遺
跡
を
は
じ
め
多
く
の
原
石
や
未
製

品
の
残
さ
れ
た
遺
跡
が
あ
る
が
、
長
野
県
内
で
は
大
町
市
上
原
遺
跡
や
松
川
村
有

明
山
社
遺
跡
が
こ
れ
ら
の

製
作
工
房
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
耳
飾
り
の
形
態

は
時
期
ご
と
に
変
化
し
、

と
く
に
前
期
末
葉
は
縦
に

図34 石匙で草を刈る (さかいひろこ画)

写29挟 状 耳 飾
り 塚 田
遺跡出土、

粘板岩製
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細
長
い
三
角
形
の
も
の
も
現
れ
る
。
形
態
か
ら
推
定
す
る
と
普
通

で
五
ぼ
前
後
、
前
期
末
葉
の
も
の
は
三
彙ン
以
上
も
の
大
穴
を
耳
に

あ
け
な
け
れ
ば
装
着
で
き
な
い
。
ア
ジ
ア
で
も
、
中
国
の
縄
文
早

期
に
並
行
す
る
時
期
の
も
の
を
筆
頭
に
各
地
で
出
土
し
て
い
る
上
、

現
在
で
も
日
常
耳
飾
り
を
付
け
て
い
る
人
が
多
い
。
た
と
え
ば
モ

ン
ゴ
ル
や
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
間
で
は
、
母
が
ま
だ
小
さ
い
娘
に
ピ

ア
シ
ン
グ
を
施
す
と
い
う
。
さ
ら
に
南
太
平
洋
に
は
徐
々
に
耳
飾

り
を
大
き
く
し
て
穴
を
広
げ
て
い
く
慣
習
も
あ
る
。
耳
飾
り
の
装

着
は
入
れ
墨
や
抜
歯
と
同
様
に
、
苦
痛
を
と
も
な
う
美
の
追
求
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
塚
田
遺
跡
の
前
期
中
葉
の
Ｊ
９
号
住
居
か
ら
は
、
粘
板

岩
製
お
よ
び
蛇
紋
岩
製
の
挟
状
耳
飾
り
が

一
片
ず
つ
、
検
出
さ
れ

た
（写
２９
）
ｏ
Ｊ
９
号
住
居
は

一
二
軒
か
ら
な
る
当
該
期
集
落
の
中

央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
を
付
け
て
い
た
人
が
ム
ラ
で
特

殊
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
‘
フ
の
祭
祀
を

つ
か
さ
ど
っ
た
シ
ャ
ー

マ
ン
な
ど
の
特
殊
な
女
性
が
住
ん
で
い
た

の
だ
。
そ
の
ほ
か
、
中
屋
際
遺
跡
で
は
墓
と
思
わ
れ
る
集
石
土
坑
の

な
か
か
ら
側
面
に
刻
み
を
持
っ
た
垂

飾

品
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
集
落
の
よ
う
す

浅
　
間
　
山
　
麓
　
軽
井
沢
町
は
浅
間
の
火
砕
流
に
覆
わ
れ
て

サ
ン
ラ
イ
ン
地
帯
　
い
る
た
め
小
谷
ヶ
沢
遺
跡
出
土
土
器
の
よ

ノ

〃
＼

．／

:鰯

β

Ｐ

長野県

ヽ
ヽ

ノ

ヽ

＼

新潟県

ノ  ＼

ノ
）ｒ
ヽ

）

群馬県

/～

ｒ

ｒ
，ヽ
し／ f

」

↑
r＼ 〆

ヽヽ
ヽ
・
〃
〃
〃
〃
ル

月

留鍮
轟

″
~ヽ

鍛冶屋

図35 大木 5式の流入
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う
な
火
砕
流
下
の
資
料
の
増
加
を
待

つ
よ
り
ほ
か
は
な
い
が
、
御
代
田
町
塩
野
か

ら
小
諸
市
郷
戸
、
東
部
町
鍛
冶
屋
、
真

行
寺
、
大
門
田
、
真
田
町
四
日
市

へ
と
続

く
、
浅
間
を
は
じ
め
と
す
る
東
信
火
山
列
の
山
麓
の
標
高
六
〇
〇
～
九
〇
〇
屑
の

地
帯
は
、
縄
文
前
期
か
ら
中
期

へ
と
続
く
格
好
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
人
々
は
こ

こ
で
山
麓
の
豊
富
な
湧
き
水
と
山
の
幸
、
そ
れ
ら
の
注
ぐ
千
曲
川
の
川
の
幸
を
利

用
し
拠
点
的
な
集
落
を
作

っ
て
い
る
。
千
曲
川
の
水
運
や
北
の
山
々
を
通
じ
て
、

浅
間
の
裏
側
、
さ
ら
に
そ
の
北
の
東
北
の
人
々
と
の
交
流
を
も
行
な
っ
た
ら
し
い
。

前
期
後
葉
の
東
荒
神
遺
跡
の
大
木
５
式
（図
３５
）
、
中
期
の
滝
沢
遺
跡
の
大
木
７
ａ

式

。
川
原
田
遺
跡
の
大
木
８
ａ
式

。
西
駒
込
遺
跡
の
大
木
８
ｂ
式
な
ど
の
土
器
そ

の
も
の
も
し
く
は
土
器
作
り
上
の
情
報
の
散
発
的
流
入
は
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

縄
文
前
期
の
　
下
弥
堂
遺
跡
お
よ
び
塚
田
遺
跡
の
縄
文
前
期
前
葉
の
住
居
跡
は

住
　
ま
　
い
　
不
整
円
形
も
し
く
は
隅
丸
方
形
で
床
面
の
し
ま
り
が
弱
く
掘
り

込
み
が
か
な
り
浅
い
。
こ
の
フ
ち
塚
田
遺
跡
の
住
居
は
い
ず
れ
も
炉
が
な
く
、
規

則
的
な
柱
穴
配
置
を
持
た
な
い
。
下
弥
堂
遺
跡
の
も
の
は
中
央
に
地
床
炉
も
し
く

は
石
囲
炉
を
も
つ
五
か
ら
八
平
方
屑
の
小
型
住
居
と

一
〇
か
ら

一
五
平
方
屑
の
中

型
住
居
が
あ
る
。
ま
れ
に
Ｊ
ｌ４
号
住
居
の
よ
う
に
深
く
規
則
正
し
い
配
置
の
柱
穴

を
持

っ
た
二
五
平
方
屑
の
大
型
の
住
居
も
現
れ
る
（図
３６
）
ｏ
こ
の
傾
向
は
群
馬
県

の
三
原
田
城

遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
花
積
下
層
期
の
住
居
跡
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
住
居
跡
の
多
く
に
み
ら
れ
る
構
造
上
の
貧
弱
さ
は
な
に
を
現
す
の
だ
ろ

う
か
。
千
島
か
ら
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
に
か
け
て
の
北
方
狩
猟
採
集
民
の
住
ま
い
を

み
る
と
、
常
に
定
住
せ
ず
に
移
動
生
活
を
送
る
人
々
は
テ
ン
ト
式
住
居
に
住
み
つ

づ
け
る
が
、
冬
の
み
に
あ
る
場
所
に
定
住
す
る
人
々
は
寒
さ
を
避
け
る
た
め
に
家

を
竪
穴
式
に
し
た
り
屋
根
を
上
で
覆
う
工
夫
を
し
夏
は
簡
単
な
テ
ン
ト
や
風
除
け

程
度
の
小
屋
に
住
む
場
合
が
多
い
。
縄
文
前
期
初
頭
の
よ
う
に
柱
の
不
明
瞭
な
竪

穴
住
居
は
ド
ン
グ
リ
や
鮭
を
主
食
に
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
冬

の
住
居
に
み
ら
れ
る
。
モ
ノ
族
の

「浅
い
竪
穴

∽，
”
】一〇
ヨ
①
Ｘ
８
く
”
け̈
ｏ
つ

の
上
に

棒
を
円
錐
型
に
組
ん
で
枠
と
し
、
こ
れ
を
柴
、
樹
皮
、
草
等
で
葺
い
た
も
の
」
な

「

瘍

靡

靡

躙

ー

゛

,     ュ」-5

驀
蝙
颯
鐵
錢
颯

褻

爬

爬

魃

驀
◎ο
解̀亭

図36 縄文前期前葉の住居跡のいろいろ (下弥堂遺跡)(1/200)
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図37 縄文前期中葉の住居跡のいろいろ (塚田遺跡)(1/320)

ど
は
と
く
に
簡
素
、
粗
雑
な
作
り
で
あ
る
。
縄
文

前
期
は
現
在
よ
り
二
、
三
度
気
温
が
高
い
と
は
い

え
標
高
八
〇
〇
屑
の
冬
は
や
は
り
寒
い
。
こ
れ
ら

の
事
例
か
ら
類
推
す
る
と
前
期
前
葉
の
人
々
は
か

れ
ら
の
簡
素
な
住
居
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
く
ら

い
の
短
い
期
間
す
な
わ
ち
冬
の
定
住
を
始
め
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

内
外
の
民
族
例
か
ら
村
の
建
物
の
種
類
を
観
察

す
る
と
、
家
族
が
寝
食
を
と
も
に
す
る
い
わ
ゆ
る

住
居
の
ほ
か
に
娘
小
屋
、
月
経
小
屋
、
産
小
屋
、

若
者
小
屋
、
作
業
所
、
納
屋
、
集
会
場
な
ど
の
付

帯
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
社
会
の
複
雑
化
の
度

合
い
や
地
域
の
環
境
に
よ
っ
て
そ
の
有
無
に
差
が

あ
る
。
そ
し
て
機
能
に
よ
っ
て
面
積
や
上
屋
構
造
、

炉
な
ど
の
施
設
の
有
無
が
決
定
さ
れ
る
。
下
弥
堂

遺
跡
の
住
居
跡
の
形
や
炉
の
違
い
は

一
定
期
間
の

定
住
に
と
も
な
っ
て
、
単
に

「寝
起
き
す
る
」
以

外
の
施
設
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
の
現
れ
か
も
し

れ
な
い
。
下
弥
堂
遺
跡
で
は
集
落
の
外
縁
部
を
四

棟
の
炉
の
な
い
住
居
が
と
り
ま
く
が
、
こ
れ
ら
は

通
常
炉
の
あ
る
住
居
に
住
ん
で
い
た
人
が
使
っ
た

付
帯
施
設
と
も
考
え
ら
れ
る
。

塚
田
式
に
後
続
す
る
と
さ
れ
る
中
道
式
期
の
長
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図38 縄文前期後葉の住居跡 (関屋遺跡)

門
町
中
道
遺
跡
第
９
号
住
居
は
壁
溝
と
床
面
を
掘
り
く
ぼ
め
た
地
床
炉
を
も
ち
、

整

っ
た
隅
丸
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
同
時
期
の
真
行
寺
遺
跡
や
高
風
呂
遺
跡

で
も
隅
丸
長
方
形
の
住
居
跡
が
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
関
山
式
期
に
な
る
と
住

居
跡
の
形
は
隅
丸
方
形
や
隅
丸
長
方
形
に
な
り
、
前
期
前
葉
よ
り
も
掘
り
込
み
が

か
な
り
深
く
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
前
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
か
け
て
住
居
の
形
が

不
整
円
形
か
ら
隅
丸
長
方
形

へ
ゆ
る
や
か
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
塚

田
遺
跡
と
城
之
腰
遺
跡
の
関
山

・
神
ノ
木
式
期
の
住
居
跡
は
や
や
不
整
形
の
も
の

も
あ
る
が
い
ず
れ
も
隅
丸
方
形
も
し
く
は
隅
丸
長
方
形
を
呈
し
、
約
五
〇
彙
ン
の
深

さ
の
も
の
も
あ
る
。　
一
部
の
住
居
内
に
は
壁
際
の
溝
が
作
ら
れ
る
。
ま
た
、
塚
田

遺
跡
Ｊ
７
号
住
居
の
よ
う
に
石
囲
炉
を
持
ち
、
規
則
的
に
配
置
さ
れ
た
柱
を
持
つ

住
居
跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
（図
３７
）ｏ
こ
の
よ
う
な
主
柱
穴
に
よ
っ
て
梁
と
桁
を

支
え
、
屋
根
を
地
面
ま
で
葺
き
下
ろ
す
形
態
の
ほ
か
に
東
荒
神
遺
跡
で
は
竪
穴
の

内
壁
に
沿

っ
て
柱
を
密
着
し
て
並
べ
立
て
て
い
る
住
居
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
壁
立
式
住
居
と
い
わ
れ
、
側
壁
を
上
方
に
向
け
て
立
ち
上
が
ら
せ
る
形
式
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
は
東
北
、
関
東
地
方
で
前
期
の
は
じ
め
か
ら
前
半
を
中

心
に
流
行
す
る
。
住
居
構
造
の
複
雑
化
や
集
落
の
拡
大
は
、
通
年
居
住
を
示
す
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
前
期
前
葉
よ
り
明
ら
か
に
住
居
作

り
に
時
間
を
か
け
て
い
る
。

前
期
の
後
葉
の
住
居
跡
は
関
屋
遺
跡
で
、
炉
を
持
た
な
い
が
整

っ
た
円
形
の
も

の
が

一
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
（図
３８
）ｏ
そ
の
ほ
か
六
反
田
遺
跡
や
丸
子
町
淵
ノ
上

遺
跡
等
、
同
時
期
の
住
居
跡
も
そ
れ
ま
で
の
方
形
を
目
指
し
て
い
た
方
向
性
を
ガ

ラ
リ
と
変
え
て
、
円
形
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
、
群
馬
県
で
は
か

な
り
集
落
が
増
加
し
中
央
広
場
を
も
つ
継
続
性
の
高
い
集
落
が
登
場
す
る
が
、
住

居
の
形
は
や
は
り
諸
磯
期
を
通
じ
て
隅
丸
方
形
、
楕
円
形
な
ど
に
変
化
し
て
い
く
。

諸
磯
期
の
土
器
の
文
様
の
多
様
化
が
縄
文
中
期

へ
の
方
向
性
を
示
す
よ
う
に
住

居
形
態
も
中
期
と
同
様
の
円
形
に
変
化
し
、
構
造
も
複
雑
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ

土
　
坑
　
の
　
塚
田
遺
跡
で
は
縄
文
前
期
前
葉
の
土
坑
が
三
四
基
、
下
弥
堂
遺

い

ろ

い

ろ
　
跡
で
は

一
六
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
直
径

一
・
五

～
二

・
五
屑
程
度
の
円
形
も
し
く
は
楕
円
形
を
呈
し
、
深
さ
は
約
四
〇
彙ン
と
浅
め

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
塚
田
式
土
器
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の

（Ｄ
１
３

・
Ｄ
１
７
）
、

石
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
も
の
（Ｄ
１
４
）
、
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な

ど
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
と
く
に
Ｄ
１
４
号
土
坑
は
長
軸
が
二
屑
、



深
さ
が
四
〇
一
ン前
後
で
拳
大
の
礫
が

一
二
〇
個
あ
ま
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
石
の
表

面
は
焼
け
て
お
リ
タ
ー
ル
状
の
付
着
物
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
食
べ
物
を
焼

け
石
と
と
も
に
穴
に
埋
め
込
ん
で
蒸
し
焼
き
に
す
る
石
蒸
し
料
理
に
使
わ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る

（図
３９
）
ｏ

前
　
期
　
の
　
下
弥
堂
遺
跡
の
前
期
前
葉
の
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
塚
田
式
土

集
落
の
景
観
　
器
は
、
Ｉ
口
縁
に
低

隆

帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の
と
、
Ｈ
肥
厚
口
縁

の
も
の
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
順
に
第
Ｉ
期
と
第
Ⅱ
期
と
す
る
と
、
第
Ｉ
期

は
住
居
七
軒
に
土
坑
六
基
、
第
Ｈ
期
は
住
居
四
軒
に
土
坑

一
基
と
い
う
区
分
が
で

き
る
。
大
ま
か
に
尾
根
上
の
よ
り
外
縁
部
に
住
居
が
、
内
側
に
上
坑
が
配
置
さ
れ

る
と
い
う
構
成
を
と
り
、
小
規
模
な
が
ら
数
軒
の
単
位
で
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た

景
観
が
復
元
さ
れ
た
（図
２７
）
ｏ
い
つ
ぽ
う
、
塚
田
遺
跡
の
前
期
中
葉
の
一
二
軒
の

住
居
跡
の
分
布
を
み
る
と
、
北
群

。
中
央
群

。
南
群
と
い
う
二
つ
の
ま
と
ま
り
が

あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の

一
部
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら

一
時
期
に
は
や
は
り
三

～
五
軒
程
度
の
ま
と
ま
り
が
想
定
さ
れ
る
。

現
在
、
私
た
ち
は

一
生
の
間
に
ど
の
く
ら
い
引
っ
越
し
を
す

移
動
か
定
住
か

る
だ
ろ
う
か
。
か
り
に
縄
文
前
期
の
前
半
に
な
っ
て
季
節
的

に
移
動
す
る
生
活
は
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
縄
文
集
落
の
問
題
を
考
え
る
場
合
ま

ず
こ
の
引
っ
越
し
問
題
が
浮
上
す
る
。
私
た
ち
の
移
動
に
は
仕
事
や
勉
強
の
都
合

が
あ
る
が
、
縄
文
人
も
や
は
り
移
動
は
資
源
の
消
費
を
適
正
な
規
模
に
抑
え
る
と

い
う
生
活
の
根
幹
を
左
右
す
る
要
因
に
よ

っ
て
、
あ
る
程
度
の
年
数
の
後
に
移
動

す
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
が
土
器
型
式
に
も
と
づ
い
て
認
識

で
き
る
時
間
幅
は
非
常
に
長
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
か
り
に
土
器
型
式
が
ど

ん
な
に
細
か
く
わ
か
れ
て
も
、
人
の
一
生
の
そ
れ
も

一
年
単
位
を
割
り
出
す
こ
と

は
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
で
は
た
と
え
ば
合
計
二
〇
〇
年
分
に
あ
た
る
三
土
器
型

式
の
住
居
跡
が
見

つ
か
っ
て
い
る
集
落
は
、
「
二
〇
〇
年
の
間
人
々
は
ま
っ
た
く
ど

こ
へ
も
行
か
ず
に
完
全
に
定
住
し
て
い
た
」
と
言
い
切
っ
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

石
井
寛
は

一
つ
の
住
居
が
廃
絶
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
場
所
に
土
が
流
入
す
る
間

の
居
住
者
の
動
向
に
着
日
し
て
移
動
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
林
謙
作
は
十

九
世
紀
の
ア
イ
ヌ
の
世
帯
動
向
や
、
秋
田
県

晴
　
　
鹿
角
市
の
集
団
墓
地
遺
跡
で
あ
る
大
湯
環
状

一Ｄ　
　
列
石
群
に
お
け
る

「埋
葬
区
」
の
時
期
的
な

時

　

変
遷
か
ら
ム
ラ
の
人
々
が
、
世
帯

ご
と
に

Ｄ．　
　
各
々
場
所

へ
移
動
し
た
り
転
入
す
る
事
実
を

号
、　
　
見
い
だ
し
た
。
も
し
移
動
が
集
落
の
複
数
の

世
帯
を
単
位
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
土
器
作

り
の
癖
を
も

っ
た
複
数
の
上
器
作
り
人
の
単

第 4節 縄文文化の形成一前期

写30 下御堂遺跡の土坑
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第 2章 縄 文 時 代

位
が

一
生
の
間
に
い
く
つ
の
ム
ラ
に
住
ん
だ
か
を
、
土
器
の
粘
土
の
特
徴
や
土
器

作
り
の
技
術
を
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
で
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に
議

論
が
す
す
む
と
思
う
。

詳
細
は
第
八
節
に
送
る
が
、
日
本
列
島
の
人
々
は
大
ま
か
に
Ｉ
頻
繁
な
遊
動
生

活
か
ら
、
Ｈ
季
節
的

（た
と
え
ば
冬
の
）
な
定
住
　
Ⅲ
季
節
を
越
え
た

一
定
期
間

（た
と
え
ば

一
〇
年
く
ら
い
は

一
地
域
に
拠
点
を
置
く
）
の
定
住
、
Ⅳ
完
全
な
（と

き
に
は
数
世
代
を
も
含
む
）
定
住
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
で
居
住
形
態
を
変
化
さ
せ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
縄
文
前
期
の
少
な
く

と
も
御
代
田
町
周
辺
地
域
の
居
住
形
態
は
Ｈ

の
成
立
と
、
Ｈ
か
ら
Ⅲ
へ
の
移
行
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

〈引
用

・
参
考
文
献
〉

石
井
　
寛
　
一
九
七
七
　
「縄
文
社
会
に
お
け
る
移
動
と
地
域
組
織
」
『調
査
研
究

集
録
』
２

川
崎
　
保
　
一
九
九
六
　

「
「
の
」
字
状
石
製
品
と
倉
輪

・
松
原
型
装
身
具
セ
ッ
ト

に
つ
い
て
」
『長
野
県
の
考
古
学
』

児
玉
卓
文
　
一
九
八
四
　

『長
門
町
中
道
』
長
門
町
教
育
委
員
会

小
林
正
史
　
一
九
九

一
　

「
土
器
の
器
形
と
炭
化
物
か
ら
み
た
先
史
時
代
の
調
理

方
法
」
『北
陸
古
代
土
器
研
究
』

一

下
平
博
行
　
一
九
九
四
　
「
塚
田
式
」
の
設
定
と
そ
の
様
相
に
つ
い
て
『塚
田
遺
跡
』

∽
↓
”
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〓
”
Ｚ
”
ｒ
Ｏ
Ｏ
　
Ｈｏ∞ｏ
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弓
く
ｒ
】∽
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＞
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Ｚ
【Ｚ
「
”
”
〓
【∽
↓
〇
”
】〇

〇
間
卿
＞
マ
【【〇
∽
』
〇
＞
マ
【∞
卿
【∪
〇
”
Ｃ
Ｚ
】く
”
”
∽
】↓
く
”
卿
”
∽
∽

都
出
比
呂
志
　
一
九
八
九
　

『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』
岩
波
書
店

贄
田
　
明
　
一
九
九
四
　
「縄
文
前
期
中
葉
の
土
器
に
つ
い
て
」
『塚
田
遺
跡
』

日
本
考
古
学
協
会

一
九
九
七
年
度
秋
田
大
会
実
行
委
員
会
　
一
九
九
七

　

『縄
文

時
代
の
集
落
と
環
状
列
石
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
資
料
集

林
　
謙
作
　
一
九
九
五
　
「縄
文
時
代
史
２４
　
縄
文
人
の
集
落

（４
と

『季
刊
考
古

学
』
五
〇

水
沢
教
子
　
一
九
九
四

「
塚
田
遺
跡
出
土
土
器
の
胎
土
に
つ
い
て
」
『塚
田
遺
跡
』

安
田
喜
憲
　
一
九
八
二
　

「気
候
変
動
」
『縄
文
文
化
の
研
究
』

一

渡
部
　
仁
　
一
九
八

一
　

「
竪
穴
住
居
の
体
系
的
分
類
・食
物
採
集
民
の
住
居
の
生

態
学
的
研
究

（Ｉ
ご

『北
方
文
化
研
究
』
第

一
四
号

図39 石蒸し料理の復元 (′鳥居亮画)
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図40 世界史年表
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第
五
節
　
縄
文
文
化
の
爛
熟
―
中
期

中
期
の
遺
跡

縄
文
中
期
の
　
縄
文
中
期
に
あ
た
る
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら
の
約

一
〇
〇
〇

視
　
　
　
座
　
年
間
は
、
世
界
史
的
に
は
文
明
の
転
換
期
に
あ
た
る
。
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
の
都
市
は
王
制
の
開
始
を
機
に
都
市
国
家
と
な
り
、
そ
れ

ら
は
領
土
拡
大
の
た
め
に
抗
争
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
上
下
エ
ジ
プ
ト

を
統

一
し
た
メ
ネ
ス
が
、

エ
ジ
プ
ト
古
王
国
の
第

一
王
朝
を
築
い
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ン
ド
で
は
、
城
壁
に
か
こ
ま
れ
た
都
市
を
中
心

に
イ
ン
ダ
ス
文
明
が
お
こ
る
。

世
界
史
の
教
科
書
を
開
く
と
、
文
明
の
始
ま
り
は
腕
力
、
ひ
い
て
は
武
力

を
も
っ
た
人
間
が
王
と
し
て
君
臨
す
る
社
会
と
し
て
姿
を
現
す
。
か
れ
ら
の

文
化
は
も
ち
ろ
ん
約

一
万
年
前
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
農
耕
を
、
お
も
な

生
産
基
盤
と
す
る
長
い
定

住

社
会
の
中
で
、
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
そ
れ
で
は
本
来
生
活
環
境
に
即
し
て
選
択
さ
れ
る
べ
き
組
織
的
な

農
耕
の
採
用
だ
け
が
、
文
化
の
発
展
の
主
要
因
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

豊
富
な
食
糧
資
源
に
支
え
ら
れ
た
人
口
増
加
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
人
々
の

接
触
は
、
常
に
争
い
と
緊
張
を
、
そ
し
て
武
力
社
会
を
生
み
出
す
の
で
あ
ろ

フヽ
か
。
　
．

匿ヨ 食糧採集段階  Eコ 農耕社会の成立  Eコ エ権の成立  ● 最古の王墓  ■ 最古の墳丘墓  ○ 最古の防壁集落  ▲最古の環濠集落

::ミit離18撼じ
謂:轟華要】彗:ユ難

慕 、ボー貨
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文
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一
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一一一〇―骨壺墓地文

rl l.
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ミ
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ビ
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ガンジス文化

グ  ラテーヌ文化
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ィ
ワ
カ
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一
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第 2章 縄 文 時 代

同
じ
五
〇
〇
〇
年
前
の
日
本
列
島
に
も
高
度
な
文
化
が
花
開
い
た
。
こ
れ
は

一

万
三
〇
〇
〇
年
前
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
の
技
術
が
、
ゆ

っ
く
り
と
洗
練
さ
れ
、
そ
の
基
盤
の
上
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

文
化
を
生
み
だ
し
た
社
会
は
、
大
規
模
か
つ
組
織
的
な
戦
争
に
よ
っ
て
他
者
に
危

害
を
加
え
た
り
、　
一
握
り
の
大
き
な
武
力
を
も

っ
た
人
間
の
た
め
に
、
他
の
多
く

の
人
々
が
搾
取
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
を
も
た
な
い
分
、
日
本
列
島
の
そ
の
後
の
ど

の
時
代
よ
り
も
個
々
人
に
文
化
的
生
活
を
享
受
さ
せ
た
。

気
候
の
冷
涼
化
と
　
縄
文
中
期
の
は
じ
ま
り
は
、
お
よ
そ
ヒ
プ
シ
サ
ー

マ
ル
の

遺

跡
数

の
増
加
　
一局
温
期
の
終
り
の
時
期
に
あ
た
る
。
平
均
気
温
は
早
期

末

。
前
期
初
頭
を
ピ
ー
ク
に
下
降
し
始
め
、
中
期
に
な
る
と
現
在
よ
り
も
三
度
程

低
く
な

っ
た
（図
１６
）ｏ
安
田
喜
憲
に
よ
る
と
同
時
に
湿
潤
化
が
お
こ
り
、
日
本
海

側
で
は
、
ブ
ナ
や
ス
ギ
林
が
拡
大
す
る
が
、
中
部
山
岳
の
大
平
洋
側
か
ら
関
東
西

部
に
か
け
て
は
、
ま
だ
ク
リ

。
ナ
ラ
主
体
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
維
持
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
。
さ
て
、
長
野
県
内
の
遺
跡
数
は

一
九
八

一
年
の
調
査
で
前
期
九
九
八
か

ら
中
期
三

一
五
八

へ
と

一
挙
に
三
倍
以
上
も
増
加
す
る
。
こ
の
増
加
率
は
全
国
的

に
も
抜
き
ん
出
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
縄
文
中
期
は
中
部
高
地
が
列
島
の
人
々
の

活
動
の
中
心
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
活
動
の
中
心
の
意
味
は
、
単
純

に
人
口
が
増
加
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
同

一
集
団
が
残
し
た
遺
跡
数
が
多
く
な
っ

た
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
る
。

縄
文
農
耕
と
　
か
り
に
遺
跡
数
の
増
加
を
人
口
の
集
中
、　
一
つ
の
集
落
内
の
遺

そ
の
可
能
性
　
構
数
の
増
加
を
同

一
集
団
の
占
地
の
継
続
化
´
捉
え
た
場
合
、

人
々
の
食
糧
は
ク
リ

・
ナ
ラ
類
を
中
心
と
し
た
採
集
活
動
だ
け
で
ま
か
な
え
た
の

だ
ろ
う
か
¨
藤
森
栄

一
は
狩
猟
具
の
稀
少
化
と
、
土
掘
り
具
や
除
草
具
と
推
測
さ

れ
る
石
器
の
増
加
、
貯
蔵
用
土
器
の
発
達
な
ど
道
具
の
組
み
合
わ
せ
に
も
注
目
し
、

こ
の
時
期
す
で
に
農
耕
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
と
こ
ろ
が
当

初
は
、
植
物
の
種
実
そ
の
も
の
や
農
耕
を
裏
付
け
る
遺
構
の
検
出
が
こ
の
縄
文
農

耕
論
の
大
き
な
課
題
と
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
低
湿
地
遺
跡
の
調
査

や
水
洗
フ
ル
イ
の
導
入
に
よ
っ
て
植
物
の
検
出
例
が
急
増
し
て
い
る
。
大
石
遺

跡

・
荒
神
山
遺
跡
の
エ
ゴ
マ
を
は
じ
め
と
し
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
リ
ョ
ク
ト
ウ

。
オ

オ
ム
ギ
な
ど
は
中
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
。
ま
た
縄
文
前
期
の
千
歳
市
美
々
貝

塚
北
遺
跡
で
は
、
畑
の
跡
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
が
樽
前
山
火
山
灰
の
下
か
ら
発
見

さ
れ
て
話
題
を
よ
ん
だ
。

さ
ら
に
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
円
筒
下
層
式
土
器
が
現
れ
始
め
る
こ
ろ
に
、

ブ
ナ

・
ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
、
ク
リ
を
主
と
し
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

な
ど
外
来
系
の
栽
培
植
物
を
含
む
植
生
に
変
化
す
る
。
辻
誠

一
郎
は
こ
れ
を
火
入

れ
な
ど
に
よ
る
人
為
的
な
自
然
の
改
変
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
か
つ
て
中
尾
左
助

は

「農
耕
」
に
は
、
品
種
の
選
択

。
改
良
な
ど
の
半
栽
培
か
ら
灌
漑
を
と
も
な
っ

た
大
規
模
な
農
耕
に
い
た
る
ま
で
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
と
し
た
。
三
内
丸
山

の
事
例
は
、
人
間
が
食
糧
調
達
の
た
め
に
自
然
環
境
に
テ
コ
入
れ
す
る
と
い
う
点

で
、
ま
さ
に
こ
の
農
耕
の
一
つ
の
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
縄
文
農
耕
論
は
い
ま
や
そ
の
存
否
が
論
議
さ
れ
る
段
階
か
ら
、
そ

れ
が
遺
跡
全
体
の
景
観
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
と
ら
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
列
島
の
地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
特
性
が
あ
る
か
を

論
じ
る
段
階
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
御
代
田
町
で
は
ま
だ
栽
培
を
特
徴
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づ
け
る
素
材
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
豊
か
な
資
源
に
支
え
ら
れ
て
高
度

な
文
化
を
開
花
さ
せ
た
縄
文
時
代
の
爛
熟
期
と
も
い
え
る
中
期
中
葉
を
中
心
に
し

た
人
々
の
よ
う
す
を
、
近
年
豊
富
に
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
物
や
遺
構
か
ら
み
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

中

　

期

　

の
　
昭
和
九
（
一
九
二
四
）
年
東
京
大
学
の
八
幡

一
郎
に
よ
っ
て
ま

塩
野
西
遺
跡
群
　
と
め
ら
れ
た

『北
佐
久
郡
の
考
古
学
的
調
査
』
は
北
佐
久
郡

の
考
古
学
研
究
史
上
の
黎
明
を
告
げ
る
。
こ
こ
で
早
く
も
氏
は
小
沼
村

「塩
野
」

「瀧
の
澤
」
「乗
瀬
」
「向
山
」
「村
内
」
で
縄
文
土
器
を
発
見
し
、
「小
沼
村
出
土

の
胴
部
の

一
破
片
は
」
「稽
太
い
隆
線
文
を
中
心
に
連
点
、
鋸
歯
線
が
配
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
、
古
い
段
階
の
焼
町
土
器
の
拓
本
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
畑
地
を
中
心
に
遺
物
の
採
集
を
行
な
う
こ
と
の
で
き
た

旧
小
沼
村

（現
在
の
塩
野
地
区
）
は
、
平
成
二
２

九
九
〇
）
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

固
場
整
備
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
佐
久
地
方
の
縄
文
文
化
を
代
表
す

る
遺
跡
が
集
中
す
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
つ
ち
中
期
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
た
遺
跡
は
、
標
高
の
高
い
方
か
ら
城
之
腰
遺
跡

。
川
原
田
遺
跡
、

距
離
に
し
て
約
二
〇
〇
屑
下
が
っ
た
位
置
に
滝
沢
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
、
城
之
腰

遺
跡
の
東
約
五
〇
〇
屑
の
浅
間
山
の
尾
根
上
に
西
駒
込
遺
跡
が
立
地
す
る
。

滝
沢
遺
跡
は
大
字
塩
野
に
所
在
し
、
浅
問
山
南
麓
の
独
立
し
た

滝

沢

遺

跡

細
い
尾
根
の
平
坦
部
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
は
八
五
二
屑
内

外
で
あ
る
。
平
成
四

・
五
年
度
の
発
掘
調
査
で
縄
文
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
二
軒
、

土
坑

一
基
、
同
中
期
が
七
軒
、
土
坑
八
基
、
後
期
が
五
軒
、
土
坑
七
基
が
検
出
さ

れ
た
。
こ
の
フ
ち
中
期
前
葉
の
住
居
跡
は
三
軒
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
１
１０
号
敷
石

住
居
を
含
む
四
軒
の
住
居
跡
か
ら
は
加
曽
利
Ｅ
３

・
４
式
期
の
土
器
が
多
数
出
土

し
た
。
ま
た
称
名
寺
並
行
期
か
ら
堀
之
内
２
式
期
ま
で
の
土
器
棺
収
納
土
坑
や
墓

坑
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
第
六
節
に
譲
る
が
、
と
く
に
Ｄ
１
３０
号
土
坑
に

お
い
て
は
、

一
次
葬
か
ら
―
骨
あ
げ
―
二
次
葬
―
祭
祀
行
為
―
骨
焼
き
行
為
―
焼

骨
埋
納
に
い
た
る
埋
葬
過
程
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

川
原
田
遺
跡
と
　
川
原
田
遺
跡
は
大
字
塩
野
に
所
在
し
、
そ
の
標
高
は
八
七
二

城

之

腰
遺

跡
　
～
八
八
二
屑
で
あ
る
。
城
之
腰
遺
跡
は
そ
の
北
側
に
隣
接
し
、

い
ず
れ
も
浅
間
山
南
麓
の
尾
根
上
に
立
地
す
る
。
発
掘
調
査
は
平
成
二
年
に
約
六

か
月
か
け
て
行
な
わ
れ
、
縄
文
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
六
軒
、
土
坑
二
基
、
縄
文
中

期
の
竪
穴
住
居
跡
四
六
軒
、
土
坑

一
八
基
、
掘
立
柱
建
物
跡

一
基
な
ど
が
調
査
さ

れ
て
い
る
。
と
く
に
縄
文
中
期
中

葉
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
も
ま
れ
な
焼
町
土

器
を
主
体
と
し
た
住
居
跡
が

一
六
軒
も
検
出
さ
れ
、
集
落
の
主
体
部
が
調
査
範
囲

と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
全
貌
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
貴
重
な
成
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
に
よ
り
、
ほ
ぼ
四
六
〇
〇

～
四
七
〇
〇
年
前
と
い
う
数
値
が
計
測
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
中
期
後
葉
の
住

居
跡
も
五
軒
検
出
さ
れ
、
こ
の
浅
間
山
麓
の
地
域
が
最
初
は
曽
利

・
加
曽
利
Ｅ
式

文
化
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
や
が
て
唐
草
文
系
土
器
が
波
及
し
、
さ
ら
に
加
曽

利
Ｅ
式
の
中
に
包
括
さ
れ
て
い
く
現
象
が
読
み
と
れ
、
関
東

。
東
北

。
中
部
高
地

の
文
化
の
接
触
点
で
あ
り
、
と
く
に
関
東
か
ら
の
文
化
の
入
り
口
で
あ
る
当
地
域

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

城
之
腰
遺
跡
は
前
期
前
葉
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
中
期
中
葉
の
住
居
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第 5節 縄文文化の爛熟―中期

跡

一
軒

（Ｊ
３
号
住
居
）
、
中
期
後
葉
の
住
居
跡
二
軒

（Ｊ
４
・５
号
住
居
）
も
検

出
さ
れ
た
。

にと
き
め
　
　
　
西
駒
込
遺
跡
は
大
字
塩
野
に
所
在
す
る
。
第
四
節
で
記
し
た
よ

西
駒
込
遺
跡
　
　
　
　
　
しお
の
じ

う
に
他
の
塩
野
西
遺
跡
群
の
諸
遺
跡
が
土
地
改
良
事
業
を
調
査

原
因
と
す
る
の
に
対
し
、
本
遺
跡
の
調
査
は
現
在

「浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
」
と
よ
ば

れ
る
広
域
農
道
の
建
設
工
事
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
年
度
に
調
査
が

行
な
わ
れ
た
。
標
高
は
九
二
〇
屑
に
達
し
、
縄
文
集
落
の
中
で
は
も
っ
と
も
高
所

に
立
地
す
る
。
こ
れ
は
加
曽
利
Ｅ
式
期
に
は
集
落
が
高
所
ま
で
広
が
る
と
で
つ
八

ヶ
岳
西
南
麓
に
類
似
し
た
様
相
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
縄
文
中
期
後
葉
加
曽
利
Ｅ
２

～
加
曽
利
Ｅ
４
式
並
行
期
の
住
居
跡
二
軒
と
土
坑
五
基
が
検
出
さ
れ
た
。
１
号
住

居
か
ら
は
と
く
に
大
木
８
ｂ
式
の
変
容
し
た
深
鉢
が
発
見
さ
れ
、
県
内
で
は
そ
の

後
千
曲
川
水
系
に
お
い
て
、
小
諸
市
郷
戸
遺
跡

。
真
田
町
四
日
市
遺
跡

・
更
埴
市

屋
代
遺
跡
群
と
平
成
六
年
度
ま
で
連
続
す
る
、
大
木
系
土
器
発
見
ラ
ッ
シ
ュ
の
口

火
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
　
塩
野
西
遺
跡
群
の
う
ち
そ
の
ほ
か
の
遺
跡
と
し
て
は
、
東

荒
神

遺
　
　
　
跡
　
甕退
跡
で
Ｄ
２２
号
土
坑
に
唐
草
文
系
土
器
が
正
位
で
埋
設
さ
れ
て

お
り
、
Ｄ
・９
号
土
坑
や
包
含
層
で
も
唐
草
文
系
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

関
屋
遺
跡
で
は
土
坑
か
ら
中
期
前
葉
の
大
型
深
鉢
が
、
包
含
層
か
ら
焼
町
土
器
、

唐
草
文
系
土
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
西
荒
神
遺
跡

・
下
大
宮
遺
跡
な
ど
後

期
を
主
体
と
す
る
遺
跡
か
ら
は
中
期
の
上
器
は
出
土
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
東

荒
神
遺
跡

・
関
屋
遺
跡
な
ど
前
期
を
主
体
と
す
る
遺
跡
に
は
中
期
の
土
器
が
含
ま

れ
て
お
り
、
半
径
〇

・
五
キ
ロ
に
収
ま

る
塩
野
西
遺
跡
群
の
な
か
で
も
微
妙

に
遺
跡
の
継
続
時
間
や
立
地
に
差
異

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

森

泉

山

の
　
軽
井
沢
町
の
標
高

東
　
と
　
西
　
一
〓
一〇
〇
屑
の
Ｌ

糸
の
滝
付
近
に
発
す
る
湯
川
は
、
浅

間
山
麓
の
小
河
川
を
集
め
な
が
ら
御

代
田
町
の
南
部

へ
と
流
れ
下
る
。
森

泉
山
か
ら
八
風
山

へ
と
連
な
る
尾
根

の
先
端
部
の
台
地
と
、
湯
川
を
挟
ん

で
そ
の
対
岸
に
は
、
御
代
田
町
豊

昇

か
ら
軽
井
沢
町
茂
沢

へ
と
連
な
る
も

う

一
つ
の
縄
文
遺
跡
の
集
中
地
区
が

存
在
す
る
。
代
表
的
な
遺
跡
は
軽
井

沢
町
茂
沢

南

石
堂
遺
跡
と
御
代
田

町
宮

平

遺
跡
で
あ
る
。
時
期
は
い
ず
れ
も
縄
文
中
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
が
主

体
で
あ
る
。
た
だ
し
茂
沢
南
石
堂
遺
跡
で
は
、
焼
町
土
器
。勝
坂
式
・阿
玉
台
式
、
加

曽
利
Ｅ
ｌ
式

・
唐
草
文
系
Ｉ
段
階
な
ど
の
中
期
中
後
葉
の
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

Q° 一ヽ

0           1m

図42 東荒神遺跡 D22号土坑と埋設土器 (1:8)
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一
一　
縄
文
中
期
中
葉
の
土
器

深

沢

タ
イ
プ

と
　
縄
文
中
期
の
長
野
県
は
、
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台
式
土
器
で

中
期
前
葉
の
土
器
　
幕
を
開
け
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
Ｉ

・
Ｈ
段
階
に
大
別
さ

れ
て
い
る
が
、
全
時
期
を
通
じ
て
半
裁
竹
管

（円
形
中
空
の
竹
管
状
の
原
体
を
半

分
に
割

っ
た
工
具
）
や
棒

状

島
ル
を
多
用
す
る
沈
線
文
系
土
器
と
地
文
に
縄
文
を

も
つ
縄

文
系
土
器
が
あ
り
、
地
域
的
に
そ
の
比
率
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
両
者

が
併
存
し
組
み
合
わ
さ
っ
た
形
で
土
器
群
全
体
を
構
成
す
る
。
上
田
盆
地
以
束
の

千
曲
川
上
流
域
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
そ
の
新
段
階
に
並
行
す

る
和
田
村
細
尾
中
道
遺
跡

・
丸
子
町
下
久
根
遺
跡

。
同
渕
ノ
上
遺
跡

。
東
部
町
大

川
遺
跡

・
同
久
保
在
家
遺
跡

。
望
月
町
竹
之
城

魔
遺
跡

。
同
上
吹
上
遺
跡

・
佐
久

市
丸
山
遺
跡

・
小
海
町
小
原
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
資
料
は
比
較
的
充
実
し
て
い
る
。

滝
沢
遺
跡
で
は
、
Ｊ
ｌ２

・
‐４

・
‐５
号
住
居
か
ら
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台
式
最
終
段

階
に
あ
た
る
土
器
が
出
土
し
た
。
と
く
に
Ｊ
ｌ２
号
住
居
で
は
良
好
な

一
括
資
料
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（図
４３
）ｏ
埋
甕
炉
の
炉
体
土
器
で
あ
る
１
は
縄
文
系
土
器
で
回

唇
部
に
ゆ
る
い
山
形
の
突
起
を
も
ち
、
口
縁
部
文
様
帯
の
重

〓
一角
区
画
文
は
下
端

部
が
頸
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
Ｙ
字
状
に
垂
下
す
る
。
ま
た
、
隆
帯
の
脇
に
沿

っ

て
細
い
半
裁
竹
管
に
よ
る
沈
線
文
が
、
四
本
ず

つ
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

類
型
は
諏
訪
湖
盆
か
ら
千
曲
川
上
流
域
に
多
く
見
ら
れ
、
梨
久
保
Ｈ
Ｃ

・
五
領
ヶ

台
Ｈ
の
新
し
い
段
階
と
推
測
さ
れ
る
。
ほ
か
の
土
器
は
床
面
か
ら
浮
い
た
状
態
で
出

土
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
２
・７
は
深
沢
タ
イ
プ
と
い
わ
れ
る
土
器
で
、
飯
山
市
深

沢
遺
跡
を
標
式
遺
跡
と
し
て
、
千
曲
川
水
系
か
ら
新
潟
県
南
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。

長
野
県
史
で
は
深
沢
遺
跡
の
土
器
は
三
類
に
大
別
さ
れ
る

（図
４４
）
が
、
こ
の

う
ち
二
類
は
地
文
に
縄
文
を
有
し
、
胴
部
が
膨
ら
む
器
形
と
直
線
的
に
外
傾
す
る

器
形
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
口
縁
部
が
内
湾
気
味
に
立
ち
上
が
る
も
の

と
、
屈
曲
す
る
も
の
に
細
分
さ
れ
る
。
三
類
は
体
部
の
縄
文
が
消
失
す
る
と
さ
れ
、

器
形
は
後
者
を
踏
襲
す
る
よ
う
で
あ
る
。
二
類
の
回
縁
部
文
様
帯
は
水
平
方
向
の

隆
帯
や
半
裁
竹
管
に
よ
る
沈
線
で
区
切
ら
れ
、
そ
の
間
に
Ｕ
字
文
や
縦
位
の
短
沈

線
、
水
平
方
向
の
交
互
刺
突
な
ど
が
施
文
さ
れ
る
。
胴
部
は
通
常
四
単
位
の
縦
方

向
の
継
ぎ
手
状
隆
帯
が
垂
下
す
る
。
そ
の
隆
帯
の
脇
に
半
裁
竹
管
に
よ
る
半

隆
起

平
行
沈
線
が
沿
う
も
の
、
単
位
文
間
に
Ｕ
字
状

。
Ｃ
字
状

・
コ
の
字
状
の
沈
線
文

が
描
か
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
三
類
は
交
互
刺
突
か
ら
発
展
し
た
水
平
方
向
の

蛇
行
隆
帯
の
部
分
化
、
体
部
の
垂
下
隆
帯
文
間
を
埋
め
る
沈
線
文
部
分
の
拡
大
化

に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
三
単
位
が
多
く
な
る
と
さ
れ
る
。

滝
沢
遺
跡
図
４３
の
２
は
口
縁
部
の
開
き
方
が
か
な
り
大
き
く
、
日
唇
部
の
突
起

か
ら
二
本
の
隆
帯
が
垂
下
し
て
継
ぎ
手
状
の
モ
チ
ー
フ
を
構
成
す
る
。
体
部
は
同

様
な
二
本
隆
帯
の
脇
に
半
裁
竹
管
に
よ
る
半
隆
起
平
行
沈
線
が
沿
う
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
第

一
に
頸
部
か
ら
上
が
強
く
外
反
し
口
縁
部
に
か
け
て
ゆ
る

や
か
に
内
湾
す
る
器
形
が
深
沢
三
類
に
よ
り
近
い
こ
と
、
第
二
に
胴
部
上
半
に
深

沢
タ
イ
プ
の
本
来
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
逸
脱
し
た
連
孤
文
と
、
そ
こ
か
ら
垂
下
す
る

隆
帯
の
存
在
、
第
二
に
そ
れ
ら
が
二
本

一
対
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
二
本
隆
帯
は
三
類
に
連
続
す
る
後
出
の
要
素
と
さ
れ
、
実
際
に
明
神
原
遺
跡
出

土
例
で
も
深
沢
三
類
と
み
ら
れ
る
深
鉢
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

７
は
口
縁
部
が
や
や
外
反
し
、
く
び
れ
部
を
も
た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
器
形
や

口
縁
部
の
文
様
構
成
は
、
深
沢
三
類
の
図
４４
‐
・６
や
新
潟
県
西
戸
野
花
立
遺
跡
出
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土
土
器
に
類
似
す
る
。
体
部
文
様
は
隆
帯
十
半
隆
起
線

と
い
う
基
本
構
成
と
、
そ
の
間
を
埋
め
る
モ
チ
ー
フ
が

渦
巻
き
と
逆
Ｕ
字
状
区
画
か
ら
な
る
と
い
う
構
成
で

図
４４
‐
‐３
に
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
滝
沢
遺
跡
Ｊ
ｌ２

号
住
居
で
共
伴
し
た
土
器
群
は
深
沢
遺
跡
出
土
土
器

と
比
較
し
て
、
か
り
に
そ
の
一
類
か
ら
二
類
、
さ
ら
に

三
類
と
い
う
変
遷
が
認
め
う
る
な
ら
ば
、
一
一類
後
半
か

ら
三
類
に
か
け
て
並
行
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
深
沢
タ
イ
プ
が
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台

式
に
共
伴
す
る
遺
構
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
和
田
村
細

尾
中
道
遺
跡
第
２
号
住
や
同
第
５
号
住
な
ど
少
数
に

と
ど
ま
り
、
千
曲
川
中
流
域
の
更
埴
市
屋
代
遺
跡
群
、

東
部
町
桜
畑
遺
跡
、
小
諸
市
東
丸
山
遺
跡
な
ど
の
分

析
が
今
後
期
待
さ
れ
る
。
滝
沢
遺
跡
の
深
沢
タ
イ
プ

は
文
様
構
成
の
み
な
ら
ず
半
裁
竹
管
の
使
い
方
が
佐

久
の
在
地
の
土
器
と
は
異
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
在

地
で
製
作
さ
れ
た
と
す
る
よ
り
も
、
千
曲
川
の
よ
り

下
流
の
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
も
浮
上
す
る

が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

中
期
前
葉
の
終
末
に
深
沢
タ
イ
プ
が
実
際
に
土
器
組

成
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、　
つ
ぎ
の

段
階
で
在
地
の
主
要
な
土
器
と
な
る

「
後

沖
式
」
へ

の
影
響
関
係
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
発
見
で
あ
る
。

つ|ツ

*lftv4t, 655.lgn

1     1
6

つ
くこ二こ)◎

5ノ

図43 滝沢遺跡」12号住居跡 と出土土器
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１
類 Ｍ

２

２
類

３
類 16

|

図44 深沢タイプの三類 (1:12)番号は『長野県史』考古資料編東北信に共通

ま
た
Ｊ
‐２
号
住
居
の
４
は
、
東
北
南
部
に
中
心
を
お
く
大
木
７
ａ

式
が
、
群
馬
県
な
ど
の
中
間
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
変
化

し
た
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
中
期
前
葉
は
東
日
本
全
体
で
土
器
型

式
間
の
類
似
性
が
高
い
た
め
、
４
の
み
な
ら
ず
大
木
７
ａ
式
と
縄

文
地
文
の
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台
式
の
個
々
の
文
様
要
素

。
モ
チ
ー

フ
の
類
似
度
は
基
本
的
に
か
な
り
大
き
い
。
し
か
し
双
方
と
も
そ

の
内
部
に
は
、
た
と
え
ば
千
曲
川
上
流
域
と
諏
訪
湖
盆
な
ど
の
ゆ

る
や
か
な
小
地
域
差
が
存
在
す
る
。
ま
た
個
々
の
土
器
を
比
較
し

て
も
瓜
ふ
た
つ
と
い
え
る
よ
う
な
土
器
は
少
な
い
。
お
そ
ら
く
こ

れ
は
、
土
器
が
各
戸
も
し
く
は
集
落
単
位
で
製
作
さ
れ
、
土
器
作

り
を
担
っ
た
人
々
が
、
小
単
位
ご
と
に
分
立
し
て
い
た
様
相
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、
中
期
前
葉
社
会

の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
中
期
中
葉
に
な
る
と
、
こ
の
ゆ
る
や
か

図45 滝沢遺跡」12号住居出土土器の出自概
念図 土器装飾要素の出自 (原郷)を
示すもので、製作地を示してはいない。



な
類
似
性
が
崩
れ
、
地
域
ご
と
に
差
異

が
顕
在
化
し
、
個
々
の
土
器
間
に
斉

一

性
が
生
ま
れ
て
い
る
。

縄
文
中
期
の
中
葉
に

な
る
と
、
そ
れ
以
前

に
は
地
域
差
を
は
ら
み
な
が
ら
も
同

一

歩
調
で
変
化
を
と
げ
て
き
た
各
地
域
の

土
器
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
向

へ

動
き
出
し
、
等
質
性
の
高
い
土
器
型
式

圏
を
生
み
出
す
。
佐
久
地
方
の
中
期
の

中
葉
は
、
寺
内
隆
夫
に
よ
っ
て
土
器
型

式
設
定

へ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

勝
坂
式
と
も
阿
玉
台
式
と
も
似
て
い
る

よ
う
で
似
つ
か
な
い
独
自
の
土
器
群
で

あ
る
斜
行
沈
線
文
土
器

（「後
沖
式
し

（図
４６
）
で
幕
を
開
け
る
。
こ
の
土
器

群
は
東
北
信
か
ら
中
信
地
方
に
お
も
に

分
布
す
る
が
中
心
は
佐
久
地
方
に
あ
る

ら
し
い
。
器
形
は
胴
部
が
直
線
的
な
キ

ャ
リ
パ
ー
形
、
日
縁
部
が
や
や
外
反
す

る
も
の
、
日
縁
部
が
外
反
も
し
く
は
内

湾
し
頸
部
に
く
び
れ
を
も
ち
胴
部
最
大

以 焼諄

町考

土

前 器

第 5節 縄文文化の爛熟一中期

くキ ャ リパ ー形〉

くラッパ形、筒形〉

2

図46 斜行沈線文土器における器種・器形・容量の分化
(『長野県の考古学』を改変)

く水甕形〉

1・ 3牛の川 (松本市 )
2  弥生前 (松本市 )
4・ 7・ 10・ 11

梨久保 (岡谷市 )
5  大 石 (原村 )
6  上の平 (芽里1市 )
8  殿 村 (山形村 )
9  な[ 原 (塩尻市 )
12  棚 畑 (茅野市 )
13  サ|1原 田 (御代田田」)
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冬了吻

図47 川原田遺跡」50号住居出土土器 (1:6)

径
が
や
や
上
に
あ
る
も
の
の
三
形
態
が
主
体
で
あ
る
。
文
様
構
成
は
ま
ず
口
縁
部

文
様
帯
を
三
分
割
し
、
区
画
文
を
配
す
る
こ
と
、
頸
部
直
下
か
ら
逆
Ｕ
字
状
の
懸

垂
文
が
垂
下
す
る
こ
と
で
そ
の
独
自
性
を
発
揮
し
て
い
る
。
主
要
な
文
様
要
素
に

は
、
勝
坂
式
よ
り
も
幅
が
狭
く
細
長
い
隆
線
楕
円
区
画
と
、
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台

式
期
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
た
半
裁
竹
管
の
背
の
部
分
を
用
い
た
横
帯
区
画
内
の
斜

行
す
る
沈
線
文
や
沈
線
脇
も
し
く
は
沈
線
内
の
連
続
刻
み
目
文
が
あ
る
。
そ
の
ほ

か
に
は
体
部
下
半
に
展
開
す
る
隆
帯
に
よ
る
逆
Ｕ
字
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
懸
垂

文
、
左
右
対
称
の
懸
垂
文
、
波
状

激
蹴
対
、
指
頭
圧
痕
文
な
ど
が
あ
り
、
阿
玉
台

式
と
共
通
す
る
要
素
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
斜
行
沈
線
文
土
器
は
、
在
地

の
土
器
の
装
飾
を
脱
落
さ
せ
つ
つ
も
受
け
継
ぎ
、
隣
接
す
る
ほ
か
の
土
器
型
式
の

文
様
構
成
や
要
素
を
取
り
入
れ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
勝

坂
Ｉ
式
段
階
で
は
阿
玉
台
式
の
要
素
が
多
く
入
り
込
む
も
の
の
、
勝
坂
Ｉ
～
Ｈ
式

段
階
に
な
る
と
勝
坂
式
と
の
関
連
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
沈
線
を
施
文

し
て
か
ら
そ
の
中
に
刺
突
を
施
す
な
ど
勝
坂
式
の
押
し
引
き
文
に
、
わ
ざ
と
似
せ

た
よ
う
な
文
様
施
文
技
法
さ
え
出
現
す
る
。

さ
て
、
滝
沢
遺
跡
Ｊ
ｌ２
号
住
居
出
土
の
土
器
の
う
ち
５

（図
４３
）
は
隆
帯
に
よ

っ
て
継
ぎ
手
状
の
装
飾
を
表
出
し
な
が
ら
も
、
隆
帯
の
脇
に
沈
線
が
沿
わ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
隆
帯
装
飾
に
斜
行
沈
線
文
土
器
特
有
の
懸
垂
文
の
要
素
が
加
わ
る
た

め
、
勝
坂
Ｈ
式
並
行
期
に
な
る
と
川
原
田
遺
跡
Ｊ
５０
号
住
居

（図
４７
の
５
）
や
Ｊ

５‐
号
住
居

（図
５０
の
１
）
の
よ
う
な
結
節
部
を
も
つ
、
継
ぎ
手
状
の
懸
垂
文
が
現

れ
る
。
た
だ
し
、
Ｊ
５．
号
住
居
１

・
２
な
ど
体
部
上
半
に
最
大
径
を
置
く
甕
形
の

器
形
は
、
深
沢
タ
イ
プ
で
は
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
斜
行
沈

線
文
土
器
で
は
、
望
月
町
後
沖
遺
跡
、
岡
谷
市
梨
久
保
遺
跡
例
の
よ
う
に
阿
玉
台
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写31 焼町土器誕生

焼町土器 古段階

深沢タイプ

新段階一
一
一

Ｉ
ｂ
式
の
要
素
が
、
顕
著
に
み
ら
れ
る
前
半
段
階
か
ら
認
め
ら
れ

る
。
東
信
地
方
で
は
阿
玉
台
式
土
器
は
、
群
馬
県
側
よ
り
は
分
布

が
希
薄
で
あ
る
も
の
の
Ｉ
ａ
式
か
ら
み
ら
れ
、
川
原
田
遺
跡
で
は
、

阿
玉
台
Ⅱ

・
Ⅲ
式
が

「焼
町
土
器
古
段
階
」
に
と
も
な
う
。
し
た

が
っ
て
阿
玉
台
式
の
土
器
に
関
す
る
情
報
は

一
時
的
で
は
な
く
、

順
次
段
階
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

焼

町

土

器
　
川
原
田
遺
跡
で
は
斜
行
沈
線
文
土
器
が
少
量
な

誕
　
　
　
生
　
が
ら
出
土
し
、
さ
ら
に
焼
町
土
器
の
古
段
階
（新

巻
類
型
）
の
土
器
群

へ
と
変
遷
を
と
げ
る
。
沈
線
系
の
装
飾
要
素

の
多
く
は
、
斜
行
沈
線
文
土
器
か
ら
焼
町
土
器
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
ま
た
、
隆
帯
脇
に
沈
線
を
多
重
に
沿
わ
せ
る
手
法
が
深
沢

タ
イ
プ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
曲
隆
線
が
文
様
の
根
幹

に
据
え
ら
れ
て
い
る
土
器
群
、
す
な
わ
ち
焼
町
土
器
が
誕
生
す
る

の
で
あ
る
。

「火

の

国
」
の
　
大
き
な
環

状
の
突
起
、
縦
横
に
延
び
る
曲

土
器
、
焼
町
土
器
　
鴎
ぅ
機
と
そ
れ
に
沿

っ
て
幾
重
に
も
重
層

す
る
沈
線
。
浅
間
焼
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な

赤
焼
き
の
こ
の
土
器
群
が
ム
ラ

一
円
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
す
を
、

東
北
北
部
の
円
筒

上

層
式
土
器
や
南
部
の
大
木
式
土
器
の
よ
う

な
地
味
な
土
器
し
か
知
ら
な
い
人
々
が
見
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な

に
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
隆
線
に
沿

っ
て
多
用
さ
れ
る
沈
線
文
や

斜行沈線文土器
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写32 新 i罵県笹山遺跡出土の火焔型土器群 (|‖ ‖J Ill

教育委員会提供 )

突
起
の
華
や
か
さ
か
ら
、
縄
文
上
器
の
象
徴
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す

る
土
器
群
に
千
曲
川

・
信
濃
川
の
中
下
流
域
に
分
布
す
る
火
焔
型
上
器

を
含
む

一
群
が
あ
り
、
焼
町
上
器
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
．
し
か
し

な
が
ら
こ
の
火
焔
形
■
器
を
含
む

一
群
が
大
木
８
ａ

・
８
ｂ
式
の

一
割

ほ
ど
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
特
殊
な
上
器
で
あ
る
の
に
対
し
、
焼
町
１１

器
は
少
な
く
と
も
川
原
田
遺
跡
の
場
合
、
遺
跡
全
体
の
約
五
～
七
制
を

構
成
す
る
主
体
的
な
上
器
で
あ
る
。
火
焔
型
上
器
を
含
む

一
群
が
、
■

や
か
さ
と
素
地
の
白
さ
と
含
有
鉱
物
の
少
な
さ
か
ら
雪
国

の
情
熱
を
示

し
た
土
器
と
表
現
で
き
る
な
ら
、
焼
町
土
器
は
火
の
国
の
曜
動
を
表
し

た
土
器
で
あ
ろ
う
。
外
来
の
諸
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
地
味
な
変
化

を
と
げ
て
き
た
佐
久
地
方
に
あ

っ
て
、
在
地
の
伝
統
に
立
脚
し
、
そ
れ

を
進
化
さ
せ
て
独
自
の
土
器
を
作
り
上
げ
た
最
高
傑
作
が
こ
の
焼
町
土

器
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
土
器
が
多
量
に
出
土
し
た
御
代
田
町
こ

そ
は
焼
町
土
器
の
発
信
地
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
れ
で
は
こ

の
焼
町
土
器
の
成
立
と
発
展
、
そ
し
て
衰
退
の
様
相
を
川
原
田
遺
跡
の

上
器
群
の
中
に
見
て
み
た
い
。

嚇

晴

土ど
器き
　
焼
町
上
器
と
は
、
塩
尻
市
焼
町
遺
跡
第
１
サ
住
出
上
上
器
を
標

成
　
立
　
期
　
式
資
料
と
し
て
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
そ
の
型
式
学
的
な

検
討
か
ら
、
そ
の
類
例
を
も
含
め
て
焼
町
上
器
と
よ
ば
れ
て
い
る
．
し
か
し
な
が

ら
最
近
ま
で
の
資
料
を
概
観
す
る
と
中
南
信
か
ら
群
馬
県
全
域
、
北
は
飯
山
か
ら

千
曲
川

。
信
濃
川
中
流
域
に
分
布
し
、
そ
の
分
布
圏
の
ほ
ぼ
中
心
に
川
原
田
遺
跡

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
こ
の
焼
町
土
器
分
布
圏
の
東
側
で
あ

る
群
馬
県
で
は
新
巻
遺
跡

。
一房
谷
戸
遺
跡
出
―‐
資
料
を
中
心
に

一
九
八
〇
年
代
に

阿
Ｉ
台
式

に
直
接
的
な
影
禅
を
受
け
発
展
し
た
と
さ
れ
る
新
巻
類
型
が
山
口
逸
弘

に
よ
り
設
定
さ
れ
て
い
た
。
川
原
＝
遺
跡
で
は
、
焼
町
上
器
が
主
体
と
な
る
勝
坂

Ⅲ
式
以
前

の
勝
坂
Ｈ
式
か
ら
Ⅲ
式
に
か
け
て
、
こ
の
新
巻
類
型
が
遺
跡
全
体
の
上

器
組
成
の
中
で
主
体
を
占
め
る
。
そ
こ
で
焼
町
上
器
に
先
立

っ
て
こ
れ
ら
を
見
て

い
ヽヽ
つ
し

川
原
田
遺
跡
で
は
Ｊ
９

・
２０

．
２４

・
２５

・
５０

．
５‐
号
住
居
か
ら
新
巻
類
型
が
出 写33 御代田町川原田遺跡の焼町土器群
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図48 焼町土器の分布 △は御代田町の川原田遺跡

土
し
、
阿
玉
台
式
Ｈ
式

。
勝
坂
Ｈ

・
Ⅲ
式
と
の
共
伴
が
確
認
さ
れ
た
。

Ｊ
５‐
号
住
居
は
調
査
区
の
東
側
に
少
し
離
れ
て
検
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
で
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
良
好
な

一
括
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。
図
５０
の
１
は
下
半
が
埋

設
さ
れ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
、
２
は
炉
体
土
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
床
面
遺

物
は
６
だ
け
で
そ
の
ほ
か
は
埋
土
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
１
と
２
だ
け

が
住
居
が
使
わ
れ
て
い
た
段
階
の
遺
物
で
あ
る
。
１
は
口
縁
部
に
継
ぎ
手
状
の
隆

帯
を
も
ち
、
日
縁
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
隆
帯
文
が
連
続
す
る
。
そ
の
結
節
部
に

は
環
状
突
起
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
２
は
口
縁
部
文
様
帯
と
体
部
文
様

帯
が
隆
帯
に
よ
り
し
っ
か
り
と
区
画
さ
れ
、
口
縁
部
文
様
帯
に
、
横
長
の
沈
線
区

画
を
も
つ
。
や
は
り
体
部
に
は
曲
隆
線
が
展
開
す
る
が
、
隆
帯
の
脇
に
沈
線
が
沿

う
。
３

・
４
は
埋
土
下
部
か
ら
、
阿
玉
台
Ⅲ
式
の
５
は
埋
上
の
中
央
や
や
上
部
か

ら
出
土
し
た
。
４
は
回
縁
部
文
様
区
画
内
の
モ
チ
ー
フ
は
横
方
向
に
曲

流

展
開

し
焼
町
土
器
へ
繋
が
る
要
素
と
な
る
。
地
文
は
い
ず
れ
も
縄
文
で
あ
る
。

さ
て
、
川
原
田
遺
跡
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
土
器
群
の
器
形
に
は
、
斜
行
沈
線

文
段
階
の
基
本
器
形
と
同
様
に
、　
日
縁
部
が
内
湾
す
る
キ
ャ
リ
パ
ー
形

一
器
形
Ｉ

（図
５０
‐
４
）、
日
縁
部
が
内
湾
す
る
樽
形

¨
器
形
Ｈ

（図
５０
‐
２

．
３
）
、
平
縁

図49 新巻類型
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Q

|ヽ

図50 川原田遺跡」51号住居と出土土器 (住居跡 1:100、 土器 1:6)
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で
口
縁
部
が
ラ
ッ
パ
状
に
外
形
す
る
器
形

¨
器
形
Ⅲ

（写
３‐
中
央
）
の
三
種
類
が

あ
り
、
群
馬
方
面
に
多
く
み
ら
れ
る
大
波
状

口
縁
が
あ
ま
り
発
達
し
な
い
。
Ｉ
と

Ⅱ
は
器
形
そ
の
も
の
が
、
器
形
Ⅲ
の
土
器
は
文
様
帯
構
成
が
、
焼
町
土
器
に
継
承

さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
縦
横
方
向
に
流
動
す
る
曲
隆
線
と
そ
の
結
節
部
分
の
貼
付

文
、
隆
帯
に
沿
っ
た
沈
線
も
同
様
に
連
続
す
る
要
素
で
あ
る
。
こ
の
変
遷
過
程
の

中
で
沈
線
部
分
の
拡
大
に
よ
る
縄
文
地
文
の
消
失
、
器
形
Ｉ
の
比
率
の
増
加
と
い

っ
た
変
化
が
お
こ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
か
つ
て
こ
れ
ら
こ
そ
が
勝
坂
式
や
阿
玉
台
式
に
み
ら
れ

る
分
割

。
区
画
と
い
う
構
成
を
脱
し
、
焼
町
土
器
と
し
て
設
定
さ
れ
た

一
群
の
祖

形
と
な
る
流
動
す
る
曲
隆
線
を
装
飾
の
根
幹
に
据
え
た
土
器
群
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
群
馬
県
の
新
巻
類
型
は

一
遺
跡
に
数
個
体
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る

が
、
川
原
田
遺
跡
で
は
同
時
期
の
土
器
群
の
中
で
こ
れ
ら
は
勝
坂
Ｈ

・
Ⅲ
式
前
半

に
は
主
体
を
占
め
る
土
器
群
で
、
胎
土
も
焼
町
土
器
に
似
通
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
組
成
比
率
上
も
素
地
作
成
技
法
上
も
、
焼
町
土
器
に
連
続
し
て
い
く
要
素
を
備

え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
が
主
体
に
な
る
段
階
を
も
っ
て
、
川
原
田
遺

跡
で
は
焼
町
土
器
の
成
立
期
、
す
な
わ
ち
焼
町
土
器
古
段
階
と
よ
ぶ
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
に
類
似
し
た
土
器
群
は
新
潟
県
五
丁
歩
遺
跡
で
も
出
土
し
、
縄
Ｉ

系
列
と
さ
れ
格

沢
。
新
道
式
に
並
行
す
る
時
期
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
類

似
し
た
文
様
構
成
を
と
る
も
の
の
地
文
に
縄
文
が
み
ら
れ
な
い
土
器
群
は
、
五
丁

歩
遺
跡
の
ほ
か
、
東
部
町
久
保
在
家
遺
跡
、
新
潟
県
芋
川
原
遺
跡
な
ど
で
も
み
ら

れ
る
。

川
原
田
遺
跡
の
　
ぃ
ょ
ぃ
ょ
勝
坂
Ⅳ
式
を
中
心
に
展
開
す
る
焼
町
土
器
新
段
階

焼

町

土

器
　
の
検
討
に
は
い
ろ
う
。
川
原
田
遺
跡
で
焼
町
土
器
と
勝
坂
式

と
の
良
好
な
伴
出
関
係
が
み
ら
れ
る
住
居
は
Ｊ
２

・
Ｊ
４

・
Ｊ
５

ｏ
Ｊ
Ｈ

・
Ｊ
ｌ２

号
住
居
で
あ
る
。
と
く
に
Ｊ
Ｈ
号
住
居
で
は
床
面
で
、
焼
町
土
器
と
勝
坂
Ⅳ
式
古

段
階
の
土
器

（図
５‐
‐
７
）
が
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
両
者

の
共
伴
関
係
が
つ
か
め
る
。
い
っ
ば
，
Ｊ
ｌ２
号
住
居
で
は
、
ま
ず

「焼
町
土
器
」

（図
５２
‐
３
）
が
炉
の
囲
い
に
使
わ
れ
、
住
居
が
廃
絶
さ
れ
て
土
が
少
し
た
ま
っ

て
か
ら
そ
こ
で
火
が
焚
か
れ
た
。
そ
の
後
に
、
焼
町
土
器

（図
５２
‐
ｉ

・
２
・
４
）

や
勝
坂
Ⅳ
式
新
段
階
の
土
器

（図
５２
‐
５

ｏ
６
）
な
ど
が
ま
と
め
て
捨
て
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

さ
て
、
川
原
田
遺
跡
の
焼
町
土
器
に
は
大
き
な
口
縁
部
が
ゆ
る
く
内
湾
す
る
キ

ャ
リ
パ
ー
器
形
Ｉ

（図
５２
‐
１
）
の
も
の
と
頸
部
に
く
び
れ
を
も
つ
樽
形
の
器
形

Ｈ

（図
５２
‐
３
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。

器
形
Ｉ
の
土
器
を
器
面
分
割
の
方
法
か
ら
分
類
す
る
と
、
ま
ず
頸
部
の
く
び
れ

部
に
区
画
線
が
あ
っ
て
口
縁
部
文
様
帯
と
胴
部
文
様
帯
が
区
切
ら
れ
る
Ａ
類
型
が

設
定
で
き
、
こ
れ
は
さ
ら
に
口
唇
部
に
無
文
帯
を
も
ち
胴
部
の
区
画
が
楕
円
と
な

る
Ａ
ｌ
ｉ

（図
５２
‐
２
）
と
、
日
唇
部
無
文
帯
以
外
の
分
割
線
が
消
失
し
た
Ａ
Ｉ

２

（図
５‐
‐
２
）
に
細
分
さ
れ
る
。
Ａ
ｌ
ｉ
は
焼
町
土
器
の
最
盛
期
で
あ
る
勝
坂

Ⅳ
式
並
行
期
に
増
加
す
る
。
Ａ
ｌ
ｉ
と
同
様
な
文
様
構
成
を
と
る
周
辺
地
域
の
土

器
の
う
ち
、
口
唇
部
文
様
帯
が
や
や
広
く
横
方
向
の
沈
線
や
把
手
な
ど
が
付
く

一

群
が
五
丁
歩
遺
跡
の
隆
Ｈ
ａ
系
列
の
土
器
と
こ
れ
が
発
展

・
定
型
化
し
た
火
焔
型

土
器
で
あ
る
。
ま
た
Ａ
１
１
と
同
様
な
区
画
を
有
す
る
も
の
の
、
日
唇
部
が
溝
状

に
狭
い
一
群
は
隆

Ｈ
ｂ
系
列
や
王
冠
型
土
器
と
な
る
。
つ
ぎ
に
口
縁
部
に
や
や
幅
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写34 川原田遺跡」11号住居の遣物出土状況

図51 川原田遺跡 Jll号住居の出土土器 (1:8)
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図52 川原田遺跡」12号住居出土土器 (1:8)
川原田遺跡では」11・ 12号住居から良好な焼町土器のセットが出土した。とくに、 J ll号住居では床面に密着

し、上の圧力で押しつぶされた状態で、 4つの焼町土器が出土した。また、J12号住居の炉には、上図の 3の

土器が用いられていた。両住居出土の土器は今後、焼町土器の象徴的な資料 として、研究されていくだろう。

の
広
い
文
様
帯
を
も
つ
一
群

（図
５２
‐
ｉ
）
を
Ｂ
類

型
と
す
る
と
、
そ
の
祖
形
は
焼
町
土
器
古
段
階
の
器

形
Ⅲ
の
土
器
に
さ
か
の
ぼ
れ
よ
う
。
勝
坂
Ш
式
後
半

～
Ⅳ
式
期
に
は
分
帯
線
は
弧
状
に
変
化
し
て
い
く
。

器
形
Ｈ
の
土
器
の
多
く
は
容
量
が
大
き
い
せ
い
か
、

炉
体
土
器
に
な
る
場
合
が
多
い
。
Ｊ
ｌ２
号
住
居
の
３

（図
５２
）
の
文
様
構
成
は
Ａ
１
１
に
類
似
す
る
。
ま

た
、
Ｄ
７７
号
土
坑
の
２２８

（図
５３
）
の
よ
う
に
平
縁
で

「
口
縁
部
文
様
帯
が
狭
く
、
以
下
の
胴
部
文
様
帯
が

縦
に
切
れ
日
の
無
い
構
成
を
も
つ
。
隆
帯
上
部
に
刻

み
は
施
さ
れ
ず
、
眼
鏡
状

把
手
が
付
さ
れ
る
」
と
い

う
特
徴
を
も
つ
新
潟
県
塩
沢
町
五
丁
歩
遺
跡
の
隆
Ｉ

ｂ
系
列
に
類
似
す
る
よ
う
な
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

焼
町
土
器
の
装
飾
の
中
で
中
心
に
な
る
も
の
は
、

横
方
向
に
流
れ
る
曲
隆
線
と
よ
ば
れ
る
隆
帯
装
飾
と
、

そ
の
結
節
部
分
に
付
け
ら
れ
る
眼
鏡
状
も
し
く
は
斜

め
８
字
状
の
添
付
文
、
口
唇
部
か
ら
上
方
向
に
発
達

す
る
大
型
環
状
の
突
起
で
あ
る
。
曲
隆
帯
に
沿
う
沈

線
は
焼
町
土
器
古
段
階
か
ら
焼
町
土
器
新
段
階

へ
と

数
を
増
し
て
い
く
。
施
文
技
法
は
古
段
階
に
は
半
裁

竹
管
の
背
の
部
分
で
浅
く
引
い
て
い
た
が
、
そ
れ
が

徐
々
に
細
く
深
く
な
り
、
Ｊ
ｌ２
号
住
居
を
中
心
と
す

る
勝
坂
式
Ⅳ
式
後
半
期
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
彫
刻
的
な
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図53 川原田遺跡 D77号土坑出土土器とその類例 右の 4つは五丁歩遺跡隆 Ib系列の土器

印
象
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
。
土
器
の
大
き
さ
も
、
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て

大
型
化
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
焼
町
土
器

の
終
末
段
階
に
な
る
と
半
裁
竹
管
の
腹
の
部
分
を
用
い
た
鋭
い
沈
線
が
定
着

し
て
く
る
。

焼

町

土

器
　
川
原
田
遺
跡
の
焼
町
土
器
の
終
末
段
階
は
勝
坂
Ｖ
式
並
行

の
　
一長
　
退
　
期
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
大
形
の
土
器
は
少
な

く
な
り
、
把
手
も
退
化
し
、
地
文
に
縄
文
が
復
活
す
る
（図
５８
）ｏ

つ
ぎ
の
段

階
に
は
加
曽
利
Ｅ
式
や
曽
利
式
土
器
が
流
入
し
始
め
、
独
自
性
を
誇

っ
た
焼

町
土
器
に
と
っ
て
代
わ
り
、
ふ
た
た
び
佐
久
地
方
は
、
他
地
域
の
土
器
型
式

に
塗
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

最
後
に
少
し
視
野
を
広
げ
、
千
曲
川
流
域

・
群
馬

。
新
潟
県
南
部
を
含
め

焼
町
土
器
の
出
自
を
考
え
て
み
る
。
広
域
で
似
通
っ
た
様
相
を
も
ち
な
が
ら
、

個
々
の
斉

一
性
に
乏
し
い
梨
久
保

・
五
領
ヶ
台
式

。
大
木
７
ａ
式
系
土
器
が
、

解
体
す
る
縄
文
中
期
前
葉
末
に
小
地
域
差
を
抱
え
な
が
ら
も
浅
間
山
を
と
り

ま
く
地
域
に
成
立
し
た
の
が
五
丁
歩
縄
Ｉ
系
列
や
同
隆
Ⅲ
系
列

。
新
巻
類

型

・
久
保
在
家
式
な
ど
と
い
わ
れ
る
曲
隆
線
に
象
徴
さ
れ
る
土
器
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
新
潟
県
で
は
北
陸
の
要
素
を
取
り
込
み
、
千
曲
川
水
系
で
は
在
地

の
斜
行
沈
線
文
土
器

・
深
沢
タ
イ
プ
か
ら
の
系
譜
を
引
き
な
が
ら
も
総
体
と

し
て
は
比
較
的
類
似
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
器
群
を
母

胎
と
し
て
中
葉
の
千
曲
川

・
信
濃
川
申
流
域
の
人
々
の

一
部
は
、
五
丁
歩
遺

跡
に
特
徴
的
な
隆
帯
系
列
の
土
器
群
や
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
極
端
に
定
型
化

さ
せ
た
火
焔
型
土
器
を
含
む

一
群
を
生
み
出
し
た
。
い
っ
ぽ
う
佐
久
地
方
を
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中
心
に
し
た
地
域
の
人
々
は
そ
こ
か
ら
焼
町
土
器
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
千
曲
川

。
信
濃
川
中
下
流
域
で
は
そ
の
後
、
ほ
か
の
日
常
食
器
は
大
木
８

ａ
ｏ
８
ｂ
式
が
主
体
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
古
い
面
影
を
残
し
た
火
焔
型
土

器
を
極
端
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
守
り
続
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
勝
坂

Ⅲ

・
Ⅳ
式
期
の
川
原
田
遺
跡
の
人
々
は
、
勝
坂
式
を
さ
り
げ
な
く
日
常
食
器
に
取

り
入
れ
な
が
ら
も
、
生
活
の
主
体
と
な
る
食
器
や
炉
体
土
器
は
、
在
地
の
焼
町
土

器
を
作
り
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
焼
町
土
器
を
も
っ
て
、
中
期

中
葉
の
土
器
型
式

「焼
町
式
」
を
設
定
し
う
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

〓
一　
縄
文
中
期
後
葉
の
土
器

加
曽
利
Ｅ
式

・
　
川
原
田
遺
跡
で
は
勝
坂
Ｖ

（井
戸
尻
Ⅲ
）
式
期
に
な
る
と
焼

大

木

式

土

器
　
町
土
器
の
装
飾
が
か
な
り
単
純
化
し
、
大
型
の
把
手
も
な
く

な
る
。
こ
の
後
、
御
代
田
町
周
辺
は
加
曽
利
Ｅ
式

・
曽
利
式
の
土
器
型
式
圏
に
取

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

加
曽
利
Ｅ
式
と
は
、
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
に
小
金
井
良
清
、
八
幡

一
郎
、

山

内
清
男
ら
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
千
葉
県
加
曽
利
貝
塚
出
土
の
Ｅ
地
点
の
土

器
を
標
式
と
し
て
命
名
さ
れ
た
土
器
型
式
で
あ
る
。
同
年
、
山
内
は
仙
台

へ
居
を

移
し
、
今
度
は
東
北
地
方
の
土
器
編
年
に
着
手
す
る
。
松
島
湾
に
面
す
る
宮
城
県

大
木
囲

貝
塚
を
調
査
し
、
そ
こ
で
の
上
下
関
係
や
、
地
点
別
共
伴
関
係
か
ら
大
木

１
式
か
ら
１０
式
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
山
内
清
男
の

「縄
紋
土
器
型
式
の
細
別

と
大
別
」
に
先
立
つ
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
の
縄
文
土
器
編
年
表
に
よ
る
と
、

加
曽
利
Ｅ
２
式
と
大
木
８
式
と
の
並
行
関
係
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

類
似
性
か
ら
両
者
は
遠
隔
地
に
お
け
る
前
後
の
土
器
間
の
並
行
関
係
を
推
定
す
る

て
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
当
初
か
ら
大
木
式
と
は
加
曽
利
Ｅ
式
と

姉
妹
関
係
に
あ
る
土
器
型
式
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
東
北
の
中
期
大
木
式
は
７
ａ

式
か
ら
１０
式
ま
で
型
式
学
的
に
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
く
も
の
の
、
関
東
か
ら
中
部
地

方
に
分
布
す
る
勝
坂
式
は
そ
の
後
器
形
や
施
文
原
理
が
異
質
で
あ
る
、
加
曽
利
Ｅ

ｌ
式
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
加
曽
利
Ｅ
式
が
関
東
地
方
か
ら
中
部

高
地
に
か
け
て
分
布
す
る
の
に
対
し
、
大
木
式
は
秋
田
市
か
ら
岩
手
県
の
宮
古
市

を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を
北
限
に
、
南
は
千
曲
川

。
信
濃
川
中
流
域
か
ら
北
関
東
ま
で
に

分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
り
に
加
曽
利
Ｅ
式
の
成
立
を
大
木
式
と
関
連
づ
け
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
中
期
中
葉
に
形
成
さ
れ
た
小
型
式
圏
は
こ
の
大
木
式
の
南
下
に

よ
っ
て
消
滅
し
、
や
が
て
大
木

・
加
曽
利
Ｅ
式
大
型
式
圏
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

少
し
遅
れ
て
大
木
８
ｂ
式
は
東
北
北
部
の
円
筒
土
器
文
化
圏
ま
で
北
上
し
て
い
く
。

曽
利
式
土
器
　
曽
利
式
は
、
八
ケ
岳
西
南
麓
の
井
戸
尻
遺
跡
群
の
富
士
見
町
曽

の
　
分
　
布
　
利
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
住
居
跡
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
、
曽
利

Ｉ
式
か
ら
曽
利
Ｖ
式
ま
で
の
五
段
階
が
編
年
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
調
査
か
ら

八
ケ
岳
西
麓
か
ら
諏
訪
湖
盆

。
伊
那
谷

。
木
曽
谷
な
ど
中
南
信
地
域
は
唐
草
文
土

器
が
多
く
分
布
し
、
曽
利
式
は
む
し
ろ
井
戸
尻
遺
跡
群
周
辺
が
西
限
で
山
梨
県
方

面
が
主
要
分
布
圏
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
大
木
式
と
加
曽
利
Ｅ

式
の
場
合
と
同
様
に
、
曽
利
式
と
唐
草
文
系
土
器
も
姉
妹
関
係
に
あ
る
。

諸

文

化

の
　
小
地
域
性
が
崩
壊
す
る
中
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
の
移
行

受
　
　
　
容
　
期
に
お
い
て
御
代
田
町
に
は
山
梨
県
方
面
か
ら
佐
久
地
方
を
通
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1

2

3

4

川原田 (御代田町)
宮 平 (″ )
寄 山 (佐久市)
久保在家 (東部町)
曽 利 (富士見町)
井戸尻 (″ )
前田木下 (松本市)
加曽利貝塚 (千葉県)
大木囲貝塚 (宮城県)

大 木

加曽利 E

曽 利

唐草文

図54 縄文中期後葉の土器型式分布概念図

縄文時代中期後葉の東日本は北から大木式、加曽利 E式、曽利式、唐草文系土器など、異なる形状、文様をも
つ土器が作られていた。図はその分布状況を示す。アミが幾重にも重なっている部分は数型式が混在する地域

である。長野県の東信から、諏訪盆地にかけては加曽利E式、曽利式、唐草文系土器が入り混じった地域であ
ったことがわかる。

□
皿
□
目
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図55 川原田遺跡」 7号住居、 D91号土坑出土土器 (1:8)

っ
て
曽
利
式
が
流
入
し
、
関
東
地
方
か
ら
加
曽
利
Ｅ
式
が
流
入
し
、
浅
間
山
を
越

え
、
あ
る
い
は
千
曲

。
信
濃
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
大
木
式
の
情
報
が
流
入
す
る
。

後
葉
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
唐
草
文
系
土
器
が
流
入
し
、

一
部
加
曽
利
Ｅ
式
と
折
衷

す
る
様
相
が
浅
間
山
の
北
麓
の
群
馬
県
と
と
も
に
み
ら
れ
る
。
唐
草
文
系
土
器
は

Ｉ
段
階
と
Ⅱ
段
階
の
ヒ
ア
タ
ス
が
大
き
く
、
第
Ｈ
段
階
に
は
器
形

。
文
様
構
成
と

も
に
大
木
８
ｂ
式
と
の
類
縁
関
係
を
強
め
る
。
そ
の
変
容
過
程
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
文
化
が
接
触
し
た
御
代
田
町
を
含
む
東
信
火
山
列
西
南
麓
地

域
は
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
つ
て
焼
町
土
器
を
生
み

出
し
、
各
地

へ
文
化
を
発
信
し
て
い
た
人
々
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
寛
容
に
各

地
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
姿
を
記
し
て
み
る
。

加
曽
利

Ｅ
ｌ

ｏ
　
川
原
田
遺
跡
Ｊ
７
号
住
居
か
ら
は
、
曽
利
古
式
Ｉ
段
階
と

曽
利
古
式
―
段
階
　
加
曽
利
Ｅ
（蝉
ギ
期
の
良
好
な

一
槽
資
料
が
出
土
し
て
い
る

（図
５５
）ｏ
５
は
箆
状
工
具
に
よ
る
刻
み
を
も
つ
隆
帯
と
細
い
半
裁
竹
管
に
よ
る
二

本

一
対
の
沈
線
に
よ
っ
て
文
様
が
描
か
れ
る
。
６
は
５
よ
り
も
幅
広
く
深
い
半
裁

竹
管
に
よ
る
沈
線
が
、
胴
部
中
央
に
横
方
向
に
二
本
併
走
し
、
そ
の
上
下
を
縦
位

の
沈
線
が
埋
め
る
。
沈
線
の
様
相
は
、
焼
町
土
器
最
終
段
階
の
半
裁
竹
管
に
よ
る

半
隆
起
線
に
類
似
す
る
。
こ
れ
ら
が
曽
利
古
式
Ｉ
段
階
か
ら
Ｈ
段
階

へ
の
変
遷
過

程
を
示
す
の
か
、
焼
町
土
器
の
技
法
を
用
い
て
の
模
倣
過
程

（５
↓
６
）
を
示
す

の
か
は
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｊ
７
号
住
居
で
は
こ
れ
ら
と
同
様
の
Ｉ
層
か
ら
１
、
２
、
３
の
加
曽
利
Ｅ
式
上

器
が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
１
・
２
は
撚
糸
地
文
や
ク
ラ
ン
ク
状
モ
チ
ー
フ
か
ら

大
木
８
ａ
式
最
新
段
階
に
並
行
す
る
加
曽
利
Ｅ
ｌ
式
で
あ
る
。
た
だ
し
３
は
口
縁
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図56 川原田遺跡」45号住居出土土器 と渦巻つなぎ弧
文土器

部
の
隆
帯
の
脇
に
沈
線
が
沿
う
隆
沈
線
が
成
立
し
、
棒
状
工
具
に
よ
る
頸
部
や
胴

部
の
垂
直
方
向
の
三
本
の
沈
線
が
み
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
横
方
向
に
の
び
て
下
方

へ

屈
曲
す
る
規
格
渦
巻
文
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
こ
と
か
ら
や
や
新
し
い
要
素
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
加
曽
利
Ｅ
ｌ
式
段
階
の
資
料
に
は
、
川
原
田
遺
跡
Ｄ
９．

号
土
坑
の
大
型
深
鉢
（図
５５
‐
４
）
、
Ｄ
ｌ８６
号
土
坑
の
撚
糸
地
文
の
小
型
深
鉢
や
滝

沢
遺
跡
の
包
含
層
出
土
土
器
、
佐
久
市
寄
山
遺
跡
Ｈ
９
住
、
同

勝
負
沢
遺
跡
出
土

土
器
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
寄
山
遺
跡
Ｄ
２０７
号
土
坑
か
ら
加
曽
利
Ｅ
ｌ
式

深
鉢
と
、
大
木
８
ａ
式
最
新
段
階
の
深
鉢
が
共
伴
し
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て

注
目
さ
れ
る
。

加
曽
利
Ｅ
２
式
古

・
曽
利
古
式
＝
　
曽
利
古
式
Ｈ
段
階
住
居
に
あ
た
る
資
料
は
、

段

階

（唐

草

文

系

１
段

階
）

川
原
田
遺
跡
Ｊ
２７

・
４５
号
住
居
の
炉
お
よ

び
下
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
の
特
色
は
頸
部
の
斜
格
子
文
と
半
裁
竹

管
状
工
具
に
よ
る
体
部
の
半
隆
起
状
平
行
沈
線
文
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
連
続
八
形

文
で
あ
る

（図
５６
上
段
）
。
同
様
な
も
の
は
寄
山
遺
跡
Ｈ
４６
号
住
居
・Ｈ
６９
号
住
居

や
東
部
町
久
保
在
家
遺
跡
、
松
本
市
前
田
木
下
遺
跡
１

・
２
号
住
居
な
ど
に
代
表

さ
れ
、
唐
草
文
系
土
器
の
Ｉ
段
階
に
あ
た
る
。
と
く
に
前
田
木
下
遺
跡
で
は
、
大

木
８
ｂ
式
古
段
階
の
Ａ
類
型
の
土
器
が
伴
出
す
る
。
さ
て
、
Ｊ
２７

・
４５
号
住
居
の

上
層
か
ら
は
こ
の
ほ
か
に
渦
巻

つ
な
ぎ
弧
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る

（図
５６
‐

５
ｏ６
）。
こ
れ
ら
に
類
似
し
た
渦
巻
つ
な
ぎ
弧
文
土
器
が
、
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
か
は
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
破
片
な
が
ら
Ｊ
２‐
号
土
坑
で
は
つ
ぎ
の

段
階
に
あ
た
る
唐
草
文
系
第
Ｈ
段
階
の
矢
羽

状

紙
減
蹴
を
地
文
に
も
つ
土
器
に

と
も
な
う
。
Ｊ
２７
号
住
居

。
Ｊ
５
号
住
居
の
層
位
的
な
見
解
か
ら
も
、
後
続
す
る

可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
今
後
の
共
伴
例
に
注
目
し
た
い
。

加
曽
利
Ｅ
２
式
新

・
　
川
原
田
遺
跡
の
Ｊ
ｌ３

・
Ｊ
‐９

・
Ｊ
２‐
号
住
居
で
は
、
唐

唐
草
文
系

＝
段
階
　
草
文
系
Ｈ
段
階
で
も
後
半
に
あ
た
る
土
器
が
ま
と
ま
っ

て
い
る
。
西
駒
込
遺
跡
の
Ｊ
ｌ
号
住
居
で
は
、
体
部
モ
チ
ー
フ
が
曽
利
式
的
に
変

化
し
て
い
る
大
木
８
ｂ
式
の
Ｂ
類
型
を
含
む

一
括
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、

滝
沢
遺
跡
の
遺
物
包
含
層
で
は
、
唐
草
文
系
Ｈ
段
階
を
中
心
に
Ш
段
階
に
か
け
て

の
土
器
の
把
手
が
出
土
し
て
い
る
。
真
田
町
四
日
市
遺
跡
で
は
、
こ
の
段
階
の
良

好
な

一
括
資
料
が
５３
号
住
居
跡
埋
土
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
宮
平
例
に
類
似

し
た
頸
部
無
文
帯
を
も
つ
キ
ャ
リ
パ
ー
形
土
器
が
、
唐
草
文
系
Ｈ
段
階
の
樽
形
の
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土
器
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

加

菌
日
利

Ｅ
　
こ
の
時
期
か
ら
集
落
の
主
体
が
塩
野
か
ら
豊
昇
に
移
っ
た
の
で

３
　
式
　
古
　
あ
ろ
う
。
良
好
な
土
器
資
料
は
豊
昇
に
多

い
。
と
く
に
宮
平
遺

跡
で
は
、
加
曽
利
Ｅ
３
式
段
階
の
資
料
が
豊
富
に
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
図
８８

の
３
は
、
日
縁
部
の
楕
円
区
画
の
間
に
渦
巻
文
が
表
出
さ
れ
る
典
型
的
な
加
曽
利

Ｅ
３
古
段
階
の
土
器
で
、
体
部
の
磨
り
消
し
帯
は
ま
だ
あ
ま
り
広
く
な
い
。
西
駒

込
遺
跡
の
土
坑
や
グ
リ
ッ
ド
出
土
土
器
、
滝
沢
遺
跡
の
グ
リ
ッ
ド
出
土
土
器
に
も

1酪蒻饉 2

図57 唐草文系 ‖段階並行土器
上段 西駒込遺跡 Jl号住居
下段 川原田遺跡 J19号住居

本
段
階
に
属
す
る
資
料
が
多
い
。

加

菌
日
利

Ｅ
　
加
曽
利
Ｅ
３
式
新
段
階
に
属
す
る
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
は
宮
平
遺

３
　
式
　
新
　
跡
出
土
の
５

・
６

（図
８８
）
や
滝
沢
遺
跡
Ｊ
ｌＯ

・
Ｊ
ｌ３
号
住
居

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
回
縁
部
の
区
画
帯
は
か
な
り
崩
れ
、
渦
巻
き
の

中
に
縄
文
が
侵
入
し
、
幅
の
広
い
沈
線
で
文
様
が
表

出
さ
れ
て
い
る
。
体
部
の
垂

下
沈
線
の
間
は
磨
り
消
さ
れ
た
り
、
蕨
手
状
の
懸
垂
文
が
描
か
れ
る
。
と
く
に
宮

平
遺
跡
の
台
付
深
鉢

（図
８８
‐
６
）
は
高
さ

一
〇
彙ン
程
度
で
、
く
び
れ
下
の
内
面

に
煤
が
付
着
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
は
４
の
よ
う
に
断
面
三
角
形
の
細
い
隆
線

に
よ
っ
て
、
渦
巻
き
文
様
が
表
出
さ
れ
る
唐
草
文
系
Ⅲ
段
階
の
土
器
が
と
も
な
う
。

５
の
よ
う
に
区
画
内
に
矢
羽
状
細
沈
線
が
崩
れ
て
拡
大
し
た
地
文
を
有
す
る
佐
久

系
深
鉢
形
土
器
が
共
伴
す
る
。

加
曽
利
Ｅ
３
式
土
器
の
手
法
の

一
部
は
Ｅ
４
式
に
継
続
さ
れ
て
い
き
、
や
が
て

中
期
も
末
葉
を
む
か
え
る
。
宮
平
遺
跡

・
滝
沢
遺
跡
で
の
土
器
出
土
状
況
も
ふ
く

め
た
中
期
後
葉
～
末
葉
土
器
群
の
細
か
な
検
討
は
、
第
六
節
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し

た
い
。
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図58 御代田町出土の縄文中期後葉土器のいろいろ (1:14)(遺跡名付してないものは川原田)



第 5節 縄文文化の爛熟一中期

四
　
縄
文
中
期
の
石
器
と
生
業

縄
文
中
期
に
な
る
と
、
大
規
模
で
定
着
性
の
高
い
集
落
が
各
地

食
糧
の
調
達
　
に
出
現
す
る
。
つ
ま
り
土
器
型
式
で
数
型
式
問
連
続
し
、　
一
時

期
の
住
居
数
が
多
い
と
い
う
意
味
で
大
規
模
で
、
か
つ
一
般
的
な
竪
穴
住
居
以
外

に
貯
蔵
穴
や
別
の
機
能
が
推
定
さ
れ
る
小
型
竪
穴
施
設
な
ど
生
活
に
必
要
な
さ
ま

ざ
ま
な
付
帯
施
設
を
も
つ
と
い
う
点
で
、
定
着
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
推
測
で

き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
の
人
口
を
長
期
間
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
計
画
的
に
食
糧
を
調
達
し
て
貯
蔵
し
て
お
き
、
今
度
は
そ
れ
ら
を
計
画
的
に

消
費
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
米
の
よ
う
に
計
画
的
な
共
通
す
る

主
食
を
も
た
な
か
っ
た
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
各
地
域
の
環
境
に
根
ざ
し
た
資
源

（図
５９
）
を
選
択
し
て
利
用
し
、
地
域
独
自
の
食
物
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

縄
文
人
の
食
物
リ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
て
い
た
か
を
推
定

す
る
方
法
と
し
て
は
、
現
在
お
も
に
つ
ぎ
の
二
つ
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

①
　
彙退
跡
か
ら
出
土
し
た
食
べ
か
す
の
量
や
種
類
を
調
べ
る

②
　
直
接
当
時
の
人
間
の
骨
か
ら
何
を
食
べ
て
い
た
か
を
割
り
出
す

③
　
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
食
糧
獲
得
や
加
工
用
の
道
具
の
種
類

・
量

。
使
用
の
痕

跡
を
調
べ
る
。

こ
れ
ら
を
順
に
解
説
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

空間固定型資源

時 限 性 通 時 性

ドングリ類、クリ、果

実類、木芽 など
貝類、浅海性魚類 な
ど

ド

Ｌ

騨
型
A

空間移動型資源

時 限 性 通  ‖寺 `1生

トド、アザラシ、クジ

ラ、カツオ、サケ、マ

ス など

シカ、イノシシ、カモ

シカ、ツ キ ノワ グマ

など

図59 縄文人の生業構成と食料資源類型 (『季刊考古学55号』より)



食
物
用
，宰し
の
　
貝
を
食
べ
れ
ば
殻
が
、
魚
の
肉
を
食
べ
れ
ば
骨
が
残
る
。
縄
文

調
　
　
　
査
　
時
代
の
食
生
活
を
復
元
す
る
た
め
に
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
食

物
の
残
り
か
す
の
量
や
種
類
を
調
べ
る
と
い
う
研
究
が
東
北

。
関
東
地
方
の
貝
塚

を
中
心
に
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の

一
例
を
あ
げ
る
と
、
縄
文
晩
期
の

例
で
は
あ
る
が
宮
城
県
遠
田
郡
田
尻
町
の
中
沢
目
貝
塚
の
調
査
で
は
貝
層
の
す
べ

て
の
土
壌
を

一　
リミ
と
五

リミ
ロ
の
節
で
水
洗
す
る
こ
と
で
（Ｈ
Ｉ
３
区
で
３２９
層
）
、　
一

括
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
内
容
の
全
貌
と
そ
の
時
期
的
な
変
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
貝
類
は
オ
オ
タ
ニ
シ
、
イ
シ
ガ
イ

。
ヌ
マ
ガ
イ
な
ど
淡
水
性

の
貝
に
加
え
海
産
の
ア
サ
リ
な
ど
３
綱
３
日
３２
科
４‐
種
、
魚
類
は
コ
イ
科
を
中
心

に
ギ
バ
チ
、
ウ
ナ
ギ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
淡
水
魚
を
中
心
に
２
綱
１８
科
１５
種
、
鳥
類

は
湖
沼
域
に
飛
来
す
る
カ
モ
類
が
六
割
を
占
め
マ
ガ
ン
、
ヒ
シ
ク
イ
、
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
、
キ
ジ
な
ど
９
目
１０
科
８
種
、
哺
乳
類
は
イ
ノ
シ
シ

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
八

割
を
占
め
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
イ
ヌ
、
キ
ツ
ネ
、
ネ
ズ
ミ
科
な
ど
５
目
９
科
１３
種
に
も

上
る
。
ア
サ
リ
の
貝
殻
成
長
線
の
分
析
や
回
遊
魚

・
渡
り
鳥
な
ど
の
情
報
と
層
の

堆
積
順
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
あ
る
も
の
は
通
年
、
あ
る
も
の

は
季
節
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
を
取
り
な
が
ら
食
卓
に
の
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
海
か
ら
三
〇
キ。離
れ
た
東
北
の
湖
沼
地
帯
の
縄
文
人
は
四
季
を
通

じ
て
湖
沼
丘
陵
地
、
あ
る
い
は
海
岸
部
の
安
定
し
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
基
幹

集
落
を
存
続
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
浅
問
山
麓
の
縄
文
人
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
原
田
遺
跡

Ｄ
８４
号
土
坑
の
内
部
か
ら
は
、
焼
土

・
土
器
片
と
と
も
に
多
量
の
ト
チ
ノ
キ
の
呆
皮

が
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑
は
最
終
的
に
ゴ
ミ
穴
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
同
遺
跡
Ｊ
ｌ２
号
住
居
か
ら
は
オ
ニ
グ
ル
ミ

・
ク
リ
、
前
期
に
あ
た
る

Ｄ
‐６０
号
土
坑
か
ら
も
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
Ｊ
５３
号
住
居
か
ら
は
コ
ナ
ラ
属
の
炭
化
種
実

が
出
土
し
て
お
り
、
縄
文
人
が
こ
れ
ら
堅
果
類
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

動
物
遺
存
体
と
し
て
は
滝
沢
遺
跡
の
後
期
の
住
居
跡

・
土
坑

・
屋
外
埋
甕
か
ら

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
小
型
の
鳥
類
の
骨
が
出
土
し
て
い
る
。
周
辺
で
は

小
諸
市
石
神
遺
跡
で
こ
れ
ら
に
オ
オ
カ
ミ
、
キ
ジ
や
淡
水
産
の
イ
シ
ガ
イ
、
ド
ブ

ガ
イ
、
鍼
水
産
の
ハ
マ
グ
リ
な
ど
が
、
戸
倉
町
円
光
房
遺
跡
で
は
ノ
ウ
サ
ギ
、
タ

ヌ
キ
、　
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
加
わ
る
。
ま
た
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
北
相
木
村

栃
原
岩
陰
で
は
内
陸
の
貝
塚
で
は
サ
ケ
科
魚
類
の
椎
骨
十
数
点
や
、
そ
の
幼
生
が

サ
ケ
科
魚
類
の
エ
ラ
に
寄
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
貝
が
出
土
し

て
い
る
。
サ
ケ
は
、
平
安
中
期
に
ま
と
め
ら
れ
た

『延
喜
式
』
に
鮭
楚
割
・氷
頭
・

背
腸
鮭
子
が
信
濃
の
中

男
作
物
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
信
濃
で
の
鮭
漁
が
さ

か
ん
で
特
産
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
中
沢
目
貝
塚

第 2章 縄 文 時 代

D-84

図60 川原田遺跡 D84号土坑
(1:80)



で
は
サ
ケ
の
椎
骨
が
季
節
を
問
わ
ず
各
層
で
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
は
遡
上
す
る
秋
に
限
定
的
に
捕
ら
れ
た
も
の
の
、
加
工
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
通
年
に
わ
た
っ
て
消
費
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
市
川

健
夫
に
よ
れ
ば
千
曲
川

・
犀
川
の
サ
ケ
の
漁
獲
量
高
は
昭
和
十

一

（
一
九
二
六
）

年
に
西
大
滝
ダ
ム
が
で
き
る
以
前
は

一
万
八
五
〇
〇
貫

（六
万
九
二
七
五
窮
）
に

上

っ
た
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
御
代
田
町
を
含
む
千
曲
川
水
系
の
縄
文
人
た
ち
も

秋
に
千
曲
川
で
集
中
的
に
サ
ヶ
漁
を
行
な
い
、
保
存
食
糧
と
し
て
貯
蔵
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

骨
か
ら
見
た
　
当
時
の
人
々
の
骨
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
抽

食
　
　
　
物
　
出
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
炭
素
と
窒
素
の
同
位
体
比
を
測
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
前
摂
取
し
て
い
た
食
物
の
傾
向
を
割
り
出
す
方
法
は
軽
元

素
食
性
分
析
法
と
か
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
食
性
解
析
法
と
よ
ば
れ
る
。
長
野
県
内
で
は

明
科
町
北
村
遺
跡
の
縄
文
中
期
末
か
ら
後
期
前
半
に
か
け
て
の
五
体
の
人
骨
に
基

づ
く
分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（図
６２
）
ｏ
そ
れ
に
よ
る
と
ク
リ
。ド
ン
グ
リ
・

ト
チ

・
イ
モ
な
ど
い
わ
ゆ
る
Ｃ
３
植
物
に
依
存
す
る
割
合
が
七
四

。
二
打
と
か
な

¨
５Ｌ

一

第 5節 縄文文化の爛熟―中期

図61 縄文時代のサケ・マス漁
(『図説 長野県の歴史』より)

縄文時代遡上するサケ・マスは縄文人にとって重要なタンパク

源であった。図は鈷でサケをねらっている縄文人の想像図。

δ:℃0/m(PDB)

図62 北村縄文人の炭素・ 窒素安定同位体分布結果と食糧資源の
同位体環境との関係を示すダイアグラム 人骨の同位体分
析結果は食物の同位体比に補正して示す (『北村遺跡』より)

（
“
一く
）
８
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Ｚ
ヨ
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図63 川原田遺跡の打製石斧
川原田遺跡では前期よりも中期の方が、石器全体に対して、打製石斧の占める割合が高かった。発掘で出土し

た総数105点 の中期の打製石斧は竪穴住居など諸施設の土掘 りに役立ったほか、ヤマイモなどの植物を掘 り出

すのにも重宝したと考えられる。石斧と名づけられているが、実はスコップゃ、鋤の役割を果たしていたので

ある。

り
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ッ
ト
セ
イ
や
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
海

産
大
型
動
物
に
依
存
す
る
北
海
道
縄
文
人
は
も
と
よ
り
、
関
東
や
東
北
の
縄
文
人

よ
り
も
Ｃ
３
植
物
の
利
用
度
が
高
く
、
逆
に
動
物
や
魚
介
類

へ
の
依
存
度
が
低
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
植
物
資
源

へ
の
偏
重
が
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か

は
、
現
在
の
人
骨
調
査
例
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
石
器
組
成
か

ら
そ
の
推
移
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
原
田
遺
跡
の
　
動
植
物
資
源
を
獲
得
も
し
く
は
調
理
加
工
す
る
た
め
の
道
具

石

器

装

備
　
か
ら
、
縄
文
中
期
の
食
糧
の
確
保
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

川
原
田
遺
跡
の
縄
文
前
期

（中
道

・
関
山
Ｉ

・
諸
磯
式
期
）
と
縄
文
中
期

（五
領

ヶ
台
Ｈ
式
期
～
加
曽
利
Ｅ
２
式
新
段
階
）
の
石
器
装
備
の
構
成
を
比
較
す
る
と
、

打
製
石
斧
の
割
合
が
〇

・
五
ｒ

（製
品
の
五

。
九
幹
）
か
ら
三

。
九
ｒ

（製
品
の

一
七

・
五
ｒ
）
に
上
昇
す
る
。
中
期
に
打
製
石
斧
の
多

い
状
況
は
、
塩
野
西
遺
跡

群
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
も
同
様
で
、
こ
の
傾
向
は
後
期
ま
で
存
続
す
る
。
素
材

に
は
お
も
に
安
山
岩
や
配
習
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
礎
堀
、
屁
匙び
、
雇
獄
、

ス
ク
レ
イ
パ
ー
、
ピ
エ
ス
・
エ
ス
キ
ー

ユ
、
磨
石
な
ど
が
比
較
的
多
い
器
種
と
し

て
掲
げ
ら
れ
る
。

打
製
石
斧
の
　
打
製
石
斧
の
機
能
は
土
掘
り
と
さ
れ
る
。
土
掘
り
と
い
え
ば
竪

機
　
　
　
能
　
穴
住
居
や
土
坑
な
ど
多
様
な
施
設
の
構
築
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
中
期
に
な
っ
て
打
製
石
斧

が
多
く
な
る
地
域
は
中
部
地
方
か
ら
関
東
地
方
西
南
部

へ
と
連
な
り
、
磨
石
が
多

く
打
製
石
斧
の
少
な
い
地
域
に
、
関
東
地
方
東
北
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ



の
両
地
域
を
比
較
す
る
と
、
打
製
石
斧
の
多
い
地
方
ほ
ど
大
型
の
貯
蔵
穴
が
少
な

い
。
こ
こ
か
ら
今
村
啓
爾
は
打
製
石
斧
を
根
茎
類
採
集
の
た
め
多
用
し
た
人
々
は
、

ジ
不ヽ
ン
ジ
ョ

（自
然
薯
、
ヤ
マ
イ
モ
）
の
よ
う
な
深
い
根
を
張
り
植
物
自
体
が
栄

養
を
貯
蔵
し
て
い
る
よ
う
な
植
物
を
お
も
に
採
集
し
て
い
た
た
め
、
貯
蔵
穴
を
多

く
は
保
有
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
唱
え
た
。
た
し
か
に
川
原
田

遺
跡
で
は
、
関
東
地
方
東
北
部
や
新
潟
県
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
型
の
フ
ラ
ス
コ

状
土
坑
は
な
く
、
や
や
底
部
が
広
が
る
直
径

一
屑
前
後
の
Ｄ
１
８４

・
Ｄ
‐
‐１５
が
貯

（注

３
）

蔵
穴
の
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
も
し
中
期
の
人
々
が
イ
モ
を
多

用
し
始
め
て
そ
の
傾
向
が
後
期
ま
で
連
続
し
た
と
し
て
も
、
ク
リ

・
ド
ン
グ
リ

・

ト
チ
な
ど
の
堅
果
類
と
並
ん
で
イ
モ
も
Ｃ
３
植
物
に
含
ま
れ
る
た
め
、
北
村
遺
跡

で
示
さ
れ
た
後
期
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
食
性
解
析
結
果
と
も
矛
盾
し
な
い
。
川
原
田

遺
跡
で
出
土
し
た
中
期
の
打
製
石
斧

一
〇
五
点
の
う
ち
約
半
数
は
安
山
岩
製
で
あ

り
、
比
較
的
近
距
離
で
入
手
で
き
る
石
材
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
と
く
に
中
期

の
打
製
石
斧
は
土
掘
り
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
ト

ロ
ト
ロ
と
し
た
激
し
い
摩
滅

を
と
も
な
う
こ
と
が
前
期
と
は
異
な
る
特
徴
と
さ
れ
る
。
詳
細
は
第
八
節

へ
譲
る

が
、
こ
の
前
期
と
中
期
の
磨
滅
痕
の
違
い
を
、
伐
採
加
工
具
か
ら
土
掘
り
具
へ
の

転
換
と
し
て
と
ら
え
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。

石
鏃
と
狩
猟
　
縄
文
時
代
の
狩
猟
対
象
獣
は
、
動
物
遺
体
の
内
容
の
集
計
か
ら

は
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
が
全
体
の
七
七
ｒ
を
占
め
る
と
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
大
規
模
な
拠
点
集
落
と
さ
れ
る
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
イ

ノ
シ
シ
ニ

・
七
ｒ
、
シ
カ

一
。
四
幹
に
す
ぎ
ず
ム
サ
サ
ビ
と
ノ
ウ
サ
ギ
が
全
体
の

第 5節 縄文文化の爛熟一中期

ムササビ

サル (2.2

アナグマ (2.

タヌキ (6.7%)

ノウサギ (3.3%)

図64 縄文時代の陸獣狩猟の割合
一般に縄文遺跡では、シカ・イノシシの骨の出土率が

高 く、縄文時代の狩猟対象獣は主にシカ・イノシシな

ど中型獣であったとみられている。こうした中型獣

の狩猟には弓矢猟やおとし穴猟などの民猟が用いら

れた。事実、国内各地の縄文遺跡からおとし穴遺構が

発掘されている。

シカ1(1.4%)

イノシシ2(2.7%9

タヌキ2(2.7%)

リス3(4.1%)

キツネ4(5.4%)

イタチ5(6.8%)

図65 三内丸山遺跡の哺乳類の割合
(動物名の後の数値は資料数)(『縄文人の時代』よ

り)

三内丸山遺跡では通常縄文遺跡から見つかるシカ・

イノシシの骨があまり見つからなかった。三内メL山

人はあまリシカ・イノシシを食べなかったのだろう

か。しかし骨が出土しなかったからといって、それら

の肉が食べられていなかったということにはならな

い。この点に、当時のメニューを推定する難しさがあ

る。
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カワウソ (1.2%)

シカ (39.3%)

イノシシ (37.7%)

クマ1(1.4%)

ムササビ
28 (37.8%)

ノウサギ
27 (36.5%)
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図66 おとし穴にかかったイノシシ
(『図説 長野県の歴史』より)

おとし穴をしかけっぱなしでは、動物はつか

まらない。おそらく、集団でシカやイノシシ

などの動物を、追い落としたのであろう。

七
四
ｒ
を
占
め
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
食
料
組
成
を
遺

跡
出
土
の
動
物
遺
存
体
か
ら
導
き
出
し
、
地
域
ご
と
の
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
の

必
要
性
が
高
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中

・
小
型
獣
の
狩
猟
に
用
い
ら
れ
た
道
具
が
弓
矢
で
あ
る
。
矢
の

先
に
は
お
も
に
黒
曜
石
製
の
石
鏃
が
装
着
さ
れ
、
そ
れ
が
住
居
跡
か
ら
出
土
し
て

い
る
。
石
鏃
の
出
土
量
は
川
原
田
遺
跡
で
は
前
期

。
中
期
と
も
に
二

・
八
育

（製

品
の

一
二

・
七
打
）
と
変
化
な
く
、
住
居
跡
平
均
で

一
～
二
個
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
対
象
獣
は
前
述
し
た
滝
沢
遺
跡
の
例
や
原
生
の
町
域
に
生
息
す
る

哺
乳
類
を
概
観
し
た
限
り
で
は
、　
一一
ホ
ン
ジ
カ
、
カ
モ
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
コ
ガ

モ
、　
マ
ガ
モ
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。
現
在
の
イ
ノ
シ
シ
猟
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら

は
、
猟
師
二
人
か
ら
五
人
程
度
で
行
な
う
集
団
猟
と
単
独
猟
が
あ
り
、
単
独
猟
を

行
な
う
に
は
集
団
猟
で
あ
ら
か
じ
め
修
練
を
積
む
必
要
が
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
す

み
か
を
密
か
に
つ
か
み
、
逃
走
経
路
を
予
想
し
て
待
機
す
る
な
ど
緊
張
の
連
続
で

あ
る
猟
の
過
程
で
は
、
ど
の
場
面
で
も
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
足
跡
を
見
つ
け
た
り
直
接
格
闘
す
る
役
割
を
担
う
イ
ヌ

は
非
常
に
重
要
な
狩
猟
の
成
員
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
諸
動
物
の
中
で
イ
ヌ

だ
け
が
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
、
し
か
も
傷
を
治
癒
し
た
よ
う
す
が
わ
か
る
も
の
も
あ

る
ほ
ど
大
切
に
さ
れ
て
い
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
役
割
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
の
例
は
鉄
砲
を
使
っ
た
猟
で
の
話
で
あ
り
、
ど
う
猛
な
イ
ノ
シ
シ
に
弓

矢
だ
け
で
と
ど
め
が
刺
せ
た
か
と
い
う
疑
問
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
カ
猟
に

も
や
は
リ
シ
カ
の
習
性
を
巧
み
に
利
用
し
、
シ
カ
の
声
の
疑
似
音
に
よ
っ
て
シ
カ
を

お
び
き
寄
せ
る
シ
カ
笛
は
ひ
じ
ょ
う
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
猟
に
も
動
物
の
生
態
の
把
握
と
道
具
の
整
備
、
そ
し
て
狩
場
の
地
形
環

境
を
熟
知
す
る
こ
と
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

す
ス
し
　
い暮
ら
　
川
原
田
遺
跡
で
は
こ
の
ほ
か
に
磨
石
が
全
体
の
約
三
分
の

一
軒

磨
石

・
石
皿

の
住
居
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
石
皿
は
七
点
に
す
ぎ
な
い
。

敲
石
も
二
点
で
あ
る
。
石
材
は
安
山
岩
が
主
体
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
土
坑

・
遺

物
包
含
層
の
石
器
で
も
同
様
で
あ
る
。
土
坑
な
ど
か
ら
出
土
し
た
ド
ン
グ
リ

・
ト

チ
は
い
ず
れ
も́
ア
ク
抜
き
を
要
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
礫
石
器

が
少
な
い
背
景
に
は
、
ア
ク
抜
き
の
工
程
上
で
も
食
物
加
工
の
際
に
も
、　
つ
き
砕

い
た
り
す
り
潰
す
よ
う
な
加
工
方
法
が
あ
ま
り
取
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ド
ン
グ
リ
、
ト
チ
は
粒
食
で
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
も
す
り
潰
さ
ず
に
摂
取
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
石
器
を
世
帯
間
で
共
用
し
、
さ
ら
に
伝
世
さ

せ
る
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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表 1 川原田遺跡の縄文中期の石器組成 (住居跡別 :点数 )

器

種

住
居
跡

石
　
鏃

磨
製
石
鏃

石
鏃
未
成
品

石
　

匙

ス
ク
レ
イ
パ
ー

ピ

エ
ス

・
エ
ス
キ
ー

ユ

石
　
錐

リ

タ

ッ
チ

ド

・
フ

レ
イ

ク

微
小
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

打
製
石
斧

磨
製
石
斧

礫

　
器

磨

　

石

凹
　
石

石

　

皿

敲

　

石

石
　
核

原
　
石

盤
状
石
皿

円

　

盤

石
　

棒

棒
状
石
製
品

削

　

器

小
　
皿

剥

　
片

そ
　
の
　
他

合

計

J-1 1 4 1

J-2 1 1 1 1 1 1

J-3 1

J-4 1

J-5 1 1 1

J-6 1 2 1 4 1

J-7 1 4

J-8
J-9 1 1

J-10 1 1

」-11 1 1 1 1

J-12 1 1 1 1

J-13 2 1

J-15 1 1 2

J-16 1 1

J-17
J-19 1

J-20 1 4 l

J-21 1

J-22 4

J-23 1

J-24 1 1 1

J-25 1 1 1

J-27 1 1 1 1

J-28 l 1

J-29 1 4 1

J-30 1 1 1 1

J-31 1 1

J ―-32 1

J-33 1

J-34 4 4 1 1

J-35 1 7

J-36 2

J-38 1 4

J-40
-41 1

J-42 1 1 1 1 l

J-43 1

J-45 2 1

J-46
J-47 1 1 1 1

J-48 1

J-49 l 1 1

J-50 1 1 1 1 1

J-51 1

J-52 1

合  計 1 1 1 1 1 2,699

組成(%)12.810.111.810。 412.114.410.910.110.113.910.410.111.210.110.210.112.410.510.110.110。 110.110.110。 1177.710.I1100.0

第 2章 縄 文 時 代
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第 5節 縄文文化の爛熟―中期

五
　
縄
文
中
期
の
集
落

大
木
８
ｂ
式
期
　
縄
文
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
東
北
地
方
を
二
色
に
塗
り
分

の
　

変

　

容
　
け
た
円
筒
土
器
文
化
と
大
木
式
土
器
文
化
の
境
界
は
、
日
本

海
側
の
秋
田
市
か
ら
田
沢
湖
を
通
っ
て
太
平
洋
側
の
宮
古
市
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
で
あ

る
。
こ
の
境
界
が
揺
ら
ぎ
だ
し
、
か
つ
て
は
円
筒
土
器
だ
け
が
作
ら
れ
て
い
た
地

域
で
も
、
大
木
式
や
そ
れ
に
類
似
し
た
土
器
群
が
作
ら
れ
始
め
る
の
が
中
期
後
葉

の
大
木
８
ｂ
式
期
で
あ
る
。
岩
手
県
御
所
野
遺
跡
で
は
、
こ
の
時
期
に
中
央
の
墓

域
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
に
竪
穴
住
居
が
分
布
す
る
よ
う
な
環
状
の
構
成
に
変
化

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
景
観
の
変
化
は
、
単
純
に
土

器
の
拡
散

・
移
動
に
留
ま
ら
ず
人
の
移
動
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
期
の

環
状
集
落
に
山
形
県
西
海
淵
遺
跡
、
大
木
８
ａ
～
８
ｂ
式
期
に
は
岩
手
県
西
田
遺

跡
な
ど
の
環
状
構
成
を
と
る
大
集
落
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
木
９
～
１０
式
段
階

以
降
に
各
地
の
大
集
落
は
解
体
し
、
小
規
模
な
集
落
に
分
散
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

こ
の
時
期
以
降
、
後
期
に
か
け
て
分
散
し
た
人
々
の
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に

環

状

列
石
が
作
ら
れ
始
め
る
。

み

か

け

の
　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
景
観
は
、
発
掘
調
査
面

環

状

構

成
　
積
や
調
査
区
の
形
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
西
田
遺
跡
の

よ
う
に
調
査
区
が
環
状
構
成
の
中
央
部
に
あ
た
っ
た
場
合
や
、
三
内
丸
山
遺
跡
の

よ
う
に
五
万
平
方
屑
を
面
的
に
広
げ
る
よ
う
な
調
査
で
は
、
集
落
景
観
が
か
な
り

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
は
か
り
に
、
私
た
ち
が
縄
文
時
代
の
あ
る

瞬
間
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
直
線
な
い
し
環
状
と
い
っ
た

建
物
群
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
縄
文
中
期
集
落
研
究
グ
ル
ー
プ
宇
津
木
台
地

区
考
古
学
研
究
会
に
よ
る
東
京
都
の
多
摩
地
域
の
遺
跡
群
の
分
析
で
は
、
床
面
に

廃
棄
さ
れ
た
土
器
に
よ
っ
て
、
住
居
の
廃
絶
さ
れ
た
相
対
年
代
を
し
っ
か
り
と
つ

か
ん
だ
。
そ
の
上
で
各
住
居
を
比
較
す
る
と
、　
一
時
期
に
同
時
に
存
在
し
た
可
能

性
の
あ
る
住
居
は
、
多
く
て
も
数
軒
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
た
。

さ
き
に
述
べ
た
集
落
景
観
と
は
多
年
に
わ
た
り
住
居
が
建
て
ら
れ
て
は
廃
絶
さ

れ
、
ま
た
建
て
ら
れ
て
は
廃
絶
さ
れ
た
結
果
の
集
積
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ

し
中
央
に
家
を
建
て
な
い
と
か
、
そ
こ
を
墓
域
に
す
る
、
あ
る
い
は
長
方
形
の
掘

立
柱
建
物
は
こ
の
場
所
、　
一
般
の
住
居
は
こ
の
場
所
と
い
う
よ
う
な
代
々
の
集
落

景
観
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
決
め
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
土
器

型
式
を
こ
え
て
継
続
し
て
い
る
み
か
け
の
環
状
構
成
の
特
殊
性
が
あ
る
。

八
ケ
岳
西
南
麓
　
こ
の
よ
う
な
み
か
け
の
環
状
構
成
は
、
中
部
高
地
の
縄
文
中

の
　

集

　

落
　
期
集
落
で
あ
る
塩
尻
市
ま艦
た度
遺
跡

・
原
村
大
石
遺
跡
や
茅

野
市
棚

畑
遺
跡
の
双
環

状

構
造

（図
６８
）
に
も
現
れ
て
い
る
。
さ
て
、
後
二
者

を
含
む
八
ケ
岳
西
南
麓
は
大
小
多
く
の
河
川
が
八
ケ
岳
を
源
と
し
て
諏
訪
湖
盆
地

へ
流
れ
下
る
。
こ
の
よ
う
な
河
川
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
た
沢
を
挟
ん
で
、
尾
根
上

に
は
大
小

一
四
二
の
中
期
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
標
高
八
〇
〇

～

一
〇
〇
〇
肝
付
近
を
中
心
に

一
二
〇
〇
屑
付
近
ま
で
広
が
る
。
こ
の
地
域
で
は

中
期
前
葉
か
ら
後
葉
ま
で
継
続
す
る
大
規
模
な
集
落
や
、
数
型
式
程
度
連
続
す
る

小
集
落
が

一
定
間
隔
を
あ
け
て
同

一
尾
根
上
に
分
布
し
て
い
る
。
勅
使
河
原
彰
に

よ
っ
て

一
つ
の
集
落
が
同

一
尾
根
上
の
別
の
集
落

へ
移
村
す
る
こ
と
や
、
谷
を

へ
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図68 茅野市棚畑遺跡の環状集落

だ
て
て
隣
り
合
う
集
落
が
母
村
と
分
村
の
関
係
を
も

っ
て
い
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
住
居
跡
が
累
積
し

て
み
か
け
の
密
集
を
呈
す
る
前
に
、
人
々
が
資
源
を
求
め
て
居

住
地
を
移
す
こ
と
も
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
小
集
落
は

ニ
キ，
の
間
隔
を
お
い
て
点
在
す
る
こ
と
で
資
源
の
維
持
が
行
な

わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。　
一
で
述
べ
た
よ
う
に
縄
文
中
期
の
長

野
県
域
に
は
前
期
に
比
べ
て
遺
跡
数
が
三
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
る

が
、
と
く
に
こ
の
八
ケ
岳
西
南
麓
の
遺
跡
数
の
増
加
と
、
後
期

に
か
け
て
の
急
激
な
減
少
は
か
な
り
顕
著
で
あ
る
。

浅

間

山
麓

の
　
浅
間
山
か
ら
黒
斑
山

・
籠
ノ
登
山

。
鳥
帽

塩
野
西
遺
跡
群
　
子
岳

へ
と
続
く
浅
間
火
山
列
か
ら
発
す
る

小
河
川
は
千
曲
川
へ
と
流
れ
下
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に

刻
ま
れ
た
南
向
き
の
斜
面
に
は
、
八
ケ
岳
西
南
麓
の
よ
う
に
多

く
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

な
か
に
は
小
諸
市
郷
戸
遺
跡
、
小
諸
市
か
ら
東
部
町
に
わ
た
る

成
立
遺
跡
、
東
部
町
久
保
在
家
遺
跡
、
真
田
町
四
日
市
遺
跡
な

ど
基
幹
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
塩
野
西
遺
跡
群
は
、
今
の
と
こ
ろ
浅
間
の
火
砕
流

に
阻
ま
れ
る
こ
と
な
く
検
出
さ
れ
た
遺
跡
の
な
か
で
東
端
部
に

あ
た
る
。
こ
こ
で
は
浅
間
山
に
源
を
発
す
る
濁
川

・
繰
矢
川

・

久
保
沢
川
が
湧
水
を
集
め
な
が
ら
放
射
状
に
広
が
り
、
そ
れ
ら

に
挟
ま
れ
た
台
地
上
に
縄
文
集
落
が
立
地
し
て
い
る
。
さ
ら
に

―
、
、、
、 、

ヽ ヽ 、 、 ｀
｀ ｀ 、


